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Diamond,01　鈍にび色いろのリング




　リングを外した左手の薬指――。

　その場所を寂しげに見つめる私に落とされたのは、まるでプロポーズにも思える甘い声。

『俺ならきっと、君に似合う最高のリングを見つけ出してあげられるよ』

　昨夜出会ったばかりの〝彼〟はそう言って、夢のように綺麗な笑みを浮かべた――。




　＊　＊　＊




　都心の駅から程近い場所にある、インターナショナルチェーンのホテル。サービスが徹底されていて、こうしてロビーラウンジで過ごすだけでも高級ホテルの雰囲気を存分に味わえる。

　運ばれてきたばかりのコーヒーカップは、繊細な薔薇のデザインが施されたアンティーク仕様。そこから立ち上る湯気すらも、どこか高貴さを漂わせていた。鼻をくすぐるのは、このラウンジにピッタリなブルーマウンテンの上品な香り。

　それを一口飲んだ後、ソーサーの隣に置いてある小さな箱をそっと開けた。静かに、だけどその存在感を主張するかのように輝く、ダイヤのリング。

　二年近く付き合っている彼から数ヶ月前にエンゲージリングとして受け取ったこれが、最近はなぜか鈍色に見えて仕方がなかった。箱に沈ませたままのリングを見つめていると、自然と小さなため息が漏れてしまう。

　綺麗なはずの、ダイヤモンド。憧れだった輝きが鈍色に見えるのは、この結婚を決めたのが打算的な理由だったからなのかもしれない。

　婚約者の文ふみ博ひろのことは、ちゃんと好きだと思う。だけど――少女漫画やドラマのヒロインが落ちるような、身を焦がすほどの恋じゃない。それでも結婚を決めたのは、文博とならそれなりに上手くやっていける気がしたからだった。

　どれだけたくさんの愛が満ち溢れていても、それだけでは生きてはいけない。だから、私は心に抱いたままの不安や戸惑いに蓋をして、上場企業でそこそこの肩書を持つ文博との未来を選んだのだ。

「……笑顔よ、瑠る花か」

　自分自身に言い聞かせるために小さく小さく呟いて、左手の薬指にゆっくりとリングを着けた。渇いた気持ちのせいなのか、リングが浮いているように見える。

　それでも、この結婚をやめる訳にはいかない。だって、今年で二十五歳になる私がこの先、今よりも良い条件を持った人と出会えるとは限らないし、文博との相性だって悪くはないのだ。

　恋愛や結婚に夢見がちでいられるのは、まだ現実を知らない少女の頃だけ。私はもう、現実を見なければいけない。たとえ、これからの人生を寄り添って歩んでいく相手を信じることができなかったとしても、そうするべきなのだ。

　メイクポーチから取り出した鏡を開いて、口角をキュッと上げた。二重の瞳はちっとも笑っていないし、笑顔を繕つくろったばかりの口元は早くも引き攣つりそうになっている。文博に会う時のメイクは、二重を強調するような濃いめのアイラインを引いていて、少しでも大人っぽく見えるように心掛けている。アイシャドーはブラウンを基調にして、口紅は彼が買ってくれたブランドの限定色。

　ただ、童顔なうえに今時珍しいくらい真っ黒なロングヘアーの私にはこのメイクはあまり似合わない気がしていた。だから、文博に会う日はいつも、鏡に映っている自分を見ても私だとは思えなかった。

　それでも、今はとにかく笑顔を作ることを最優先にする。そして、そっと閉じた鏡をメイクポーチの中に戻した。




　近づいてきた革靴の足音が、すぐそばで止まった。顔を上げると視界に入ってきたのは、相変わらず眉間にシワを寄せて気難しい顔をしている文博。

「悪い。仕事が押してて、抜けられなかったんだ」

「ううん、そんなに待ってないよ」

　遅刻は、いつものこと。むしろ、時間を守ってくれたことの方が少ないくらい。約束の時間よりも早く来てくれたのは数えるほどで、それも付き合い始めの頃だけだった。

「忙しいなら、無理しなくても良かったのに」

「いや、できるだけ早く話しておきたかったんだ」

「そんなに急ぎの用事だったの？　だったら、電話でも良かっ――」

「瑠花」

　向かい側の椅子に腰かけた文博が、私の言葉を遮った。

　ラウンジに流れるクラシックを裂いた声がいつもより冷たく感じたのは、まだ憂ゆう鬱うつな気持ちを拭い切れていない私の気のせいだろうか。

　だけど、そうじゃないことがすぐにわかった。

「……結婚、やめないか？」

　言い難にくそうに切り出されたのは、思いもよらない提案。

「え……？」

　突然過ぎて、理解するまでに数秒を要した。

「どうして？」

　文博に向けた声が、ほんの少しだけ震える。思わず左手の薬指に収まるリングに右手を伸ばし、隠すように触れた。

　文博がやめたいのは、果たして結婚だけなのか……。

　それとも、私との関係そのものなのか。

　目の前の文博を見れば、その答えはおのずとわかってしまった。

「少し前から付き合ってる彼女がいて……本気で好きになったんだ」

　深刻な表情で告げられた、真実。結婚を目前にした今、その内容はあまりにもバカげたものに思えた。

「すまない」

　文博がこぼした謝罪が、コーヒーカップから漂う湯気をフワリと揺らした。彼の台詞が、頭の中でグルグル回る。

「だから、瑠花とはもう……」

　そこで止められた言葉に目を小さく見開き、俯いていた顔ごと視線を上げた。その僅わずかな時間に、暗に〝終わりにしよう〟と告げられていることを理解する。それなのに、何を言えばいいのかわからなくて。私はただ、文博を見つめたまま唇を噛み締めるだけで精一杯だった。

　動揺を隠せない私を余所に、文博は腕時計に何度も視線を落として時間を気にしている。

　その時、それがいつもの物じゃないことに初めて気がついた。数日前に会った時には、付き合って最初の文博の誕生日にプレゼントした物を、ちゃんと着けてくれていたのに……。

　その変化がこの状況の全てを物語っている気がして、返す言葉が見つけられなかった。

　それでも、簡単に頷くことはできない。エンゲージリングを貰ってから、ふたりでチャペルやホテルのパンフレットを少しずつ集め、結婚への準備を進めてきた。

　文博の仕事の都合で先延ばしになっていた両家の両親への挨拶も、来週にはやっと行けるはずだったのだ。

「し、式場だって……もう、予約してるんだよ？」

　何とか口にしたのは、文博を思い留まらせるための言葉。彼の希望で式場だけは押さえておいて良かった。

　それが今の私の救いになるかもしれないと一瞬考えたけど、文博の決意が強いことを本当はもうわかっている。

「それなら、キャンセルできるだろ。キャンセル料はちゃんと払うから」

「お金の問題じゃ……」

　冷静さを取り戻そうとしても、声が震えてしまう。

「お互いの両親にはまだ挨拶もしてなかったし、幸い招待状もまだ出してない……。式場だって予約しただけで、それ以外は別に何も決めてなかったんだから、何とでもなるだろ」

　淡々と話す文博に、もう何も言えなかった。

「正直、結婚を意識して付き合ってきたからこそプロポーズしたけど、本当に瑠花とやっていけるのか不安だったんだ。ほら、瑠花は俺の意見を聞いてくれないだろ」

　まるで、私だけが悪いと言わんばかりの口調に、悲しみなんかよりも情けなさが込み上げてくる。鼻の奥を刺すような鋭い痛みも、瞳の奥に溜まり始めた熱も、まるで私を嘲笑うように責めた。

「それに比べて、彼女は俺の意見を聞き入れてくれるし、何よりも俺のことを一番に考えてくれるんだよ」

　言い訳なんて聞きたくもないのに、諦め始めた心が従順に耳を傾けさせる。

「だから、俺……いつの間にか彼女の方に気持ちが傾き始めて、今は彼女が一番大切なんだ」

　再び俯いていたのは、せめてもの抵抗だったのかもしれない。ふと、目に入ったコーヒーはすっかり湯気が消えていて、まるで今の私達みたい。

「そう……」

　その一言をこぼすだけで、精一杯だった。これ以上言えば、言葉よりも先に涙が溢れ出してしまいそうだったから。素直に泣けばいいのかもしれないけど、心のどこかでそれを拒んでいる私がいたのだ。

「わかってくれて良かったよ」

〝理解した〟訳じゃない。だけど――何を言っても無駄なんだってことだけはわかった。今はただ、涙を堪えることしかできない。

「家の合鍵、今持ってるだろ？　俺も返すから瑠花も返してくれ。それから……」

　文博は渡してあった家の合鍵を差し出した後で、私の左手を一いち瞥べつした。

「そのリングも返してくれ」

　文博は私から視線を外し、冷たく言い放った。

　私は、決して彼の言い分を理解した訳じゃない。もちろん、納得もできていない。

　それどころか、これが現実なのかすら信じられない。自分に与えられた選択肢にどんなものがあって、何を選択するべきなのかも、よくわからない。

　だけど、心は素直で、目頭は熱くなるばかり。右手で触れたリングが、やけに冷たい。頭も心もいっぱいいっぱいで色々なものが堪え切れなくなって、とうとう瞳から涙がこぼれてしまいそうになった瞬間――。

「そんな物、返してあげなよ」

　それを留めるように、頭上から柔らかい口調の言葉が落ちてきた。

　聞き覚えのない、優しい声音。

　だから、最初は私に向けられた言葉だと、まったく気づかなかった。

　だけど、文博が怪訝な顔をしている。

「聞いてる？」

　そのうえ、彼は顔を覗き込んで訊いてきたから、やっぱり私に向けられたものなのだと理解した。

「……ルカ？」

「は、はい……」

　名前を呼ばれて思わず返事をしてしまったけど、私の記憶が正しければ、私は目の前にいる男性の名前は疎おろか、顔すら知らない。

　それなのに……心は正直なのか、視界を占める初対面の男性の表情に、胸の奥がトクンと音を立てた。

　少しだけ長めの前髪の隙間から覗く、ダークグレーの瞳。二重のその目元は、柔らかい雰囲気を醸し出しているにも関わらず、どこか力強さを秘めているように思えた。スッと通った鼻筋も、薄く綺麗な唇も……。彼の顔のパーツひとつひとつが整っていて、まさに〝眉び目もく秀しゅう麗れい〟って言葉がピッタリだと思う。

　キラキラと輝いているようにも見えるその姿は、思わず高貴なダイヤモンドを連想させるほどだ。

「大丈夫？」

「え？」

「フリーズしてたみたいだけど」

　見惚れていたことを見透かすように微笑んだ彼は、私の顔をじっと見つめている。

「……っ！　は、はいっ……！」

　私はハッとして、慌ててコクコクと頷いた。

「おい！　お前、いきなり何なんだよ!?」

　呆気に取られていた文博もやっと言葉を発したけど、私の耳に届いた彼の声はすぐにすり抜けていく。

「瑠花、こいつと知り合いなのか？」

　それでも咄嗟に首を横に振ると、私の顔を覗き込んでいた男性の視線が左手の薬指に移った。

「ねぇ、ルカ」

　ダークグレーの美しい瞳が、私の瞳を真っ直ぐ見つめる。

「お前、さっきから『瑠花、瑠花』って……」

「それ、君には必要ないと思うよ？」

　全てを押し退けて耳に入ってくるのは、ラウンジに流れる上品なクラシックのＢＧＭでも、聞き慣れた文博の声でもない。

「そんな物、返してあげなよ」

　優しい口調でさっきと同じ台詞を落とした、目の前にいる男性の声だった。

「よく考えて、ルカ」

　私を見つめる男性が、どうして私の名前を知っているのか。

　そして、どうして私と文博のことに口を挟んできたのか。

　もちろんその理由はわからないし、男性の行動自体は不ぶ躾しつけとも思えるものなのだろうけど、なぜか嫌悪感は少しもない。

「浮気なんてして、簡単に君との関係を終わらせるような奴から貰ったリングに、何の意味があると思う？　そんな奴から貰ったリングから、君への気持ちが伝わってくる？」

　私は僅かな戸惑いを抱きながらも男性の言葉に素直に耳を傾けていて、無意識のうちに彼の瞳を真っ直ぐ見つめ返していた。

「何より、そんなおざなりな気持ちでしか向き合ってくれない奴から貰ったリングは、君には似合わないよ」

　初対面で、どこの誰かもわからない人。

　だけど、その唇から優しい口調で紡ぎ出される言葉達はもっともなものばかりで、私の心はその男性の意見に素直に共感している。

　文博は眉をしかめてはいるものの、さっきのように口を挟もうとはしていないみたい。それはきっと、どこの誰かもわからない人の言葉に苛立ちを感じながらも、それ以上に私との関係を終わらせることを優先したいからなのだろう……。

　右手でゆっくりと触れた、左手の薬指。ただ、リングを外すことに踏み出すためにはそれ相応の勇気が必要で、伸ばした右手をなかなか動かすことができない。

「ルカ」

　すると、そんな私の気持ちを見透かすように、また優しい声が降ってきた。

「彼には、君は勿体ないよ」

　緩められた瞳が、私の瞳を優しく、だけど力強さを秘めて見据えている。そんな視線とともに与えられた言葉は、私を踏み出させるのに充分な力を持っていた。

　私は深呼吸をした後、制止したままの右手でリングに触れた。ゆっくりと外したリングに未練がないと言えば、間違いなく嘘になってしまう。

　だけど――最近の文博の態度は、男性の言う通り〝おざなり〟って言葉がピッタリだった。そんな日々を思い返せば、薬指から離れたリングに未練を持つのはバカバカしい気がする。

　リングを箱に戻せば、私の薬指に収まっていた時よりもしっくりしているように見えて、虚しさに包まれた心がほんの少しだけ救われた。

　そして、バッグからキーケースを出して、文博の家の合鍵とエンゲージリングの入った箱を差し出した。

「じゃあ……」

　彼は気まずそうにしながらもそれをしっかりと受け取って、伝票を持った。立ち上がった文博が、どこか名残惜しげに振り返ったように見えた。だけど――。

「式場は、俺の方でキャンセルしておく」

　次の瞬間に口を開いた文博は、そんな素振りすら見せずにそれだけを言い残し、そのまま振り返ることなく立ち去ってしまった。

　彼にとって、私との二年間はその程度のものだったのかもしれない。だったら尚更、こうなって良かったのだと思いたい。それなのに、私の心に残った文博への気持ちのせいで、そんな風に割り切ることはできなかった。

　目の前のコーヒーの香りを感じる余裕すら、もうない。人目を気にせずに泣いてしまえたら、どんなにラクだろう。小さな子どものようにワンワンと声をあげて泣くことができるのなら、このやり場のない感情も涙と一緒に流れてくれるかもしれない。

　そんなことを考えているそばから、涙が溢れ出す。咄とっ嗟さに唇を噛み締めて、何とかその雫しずくを堪えた瞬間――。

「大丈夫？」

　いつの間にか、私の視界をさっきの男性が占めていた。

「はい……」

　慌てて頷いて、開いたままのバッグからハンカチを取り出す。それが文博から貰った物だってことにまた胸が痛んだけど、とにかく涙を隠すように目頭をグッと押さえた。

　すると、すかさず男性が私の手を優しく制した。不思議に思って、ハンカチで目元を押さえたまま彼を見る。

「そんなに強く押さえたら、後で腫れるよ」

　困ったように微笑む表情は、私のことを本気で心配してくれていた。こんな時だからこそ、自分に向けられている優しさがとても温かくて……。だけど、少しだけ痛い。

「す、すみません」

「俺に謝らなくてもいいけどね」

　クスクスと笑った男性が、さっきとは違い、どこか幼く見える。その笑顔に、ほんの少しだけ救われた気がした。

「ねぇ、ルカ」

　ダークグレーの綺麗な瞳が、私の瞳を真っ直ぐ見つめている。

「少しだけ、付き合ってくれない？」

　その質問に、私は考えるよりも先に頷いてしまっていた。

　どうしてだろう。初対面の、どこの誰かもわからない男性についていく気になった理由は、考えてみてもよくわからなかった。ただ、今はひとりになりたくないと思ったのは、事実。もしかしたら、それが頷いた理由の全てなのかもしれない。

「ありがとう」

　男性は柔らかく微笑むと、私に立ち上がるように促した。

　左手が握られたのは、その直後のこと。咄嗟に手を引っ込めようとしたけど、無言のまま、ますます強く握られてしまう。

「行こうか」

　私は、向けられた笑顔に大きく高鳴った胸を隠すように、胸元でバッグを抱えた。そして、鈍色のリングを失ったばかりの左手を、秀麗な男性に預けることにした。










Diamond,02　失恋とキール




　同じホテル内の地下にあるバーに連れてこられたところで、ようやく握られたままの左手を引っ込めることを許された。

「ここ、来たことある？」

　無言で首を振って答えると、まだ名前も知らない男性は柔らかく微笑んだ。甘さを感じるその表情に、ほんの少しだけ心拍数が上がる。

「そう、良かった。君が初めて来た場所で過ごす時間を、共有できる」

　まるで好きな人に投げかけるような台詞をサラリと吐いた男性に、胸の奥が大きく高鳴った私は単純なのかもしれない。だけど、そんなことをこんな秀麗な男性から言われて、ときめかない女性の方が少ないと思う。

　まだ胸を高鳴らせたままの私を、やってきたウェイターと男性が誘導してくれた。

　あちこちに小さなアクアリウムが設置された店内は、海中を思わせるような造りになっている。カラフルな熱帯魚達、落ち着いた照明、綺麗な石が埋め込まれた大理石の床。それらに囲まれた世界はとても幻想的で、つい今の状況を忘れて見惚れてしまう。ぼんやりとしながら歩いていると、いつの間にか一番奥のソファー席の前に案内されていた。

「ルカちゃん」

「あっ、はい」

「どうぞ」

　店内の風景に見入っていた私に向けられたのは、どこか満足そうな笑顔。私よりもずいぶんと背が高い男性に頭をペコリと下げてから、ソファーの奥側に腰かけた。続けて彼が座ると、高級感のある漆黒のレザーソファーがふたりの体重の分だけ沈んだ。思ったよりもずっと近い距離になんだか緊張して、心臓がドキドキと騒ぎ始める。

「好きなカクテルは？」

　そんな中で投げかけられた質問に、思わず視線を泳がせてしまった。ここに来るまで特に彼から話しかけられることはなく、私も何を話せばいいのかわからなくて無言を貫いていた。

　だから、今も上手く言葉が出てこなかったけど、目の前で開かれたメニューに視線を遣やってから怖ず怖ずと口を開いた。

「えっと、カシス系です」

　男性は私の答えにまた優しい笑顔で頷いてくれ、ウェイターを呼んでふたり分の注文をした。




「さっきはごめんね」

「へっ？」

　突然話を振られたことに驚いて、マヌケな声を漏らして男性を見た。

「急に話に割り込んだから、驚かせたよね？」

　自嘲気味に苦笑する表情まで綺麗な彼に、懲りもせずに見惚れてしまう。

「いえ、あの……」

　戸惑いながらも、ゆっくりと次に続く言葉を探した。

「本当のことを言うと、彼とは別れなきゃいけないってわかってたんです。だから、上手く言えないけど、助けて貰った気もしてます。その、えっと……」

　男性の名前を呼ぼうとして、まだ知らないことに気づく。すると、彼はそれを察するように「あぁ」と小さく呟いた後、私の瞳を真っ直ぐ見つめながら優しい笑みを浮かべた。

「理り人ひとだよ。〝理ことわりの人〟って書いて、理人」

「理人、さん？」

「うん。ルカちゃんは？」

「〝瑠る璃りの花〟で、瑠花です」

「へぇ、瑠璃か。じゃあ、九月か十二月生まれ？」

　理人さんの質問に、思わず目を小さく見開いてしまう。

「十二月ですけど……。どうしてわかったんですか？」

「瑠璃は『ラピスラズリ』という石の和名でね、九月と十二月の誕生石なんだ。だから、もしかしてって思っただけだよ」

「宝石に詳しいんですか？」

　理由を知って自然と浮かんだ疑問を口にすると、一瞬の沈黙が流れた。

「さぁ、どうだろうね」

　それから、理人さんはなぜか誤魔化すように曖昧な笑みを浮かべた。

「お待たせ致しました」

　その表情を不思議に思って口を開きかけた時、ふたり分のカクテルが運ばれてきた。

　さっきは誰もいなかった店内には、数人のお客さんの姿。左手に着けている腕時計を見ると、二十時を回ったところだった。文博と待ち合わせの約束をしていたのは十八時だったけど、彼は一時間以上も遅刻してきたからこんな時間になってしまっていることにも頷ける。

「もしかして、夕食まだだった？」

「あ、はい……」

「じゃあ、バーよりも先にレストランに行くべきだったかな？」

「いえ……今は食事なんてする気分じゃないので」

　視線を僅かに伏せて苦笑をこぼすと、理人さんが眉を寄せながら小さく笑った。

　本当は、文博と一緒に夕食を摂るつもりで、彼のことを待っていた。文博の好きな魚料理が美味しいと評判のレストランに行けたらと思っていた。もっとも、彼の方にはそんな気は更々なかったみたいだけど。

「瑠花ちゃん？」

　再び蘇った胸の痛みを唇を噛み締めて堪えると、いつの間にか私の顔を覗き込んでいた理人さんがどこか悲しげに微笑んでいた。

「あ、すみません……」

「とりあえず、奇妙な出会いに乾杯でもしようか。こんな出会い方を演出したのは、俺だけどね」

　悪いた戯ずらな笑みを浮かべた理人さんが励ましてくれているのだとわかって、自然と小さな笑顔がこぼれた。受け取ったカクテルグラスを、彼が軽く掲げたグラスにそっと合わせて乾杯をした。

　理人さんがオーダーしてくれたのは、グラスにオレンジが添えられたカシスオレンジだった。飲み慣れたそれはさっぱりとしていて口当たりが良くて、さっきまでの出来事を忘れたくてすぐに飲み干してしまった。こんな素敵なバーで一気飲みをするお客さんなんて、きっと私くらいだと思う。

　だけど、今はアルコールの力でも借りなければ、笑顔を繕うことができそうになかった。いっそのこと、記憶が失くなるほどアルコールに溺れたいくらいだ。

「同じ物でいい？」

「あ、はい。すみません……」

「いいえ」

　理人さんは、素敵なお店の雰囲気に不釣り合いな私に嫌な顔ひとつしないで、またウェイターにカシスオレンジを注文してくれた。




　運ばれてきた二杯目のカクテルに口をつけた直後、理人さんへの様々な疑問が頭に浮かび始めた。

「あの……」

「ん？」

「質問してもいいですか？」

　控えめに尋ねた私に、理人さんはまた優しい笑みを見せてくれた。

「どうぞ」

　婚約破棄のショックなのか、アルコールのせいなのか……。私の胸は、理人さんの優しい笑顔に驚くくらい簡単にときめいてしまう。

　それを隠すようにカシスオレンジを半分ほど飲んで、相変わらず優しく微笑む理人さんをチラリと見てから口を開いた。

「私達、どこかで会ったことがありますか？」

「ないと思うよ」

　即答されたことによって、疑問だらけの頭の中が混乱してしまいそうになる。

「じゃあ、どうして私の名前……」

「ごめん」

「え？」

　理人さんは、申し訳なさを含んだような苦笑を浮かべた。

「さっき彼が来る前に、君が『笑顔よ、瑠花』って言ってるのが聞こえてきたんだ。俺、隣のテーブルにいたから」

　どうやら、自分自身に言い聞かせるために小さく呟いたつもりだった言葉は、少し離れたテーブルにいた彼にもしっかりと聞こえていたみたい。

「そ、そうだったんですね」

　恥ずかしくなって俯くと、理人さんがクスリと笑った。

「それに、あの彼が君の名前を連呼していたしね」

　ズキリと痛む、胸の奥。気づかない振りをしたいのに、文博の顔が脳裏に浮かんだ。

「すみません」

「どうして謝るの？」

　不思議そうな顔をした理人さんに、眉を寄せながら無理矢理繕った微笑みを向ける。

「だって、お見苦しいところをお見せしちゃったから」

「そんなことないよ」

「でも……」

「瑠花ちゃん」

　優しい声に下げがちになっていた視線を上げれば、理人さんは相変わらず微笑んでいた。

「謝らなきゃいけないのは、俺の方だよ」

「え？」

　謝罪をされる理由が思い浮かばなくて、瞬きをしながら小首を傾げる。すると、理人さんが自嘲気味に笑った。

「初対面の他人の結婚話に突然口を挟むなんて、不躾にも程があるだろ？」

「そんなことっ……！」

　慌てて首を横に振ると、理人さんが目を見開いた。私もまた、自分自身から自然とそんな言葉が飛び出したことに驚く。

　確かに、彼の行動は初対面の人が取るとは思えないものだったけど……。

　それでも、それを嫌だとは思わなかったから。

　理人さんは、戸惑いのせいで口を噤んだ私を見ながら切なげに微笑むと、思わず彼を見つめ返した私の瞳を真っ直ぐ見据えた。そして――。

「でも、放っておけなかったんだ」

　理人さんははっきりとそう言った後、私の左頬にそっと触れた。

　心臓が、大きな音を立てる。

　ＢＧＭ代わりのアクアリウムの水の音も、他のお客さん達の囁く程度に聞こえていた話し声も、シャットアウトされてしまって――私の周りだけ、時間が止まった気がした。

「唇を噛み締めながら涙を堪えて彼の話を聞く君を、どうしても放っておけなかった」

　優しい声で、だけど確かな意志を秘めた低い声音に、止まっていた時間がゆっくりと動き出す。

　同時に、あの時からずっと堪えていた悲しみの熱が一気に込み上げてきて、あっという間に視界が滲んだ。慌てて唇を噛み締めたけど、今度こそ自分のなかから溢れ出そうとするものを堪えられそうにない。

　そんな私の弱さを見透かすように、理人さんが再びあの優しい笑みを浮かべた。

「大丈夫。瑠花ちゃんの顔は、誰にも見えないから」

　その言葉の裏に込められた、〝泣いてもいいよ〟。

　都合良くそう解釈をした私は、与えられた優しさにとうとう我慢の限界がきてしまった。

「……ごめ……なさっ……」

　瞳に決壊寸前まで溜まっていた雫を、ポタリポタリとこぼしてしまった。

「本当は……全部、知ってたんです……」

　プロポーズの前から始まっていた文博の浮気も、彼の中ではそれが本気になり始めていたことも。本当は、もっと早くから気づいていた。だけど――。

「でもっ……このまま、って……」

　必死に、気づいていない振りをした。いつか文博が思い直してくれるんじゃないかって、どうしても信じていたかったから……。

　我慢しよう、と思った。結婚さえすれば、文博の気持ちがまた元通りになると思いたかった。きっとただの気の迷いなのだと、信じていたかった。

　だから、少しの間だけ婚約者の浮気に気づかない振りをしようと決めた。何よりも、文博のことが好きだから、彼を失いたくなかった。

　そのために、『文博となら上手くやっていけそうな気がする』と思うようにして。『相性だって悪くはないのだから』と、自分自身に何度も何度も言い聞かせて。

　いい大人を装って、『現実を見なければいけない』と必死で割り切ろうとした。

「……無理って……ことっ、気づいて……たっ……」

　だけど、そんなことをしたって無駄なんだってことを、本当はもうわかっていた。

　文博の顔を見るのが、少しずつ辛くなっていった。彼の浮気を見て見ぬ振りをするのが、とても苦しかった。それでも気づかない振りを続けるために、文博の前ではいつも上辺を繕ってばかりだった。

　そんな自分自身に嫌気が差して、心が荒すさんでいくことに気づいた時――最初は綺麗に輝いて見えたリングが、鈍色にしか見えなくなっていた。

　文博が私にプロポーズをした本当の理由だって、きっともうすぐ三十歳になる彼が両親から結婚を急かされていたから。私が文博のことを想っているのとは違って、あのリングに彼の想いが伴っていないことにも気づいていた。

「わ……たし……っ、ずるいんです……」

　支離滅裂な私の言葉に、理人さんは耳を傾けてくれている。初対面でこんな話に付き合わされていることに内心ではうんざりしているのかもしれないけど、いつの間にか私の背中を撫でてくれていた彼からはそんな感情は微塵も伝わってこない。布を隔てて伝わる温もりがあまりにも優しくて、そこに縋すがりついてしまいたくなる。

「どうしてずるいと思うの？」

　数分振りに口を開いた理人さんから出た疑問に、震える唇を動かして何とか答えを発した。

「だって……文博の気持ち、知ってたのに……知らない振り、してたから……」

　こんな私は、ずるいに決まっている。

　見て見ぬ振りをすることが解決になると、本気で思っていた訳じゃない。もちろん、時にはそうすることが必要な時もあるのかもしれないけど、今回に限ってはその選択は間違いだと、最初からわかっていた。

　それでも文博に詰め寄ることは疎か、私には彼ときちんと向き合う勇気すらなかった。見て見ぬ振りをしていればいつかは文博の目が覚めるんじゃないかと、心のどこかで思っていたのかもしれない。

　確かに、彼の目は覚めたと言える。婚約者の私ではなく、顔も知らない〝彼女〟への想いを自覚した、という意味で。

　結果として、文博は私との関係を終わらせる決意をしたのだから……。

「瑠花」

　突然呼び捨てにされたことに、少しだけ戸惑う。

　だけど、文博といた時にも、理人さんに呼び捨てにされていたことを思い出した。同時に、その時にはなかった心地好さを感じていることに気づいて、胸の奥がトクンと音を立てた。

「それは、ずるい訳じゃないよ」

　私の傷を癒やすように微笑む理人さんは、相変わらず優しい声音で言葉を紡ぐ。だからなのか、彼の言葉は心にスッと入ってくる。

「本気で好きになった相手を手に入れたいと思うのは、ごくあたりまえのことだよ。そのために真実を知るのが恐くなるのも、どんな手を使ってでも手に入れたくなることも、別にずるいって訳じゃない。でも……」

　そこまで話した理人さんが、悲しげに瞳を伏せて眉を寄せた。

「しなくてもいい我慢をして手に入れたものは、きっと簡単に壊れてしまう」

　苦しげにも見える微笑みとともにこぼされたのは、やけに意味深な言葉。まるで理人さん自身が、それを経験したかのような言い方にも聞こえた。

　だけど、今はその真意を問う余裕はなくて、彼を見つめることしかできない。

「瑠花の我慢が、ふたりの未来のためのものなら良かったのかもしれない。だけど、身勝手な彼のせいで君だけが傷ついていけば、いつかは瑠花の心が壊れていたと思うよ……」

　もっともな言葉を受け入れるように、小さく頷く。だけど、涙は止まらなかった。

　だって――身を焦がすほどの恋じゃなかったけど、文博への想いはちゃんと本物だったから。




　涙を隠すように俯いていた私の前に、理人さんがグラスをそっと置いた。いつの間にかウェイターが運んできたみたいだけど、それがいつからテーブルにあったのかはわからない。

　ただ、理人さんが私のために注文してくれたことは、間違いないのだろう。その証拠に、グラスは私のコースターの上に置かれている。泣いていることをウェイターに気づかれたかもしれないと考えながら、それをじっと見つめた。

　ワインレッドに近い、赤。その色と、その中で踊る無数の小さな気泡を見れば、さっきまで口にしていたカシスオレンジじゃないことはわかった。

　顔を上げた私に、理人さんが意味深な笑みを浮かべる。そして、彼はグラスを持ち、私の目の前に差し出した。

「キールだよ」

　目の前で揺れた赤い液体が、理人さんの顔をますます秀麗に見せる。

「一応カシスリキュールで作られているんだけど、ちょっと飲みづらいかもしれない」

　彼の声に耳を傾けながら、グラスを受け取った。

「君の選択は正しかった。だからきっと、君は幸せになれるよ」

　それはきっと、その場しのぎの励ましの言葉。だけど――向けられた瞳は嘘偽りがないと思えるほどに真っ直ぐで、その微笑みもやっぱりとても優しくて、傷ついた私の心にほんの少しだけ光が射し込んだ。

　ゆっくりと口をつけたグラスから、カクテルを流し込む。生まれて初めて飲んだキールは、失恋したばかりの私の心の中を映しているような辛口だった。










Diamond,03　夢に似た記憶




　鈍く痛む頭と、重怠い体。酷い倦けん怠たい感に襲われながら、ゆっくりと瞼まぶたを開けた。

　窓から射し込む光の眩しさに、眉を寄せながら目を逸らす。程なくして視界に入ってきたのは、見慣れない天井だった。

「ここ、どこ……？」

　夢の中じゃないことが何となくわかって不安が芽生え、慌ててガバッと起き上がる。

「……んっ！　……いった～い！」

　その直後、キーンと響くような鋭い痛みが脳天を突き抜けるように走って、思わず涙が溢れ出た。咄嗟に、痛みが和らぐように手で頭を押さえる。強い痛みに対してそれは気休め程度のものだったけど、それでもしばらくすると少しずつ鋭い痛みが落ち着いていって、最後には鈍痛だけが残った。

　頭の痛みをできるだけ刺激しないように、ゆっくりと辺りを見回す。程なくして理解できたのは、見覚えのない部屋の中にいるということだけ。ここがどこなのかはもちろん、自分がどうしてここにいるのかもわからなかった。

　何度も部屋全体に視線を泳がせているうちにようやくハッとし、慌てて身なりの確認をした。

　思わず手を当てたブラウスの胸元のボタンはきちんと締まっていて、スカートはシワが目立っているだけで特に変化はない。ストッキングも電線していないことを確認したところで、ホッと胸を撫で下ろした。

　そんな状況の中、記憶を必死に手た繰ぐり寄せて最初に思い出したのは、秀麗な男性の優しい笑顔。それが理人さんだとわかるまでに、大した時間はかからなくて――。

「あ……っ！」

　同時に、昨夜の醜しゅう態たいを一気に思い出してしまった。

「泣いた、よね……？」

　誰に訊いた訳でもない言葉が、シーツに溶けるように消えた。

　泣き出した私に、ずっと付き合ってくれていた理人さん。その記憶に辿り着けた直後から、昨夜背中に感じていた温もりも一緒に蘇ってくる気がした。

　王子様のような理人さんが与えてくれた優しさに、私は縋りつくように甘えてしまったのだ。

「最低だよ……」

　初対面で、どこの誰かもわからない人の前で、どうして泣いてしまったのだろう。

　そんなことを考えながらも更に記憶を手繰り寄せると、次に思い出したのは文博とのこと。何となく現実味はなかったけど、左手の薬指に着けていたリングはもちろんない。

　半信半疑のままサイドテーブルに置いてあるバッグを手に取る。そこに入れていたキーケースを出して広げれば、長い間付けていた鍵もやっぱりひとつなくなっていた。

「夢、じゃ……ないんだ……」

　ポツリと呟いた言葉と同時に込み上げてきたのは、瞳の奥と喉の奥の熱。それを堪えようと唇を噛み締めた瞬間、ベッドサイドに置いてある電話が鳴り出した。

　この部屋の電話に出るべきなのか一瞬迷ったけど、少し冷静になるとここがホテルの一室で、部屋にいるのは自分だけだとわかった。

　ほんの少しだけ熱が和らいだのを感じながら、ゆっくりと深呼吸をする。それから、サイドテーブルに手を伸ばして受話器を取り、怖ず怖ずと耳に当てた。

「……はい」

『おはようございます、荻おぎ原わら様』

　相手の丁寧な挨拶から始まった会話は、朝食についての相談だった。

「モーニング、ですか？」

『はい』

　頼んだ記憶はもちろんないし、そもそも私は未だにどうして自分がここにいるのかをわかっていない。

「あの、たぶん頼んでいないと……」

　そう言いながらも、もしかしたら自分で頼んでいたのかもしれないという可能性が頭の中をよぎった。昨夜の途中からの記憶があまりにも曖昧過ぎるせいで、断言はできない。

　不安に思って頭の中を整理しようとしたけど、鈍い頭痛に邪魔をされてしまって思い出すことはできなかった。

『いえ、貴き島じま様からお運びするようにと、承っておりますので』

「え？」

　聞き覚えのない、名前。だけど、それが誰のことなのかは、すぐにわかった。

　結局、朝食は一時間後に運んで貰うことにして、チェックアウトの時間を確認してから電話を切った。

　改めて部屋を見回してみると、カーテンや壁にかけられた時計等のインテリアから高級感が漂っていて、尻込みしてしまいそうになる。最初に室内を見渡した時から感じていたことだけど、この部屋はどう見ても一般人が泊まるには広過ぎて、この場にいるだけで落ち着かない。

　それでも、とりあえずシャワーを浴びることにしてバスルームに行けば、今度は数人は入れそうな大きな浴槽を前にポカンとしてしまった。こんな部屋を見た経験と言えば、いくら記憶を辿ってもテレビの中くらい。

「この部屋、一体いくらするの？　私のカードの限度額、越えるんじゃ……」

　さすがに不安が芽生え、思わずそれを口にしていた。

「で、でも、もう泊まっちゃったんだし、後で朝食も来るし！」

　自分自身に言い聞かせるように頷きながら、覚悟を決めようと深呼吸をした。

「うん！　一生に一度の贅沢だと思えばいいじゃない！」

　自分を励ますように言いながら顔を上げて、浴槽にお湯を溜める。

　それに、今日くらい……。

　失恋どころか婚約を破棄されてしまったのだから、今はこれくらいの贅沢をしても罰ばちは当たらないと思う。開き直るしかなかったのもあるけど、そうでも思わなければ色々な感情に負けてしまいそうだった。

「よし、とりあえずお風呂に入ろう。せっかくの広いバスルームなんだもん！　一生分、満喫しなきゃ！」

　無駄に明るい声で発した言葉が、湯気が漂うバスルームの壁を揺らすように響いた。




　ラベンダーの香りのバブルバスをたっぷりと堪能してメイクを済ませると、それから少しして時間通りにルームサービスの朝食が届いた。

　真っ白なテーブルクロスの上に乗せられた、アンティーク仕様のお皿やカップ。ベリー系のフルーツと生クリームがたっぷりと添えられたパンケーキからは甘い香りが漂い、サラダは何種類もの野菜によって宝石箱のようにカラフルで、見ているだけでも幸せな気分になれる。

　ウェイターによって目の前で朝食の準備が整えられていく光景は、まるでお姫様扱いされている気さえした。

「ごゆっくりお楽しみくださいませ。では、失礼致します」

　ウェイターは最後に香り豊かな紅茶を注いだ後、丁寧なお辞儀と上品な微笑みを残して部屋から立ち去った。キラキラと輝いているように見える朝食を前に、両手を合わせて頭をペコリと下げる。

「いただきます」

　ナイフで切ったパンケーキと生クリームを口に運ぶと、上品で優しい甘さが口腔にフワリと広がった。

「美味しい！」

　その言葉を漏らした直後、一口目のパンケーキが喉を通り抜けた。

　パンケーキには蜂蜜色のシロップも添えられていて、それをほんの少しだけ垂らしてから口に運んでみると、また違った風味を味わえた。

　あまりの美味しさと、そして昨夜はきちんと食事を摂っていなかったこともあって、ボリュームたっぷりに見えたパンケーキをすぐに完食してしまった。

「ごちそうさまでした」

　さっきと同じように両手を合わせ、今度は空っぽになったお皿に頭をペコリと下げる。フルーツまで満喫した私は、ティーカップから漂う香りを堪たん能のうしながら紅茶を飲んだ。

　朝食を楽しんだ後で不意にため息が漏れたのは、テーブルに置いていた腕時計が視界に入ってしまったから。

　物に、罪がある訳じゃない。ましてや、とても使い易くて、デザインも気に入っている物。だけど――。

「もう、着けない方がいいよね……」

　視界に入る度に悲しくなってしまうから、これはもう使わない方がいいと思う。

　込み上げる悲しみを流すように紅茶をグッと飲み干した後、文博からプレゼントされた腕時計をバッグに入れた。

　帰り支度をした後、見納めのような気持ちで部屋をグルリと見回した。改めて、高級感が漂うその雰囲気に魅せられる。今更だけど、自分には不釣り合いな場所だということをひしひしと実感した。

　なんだか、昨夜から現実味のないことばかりが起こっている。

　文博の浮気には薄々気づいていたとは言え、彼に婚約を破棄されて、泣き出してしまいそうだった時に眉目秀麗な男性が現れて、名前も知らなかった彼とバーで飲んで涙をこぼしてしまった。

　そして、朝になって目を覚ますと自分では泊まろうとも思わないようなホテルの一室にいて、ついさっきまでまるでお姫様のような時間を過ごしていたのだから。

「本当、全部夢みたい……」

　呟いた声が響くこの瞬間が現実なのだと言われても、しっくりこないだろう。

　だけど、こんな時間はもう終わり。

　一瞬だけ脳裏をよぎった理人さんの笑顔にまた会いたいなんて思ってしまったけど、連絡先もわからない彼と会えることはきっともうないし、仮に会えたからと言っても何かがある訳でもない。

　ただ、もしまたどこかで理人さんに会えることがあったら、人目もはばからずに泣いてしまったことを謝りたい。そして何よりも、そんな私にずっと付き合ってくれたことに、心からお礼を伝えたいと思う。

「素敵なひとときをありがとう」

　誰に届く訳でもないけど、それは他の誰でもなく理人さんに向けたもの。婚約を破棄されたことはこのうえなく虚しいけど、彼のおかげで傷ついた心が少しだけ救われたから。




　夢心地な気分も束の間。部屋を後にして乗ったエレベーターで一階に降りるまでにずいぶんと時間を要して、あの部屋のグレードの高さを思い知る。

　いくらお姫様扱いをして貰ったとしても、私はあくまで庶民。きちんと支払いができるのかという不安な気持ちを抱えながらフロントに行くと、フロントスタッフの男性がニッコリと微笑んだ。

「貴島様から、メッセージをお預かりしております」

「え？」

　驚きながらもカードキーと交換で受け取ったのは、右下に金色の薔薇が描かれている二つ折りのカード。

「ご利用、ありがとうございました。ぜひ、またお越しくださいませ」

　それに見入っているとスタッフに笑顔で頭を下げられて、私はキョトンとしてしまった。

「あの、お支払いがまだ……」

「いえ、お支払いは貴島様に済ませて頂いておりますので」

　その言葉に驚いて、目を見開いた。

　どうして？　理人さんが支払いまで済ませてくれていた理由がわからなくて、今まで感じていた不安を押し退けるように戸惑いが芽生えた。

　どう考えても、宿泊代まで支払って貰う理由はない。ましてや、理人さんとは昨夜が初対面なのに。

　どうすればいいのかわからないままだったけど、フロントスタッフに彼の連絡先を訊く訳にもいかない。

「ありがとうございます」

　戸惑いを隠すように微笑んでから顔を上げ、やっとの思いでそう告げた。

「お気をつけて」

　最後まで笑顔のスタッフに再度お礼を言って、会釈をしてからフロントを後にする。そして、ホテルを出たところでメッセージカードを開いた。

　そこに書かれていたのは、今日の日付。それから、待ち合わせの時間と思われる時刻と、このホテルの近くにあるフレンチレストランの名前が、綺麗な字で記されていた。

　ここに来い、ってことだよね……？

　何度読み返してみても、日時と場所以外の文字はない。あまりにもシンプルなメッセージに、理人さんの意図がますますわからなくなる。

　記憶が抜けている間に、自分が思っている以上に彼に迷惑をかけてしまったのかもしれない。だけど、それなら、恐らくバーでの支払いもしていない私のために、理人さんが宿泊代まで出してくれるのはおかしい。

　思い当たる節があるとすれば、理人さんが私と文博の話に口を挟んだことへのお詫びくらい。それでも、あんなにも素敵な部屋に泊まらせてくれるなんて、やっぱりあり得ないとは思うけど……。

　メッセージがシンプル過ぎるが故に、請求書代わりとも取れなくはない。だけど、昨夜の理人さんの行動を思い返せば、どうしてもそうは思えなかった。

「……ここに行けば、また会えるのかな？」

　ついそんな風に呟いてしまっていたのは、昨夜の彼の優しい顔を思い出したからだろうか。こんな状況なのにも関わらず、理人さんの柔らかい笑みが自然と脳裏に浮かんだ理由はわからない。

　この時、私は婚約を破棄されたことを、ほんの一瞬だけ忘れられていた。










Diamond,04　意味深な言葉




　満員電車に揺られながら、今朝まで愛用していた物とは違う腕時計に何度も視線を落とす。

　どうしよう……このままだと、どんなに頑張っても理人さんとの約束の時間には間に合わない。こうなったのは自分のせいだとは言え、昨夜迷惑をかけた男性に更に迷惑をかけるはめになることが目に見えて、焦ってしまう。

　そもそもこんなことになったのは、大切な約束を忘れてしまっていたから。

　昨夜から色々とあり過ぎて、理人さんと文博とのことで頭がいっぱいだった。そのせいで、昨日の夕方まではちゃんと覚えていたはずの予定が、すっかり頭の中から抜けてしまっていたのだ。
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　今朝――。

　理人さんからのメッセージを読んで帰宅した後、すぐにクローゼットの中をひっくり返した。ベッドの上にたくさんの服を出し、鏡の前でそれらを体にあてていく。

　まだ半日ほど前に婚約を破棄されたばかりだから、さすがにもう一度理人さんに会えることを楽しみだと思ったりはしなかったけど……。王子様みたいな彼と過ごせるひとときに少しだけときめきを感じてしまうのは、どうしても止められなかった。

　だから、すっかり忘れてしまっていた。明後日が大切な友達の誕生日で、当日は仕事でお祝いができない代わりに今日会いにいく約束をしていたことを……。そのことを思い出した直後、慌てて身支度を整えて家を飛び出した。

　電車を乗り継いで着いた先は、『青あお空ぞら園えん』という児童養護施設。その門の柵に手をかけて隙間から施設沿いの道を覗いている女の子が私に気づき、パッと顔を輝かせた。

「瑠花お姉ちゃん！」

「恵めぐみちゃん！」

「本当に来てくれたんだぁ！　あのね、めぐ、瑠花ちゃんにお話したいことがいっぱいあるんだよ！」

　恵ちゃんの話に相あい槌づちを打ちながら施設の中に入ると、子ども達が満面の笑みで私の元へと駆け寄ってきた。

「瑠花ちゃんだー！」

「今日はまだ来る日じゃないよね？　どうしたの？」

「うん、そうなんだけどね。たまには違う日に遊びにきてもいいでしょう？」

　あっという間に取り囲まれた私の両手を子ども達が引っ張り、口々に「早く遊ぼう」とせがんでくる。

「皆、ちょっと待っててね。先に理事長先生にご挨拶したいから」

　途端に不満そうな顔をした子ども達からブーイングを受けてしまったけど、その場にいた先生達が助け船を出してくれたおかげで何とか解放して貰え、廊下を抜けた先にある理事長室のドアをノックした。

「失礼します」

　中に入ると理事長に瞳を緩められ、挨拶を交わした。

「珍しいわね、あなたがボランティア以外の日に来てくれるなんて」

「この間来た時に、恵ちゃんにせがまれちゃって。すみません、特別扱いがダメだってことはわかってるんですけど……」

「今回だけは目をつむっておくわ」

　何かを含んでいるような言葉に小首を傾げると、微笑が返された。

「恵ちゃんに、里親が見つかったのよ。次に瑠花ちゃんが来てくれる時には、もう恵ちゃんはいないと思うわ」

　理事長の言葉に、どう返せばいいのかわからなかった。

　恵ちゃんのことはもちろん、私はここで過ごす子ども達の事情をよく知らない。月に一度のボランティアでここに来ているだけの私が訊いてはいけないことだと思っているし、たとえ事情や経緯を聞いたとしても安易な言葉を返す訳にはいかない。

　だからこそ、『良かった』なんて簡単に口には出せないけど、恵ちゃんが幸せになれるのなら嬉しい。

　理事長は恵ちゃんのことについてはそれ以上は何も言わなかったから、私も訊かなかった。




　部屋に戻ると、子ども達が再び笑顔で迎えてくれ、いつものように絵本を読んだりトランプをして遊んだ。本当は理人さんとの約束があるから早めに出るつもりだったけど、恵ちゃんに何度も引き止められてしまって腰を上げることができなかった。

「めぐね、優しいパパとママができることは嬉しいの。でもね、皆や先生と離れることも、瑠花ちゃんと会えなくなるのも寂しいの……。それに、新しい学校に行ってもお友達できるかな」

　まだ小学生の恵ちゃんが抱えている気持ちは、私には計り知れない。だからこそ、その寂しさや不安を全て忘れてしまえるほど、幸せになって欲しいと思った。
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　結局、面会終了時刻ギリギリまで青空園にいた私は、こうして焦るはめになっていたのだ。

　ただ、恵ちゃんが青空園にいる間に会えて本当に良かったと思うし、最後には飛び切りの笑顔を見せてくれたこともとても嬉しかった。私のことを姉のように慕って一番懐いてくれていたからこそ、もう会えなくなるかもしれないのは寂しい。だけど、恵ちゃんの笑顔がこれからもずっと輝き続けるようにと、心の底から願っていた。




　感慨深げに青空園でのことを思い出していると、やっと目的の駅に着いた。どんなに急いでも約束の時間に間に合わないことは、青空園を出た時からわかっていたこと。だけど、ほんの少しでも早く着きたくて、改札口を抜けてから走った。

　レストランに向かう途中、ヒールの高いパンプスのせいで何度も躓つまずいてしまう。信号待ちをしている時、ショーウインドーに映った自分を見て、ハーフアップにした髪が崩れていることに気づいた。

　慌てて纏め直したけど、鏡もないうえに焦っているせいで上手くいかない。それでも、何とかできる限り髪型を整えて、信号が変わった瞬間にそこにいた誰よりも早く走り出していた。

　理人さんに指定されたのは、人気のフレンチレストラン。オシャレで上品なお店は何度も雑誌で紹介されるほどで、以前に友達と一度だけランチを食べにきたことがある。私には少しだけグレードが高いレストランだけど、約束の時間を過ぎてしまっていることに気を取られていたから、それに臆する余裕すらなかった。

　中に入るとすぐにウェイトレスが対応してくれて、待ち合わせをしていることを伝えると案内された。このお店には二階にもテーブルがあって、一階からもその様子は窺える。二階の白い支柱の間から理人さんの姿が見えた直後、彼の方からも私の姿が確認できたみたい。

　ぶつかった視線に、思わず足を止めてしまう。一瞬の間を置いて、綺麗な顔に昨夜と同じ優しい笑みが浮かんだ。

「すみません、遅れてしまって」

「来てくれないかと思ったよ」

　椅子に腰を下ろす前に頭を下げると、理人さんが悪戯っぽく笑った。

「ほ、本当にすみません！」

　約束の時間に間に合わなかったことはもちろん、昨夜の非礼もお詫びするつもりで謝罪をこぼしたけど、理人さんはまた優しい笑みを浮かべた。

「嘘だよ。約束は守る主義なんだろ？」

「え？」

　確かに、私は約束は絶対に破りたくないけど、理人さんがそんなことを知っているなんて嫌な予感がする。

「キールを飲んだ後、瑠花ちゃんが色々と話してくれたよ」

　思い出すようにクスクスと笑う彼を前に、目眩を覚える。どう考えても、昨日の私達が素敵な夜を過ごしたとは思えなかった。




「彼との馴れ初めに、プロポーズの後のこと。それから、瑠花ちゃんの仕事のことを含め、君自身のことについても色々と話してくれたよ」

　まずは乾杯をしようということになって、食前酒のシャンパンを一口飲んでから尋ねた、昨夜のこと。

　だけど、少し聞いただけで醜態を曝さらしたことが安易に想像できて、あまりの恥ずかしさに居た堪れなくなってしまった。

「本当にすみませんでした……」

「どうして？」

「だって、初対面だったのに、すごく迷惑をかけてしまったので……」

　初対面じゃないのなら良かった、という訳じゃない。それでも、〝初対面の人に多大な迷惑をかけた〟という事実に、情けなさが込み上げてきた。

　シャンパングラスを置いて、理人さんの瞳を真っ直ぐ見つめる。

「ご迷惑をおかけしてしまった事実は消えませんけど、昨日のバーでのお金も、ホテルの宿泊代も、きちんとお返ししますので」

　それから頭を深々と下げ、再び彼の瞳を見た。

「本当に申し訳ありませんでした」

「君は、昨日から謝ってばかりだね」

　困ったような微笑みとともに落とされたのは、ため息混じりの言葉。だけど――。

「すみません……」

　やっぱり、私には謝罪の言葉を紡ぐことしかできない。ここに来るまでに色々なことを考えていたけど、結局はそれ以外に相応しい言葉を見つけられなかったから……。

　理人さんは瞳を少しだけ細めながら眉を寄せ、困惑混じりの笑みを見せた。ダークグレーの瞳は相変わらず恐ろしいほどに綺麗で、このままスッと吸い込まれてしまいそうになる。困惑顔までかっこいいなんて、なんだかずるいと思う。

　こんな時にそんな余計なことを考えている時点で、ちゃんと反省していなかったのかもしれないけど……。こんなにも麗うるわしい男性を前にしても雑念を振り払えるほどのスキルは、私には微み塵じんもなかった。

「瑠花ちゃん」

　優しい声に乗せられた名前は、まるで私のものじゃないみたい。ほんの一瞬だけ胸の奥が高鳴ったのは、きっと不可抗力。呼吸が上手くできなくなるんじゃないか、と思った。

　僅かに生まれた戸惑いを必死に隠す私を余所に、理人さんはそれはそれは綺麗な笑みを浮かべた。

「俺はね、迷惑だなんて思ってないよ」

　理人さんの表情に見入っていた私は、自分に向けられた言葉にハッとする。彼はそんな私の様子を見透かすように微笑み、それから瞳を伏せて苦笑した。

「昨日も言ったけど、不躾なことをしたのは俺の方なんだから」

「違います！　た、確かに、正直驚きましたけど……。でも、私は理人さんのおかげで、リングを外す決意ができたんです。だから――」

　咄嗟に発した言葉達だけでは、上手く伝えられなくてもどかしい。だけど、理人さんはそんな私の気持ちを察するように、柔らかく微笑んだ。

「昨日の夜も、似たようなことを言ってくれたね。正直、昨日は後先考えずに行動してしまったけど、おかげでとても救われたよ」

　次の言葉を待つ私に、彼が微笑んだまま眉を寄せた。

「これでも、今日は仕事が手につかないくらい反省していたんだ」

「え？」

「だから、昨日のことはお互い様ってことでどうかな？」

　少しだけ冗談めかした、言い方。だけど、その瞳は至って真剣だった。

　それでも頷くことが出来ずにいると、理人さんが困ったように首を傾げた。

「瑠花ちゃんは納得できないかもしれないけど、不躾な男を助ける為だと思って。ね？」

　そんな風に言われてしまったら、もう素直に従うことしかできない。

「……はい」

　向けられた綺麗な笑顔に逆らえない自分に心底呆れながらも、私は苦笑混じりに小さく頷いた。




　それから程なくして運ばれてきた料理を前に、私達はもう一度乾杯をした。友達とランチを食べにきた時よりも、なんだかずっと美味しく感じる。いくらディナーの方が高級だからと言っても、こんなにも感じ方が違うものなのかと不思議で堪らなかった。

　それでも、理人さんと過ごす時間は本当に楽しくて、こんな風に食事を楽しめたのはいつ振りだろう、なんて考えた。同時に、最近の文博との食事は堅苦しいばかりで、もうずっと美味しいと感じる余裕がなかったことを思い出した。

　高級レストランに行った訳ではなく、分相応のお店での食事だったのに、息が詰まりそうなくらい窮きゅう屈くつだった。あの頃の時間は、もしかしたら私と文博の心の中を映し出していたのかもしれない。

　理人さんのことを知っていけばいくほど、彼と文博との共通点が浮かんだ。二十八歳という年齢、ワインは赤よりも白が好きなこと。それから、睡眠や食事の時間よりも仕事を優先していたいほど、仕事人間だってこと。

　職種は詳しくは教えて貰えなかったけど、宝石を扱う職業だってことだけは話してくれて、昨夜ダイヤモンドのように見えた理人さんになんだかピッタリだと思った。

　正直に言うと、文博との共通点を見つけながら切なくなった。だけど、そのうち彼のことを忘れるくらい楽しんでいる私がいることに気づいて、ほんの少しだけ驚いてしまった。




　デザートまで堪能した頃、不意に理人さんがスーツのポケットから着信中のスマホを取り出した。彼は一瞬だけ眉を寄せた後、すぐにポケットの中に戻そうとした。

「あの、私のことなら気にしないでください」

　すかさず微笑みを向けた私に、理人さんが目を小さく見開く。

「え？」

「お仕事のお電話なんじゃないですか？　私なら大丈夫ですから」

　理人さんがスマホを手に立ち上がったのは、その直後のこと。

「ありがとう。少しだけ待ってて」

　彼は笑顔でそう言い残し、慌てた様子でテーブルを離れた。

　そういえば、文博は電話に出る前に一言声をかけるような気遣いをしてくれたことがない。逆に、上司からの着信に慌てた私が彼に声をかけるのを忘れて電話に出た時は、とても不機嫌な顔をされた。そのたった一度だけの行動で不満をぶつけられたあの時のことは、ずっと腑に落ちなかった。

　そういうことを始め、私と文博はいつも気が合わなかった。今も確かに好きな気持ちはあるのに、どうして付き合っていたのか不思議に思えてしまうほどに……。




　ふと視界に入った左手の薬指に、もうあのエンゲージリングはない。今となっては外したことが正解だと思うし、その気持ちに嘘はない。だけど――それでも、簡単に割り切れるほどの安い気持ちじゃなかった。

　だからやっぱり、心に溜まっていく切なさにも虚しさにも気づかない振りはできなくて、そんな気持ちを表現するようにごく自然と深いため息が漏れた。

「やっぱり、寂しい？」

　そんな私の頭上から降ってきたのは、どこか寂しげにも聞こえた声。ハッとして顔を上げると、眉を寄せて微笑む理人さんがテーブルの前に立っていた。

「……電話、終わったんですか？」

　投げかけられた質問に答えられなくて、咄嗟に話をすり替えた。理人さんは小さく頷いた後、光沢のある椅子に腰を下ろしてから口を開いた。

「ごめん。訊くまでもないよね、こんなこと……」

　婚約を破棄されたのは私で、もちろん傷ついたのも私。だけど、私を見つめる理人さんの方が、なんだかずっと傷ついているように見えた。

「ねぇ、瑠花」

　そんな時、不意に彼の声で呼ばれた名前。とても優しい声音に、胸の奥がトクンと音を立てた。胸元を隠すように手を添えた私は、呼び捨てにされたことと真剣な眼差しに戸惑ってしまったせいで、返事すらできなかった。

「俺ならきっと、君に似合う最高のリングを見つけ出してあげられるよ」

　何も言えないままの私にゆっくりとこぼされた言葉は、思わず目を見開いてしまうような内容だった。

　冗談なのか、本気なのか……。それすらもわからなかったけど、理人さんの声が届いた直後にキョトンとしてしまった。ただ、停止寸前の思考でどんなに控えめな解釈をしても、それはプロポーズにも思える台詞。あまりにも意味深な言葉に驚きを隠せない私を余所に、理人さんはあの綺麗な笑みを浮かべていた。

　もしも絵本の中の王子様が現実に現れたとしたら、きっとこんな感じの人なのかもしれない。目の前でとても優しく微笑む理人さんを見てそんなバカみたいなことを考えたのは、確かに私に向かって告げられた台詞に少なくとも昨日にはなかった〝甘さ〟を感じてしまったから。

　目の前で微笑んでいるのは王子様なのか、それとも毒を盛ろうとしている魔女の類いか……。意味深な言葉に困惑してしまった私は、至って真剣にそんな失礼なことを考えていた。










Diamond,05　侵食される心




　インテリア業界では有名なブランドを取り扱う会社の、社員食堂。その一角のテーブルでため息をこぼした私の目の前に、真っ白なカップが静かに置かれた。

「……らしくないミスしたわね」

　同情するように苦笑しながら言ったのは、総務部で働く私と同期の南なん條じょうさゆり。

「瑠花がダブルブッキングするなんて驚いたけど、まだ気持ちの整理ができてないからよ。有休、取ったら？」

　向かい側の椅子に腰かけた彼女が、ダークブラウンの髪を結い直しながら首を傾げた。綺麗な二重の瞳が私を見つめて、無言のまま答えを促す。私は再び大きなため息をついた後、自嘲気味に笑みをこぼした。

「それもあるけど……。一番の原因は、王子様に心を乱されたせいだよ……」

　数秒の沈黙の後、さゆりはポカンとしてからパチパチと瞬きをした。

「ちょっと、何があったの？」

「さぁ……何があったんだろうね」

「え？」

　投げやりな返事を口にする私に、さゆりが訝しげに眉を寄せる。そんな顔をしても瞼はパッチリとした二重のままで、同じ女として羨ましいと思った。

「瑠花、今夜時間ある!?　絶対あるわよね!?　飲みにいくわよ！　わかった!?」

　羨望の眼差しを向ける私を余所に、さゆりはらしくなく身を乗り出して捲し立てた。




　こっ酷く叱られたばかりで総務部のフロアに戻るのは、とてつもなく憂鬱だった。だけど、午後からの業務は待ってはくれないし、学生のようにサボれないのが社会人。

　さゆりに促されて重い足取りで戻った私は、真っ先に課長の元へと足を運んで頭を下げた。

「榊さかき原ばら課長、先ほどは本当に申し訳ありませんでした」

　課長という役職の割には若くて端正な榊原課長は、女性社員達から『目の保養になる』なんて言われているけど……。

「次はないと思えよ、荻原」

　冷酷で厳しい性格から、お世辞にも人気だとは言い難い。

「はっ、はい！」

　体をビクリと強張らせて頭を深々と下げた私に、課長は午後の業務に取りかかるように告げてからどこかへ行ってしまった。

「ほら、切り替えて頑張ろう」

「うん」

　励ましてくれたさゆりに、小さな笑みを向ける。

　総務部の女性社員の中で唯一、さゆりは榊原課長と互角に言い合える。もちろん、反抗するという訳じゃない。厳し過ぎる課長に泣いてしまう女性社員も少なくはないから、さりげなくフォローを入れたりするのだ。普段のミーティングの時だって、課長には安易に意見を言えない女性社員が多い中で、さゆりだけは臆することなく発言している。

　そんな彼女の言葉に元気を貰い、午前中のミスを挽回する勢いで業務をこなしたおかげで、滞っていた書類のチェックを全て終わらせることができた。ただ、帰り際に目が合った課長の視線がいつも以上に冷たく思えて、身が竦むような思いですごすごと退社した。そんな私を、さゆりはなぜかずっと楽しげに見ていた。




「さて、覚悟しなさいよ。じっくり聞かせて貰うわよ～！」

　チェーン店の居酒屋に着いてテーブル席に案内されると、メニューを開くよりも早くそんなことを言われた。

「別に、楽しみにして貰うような話じゃないよ」

「あんな意味深なこと言われたら、誰だって気になるわよ」

　さゆりが期待しないように釘を刺したけど、彼女は上機嫌でメニューに視線を落とした。




　ビールで乾杯をした直後、さゆりはジョッキをドンッと置いてニッコリと笑った。

「で、〝王子様〟って誰のこと？」

　文博との婚約が破談になったことは、数日前に告げたばかり。だから、昼間私が口にした〝王子様〟が彼のことじゃないのは、さゆりもわかっているはず。

　どんな風に説明しようかと悩んで、それなりの言葉を探そうとしたけど……。

「えっと……文博に婚約を破棄された日に出会った人」

　さゆりにはありのままを話そうと思って、結局は包み隠さずに告げた。

「なにそれ!?　初耳なんだけど！　詳しく話しなさい！」

　案の定、文博に婚約を破棄されたことしか説明していなかった私に、彼女が昼間と同じくらい身を乗り出して食いついてきた。




　理人さんと出会った日、つまりは文博との結婚が破談になったあの日。職場や友達には婚約したことをまだ報告していなかった中、唯一さゆりにだけはプロポーズをされたことを話していた。

　実は、文博と出会ったのは、さゆりに連れていかれた合コンだった。だから、今回のことに対して彼女が責任を感じてしまったみたいで、申し訳ない気持ちでいっぱいだった。さゆりと文博もその時が初対面だったし、彼女が責任を感じることなんてないのに。




「瑠花？」

「え？」

「放心してたけど、大丈夫？」

　私の顔を覗き込んでいたさゆりに、慌てて笑みを繕う。

「大丈夫だよ。ごめんね、どう説明しようか悩んじゃって……」

「そう？　でもその様子だと、文博さんとのことをまた思い出すんじゃない？　だったら、別に無理に訊き出すつもりはないからね？」

「うん、わかってる」

「でもあんな男、別れて正解よ！　まぁ、引き合わせたのは私なんだけど……」

「さゆりが責任を感じることなんてないよ」

　微笑んだ私に、さゆりが目を小さく見開いた。

　傷ついた心が痛まないと言えば、嘘になってしまう。だって、今もまだ胸の奥は強く痛むから……。

　だけど、痛みを感じていてもこんな風に笑えるのは、間違いなく理人さんのおかげ。心を乱されていることには変わりないけど、彼には本当に感謝している。

「じゃあ、なぜか幸せそうに見える笑顔の理由を教えてよ」

　どうやら無意識に笑い続けていたみたいで、さゆりが怪訝な顔をしている。私は苦笑をこぼした後、あの夜のことを話し始めた。




　理人さんとの一連の流れを話し終えた時、お互いのビールのジョッキはすっかり空っぽになっていた。さゆりが気を利かせて頼んでくれたサラダや枝豆はちっとも減っていなくて運ばれてきた時のままなのに、彼女は本日二杯目となるハイボールに、私はカシスオレンジに口をつけていた。

「……という訳です」

　私がなぜか敬語で締め括ると、さゆりは少しの間言葉を失っていたけど、半分以上残っていたハイボールを一気に飲み干してから口を開いた。

「まぁ、色々と驚いてるんだけど……」

　戸惑いがちに眉を寄せた彼女が、私の瞳を見つめる。

「とりあえず、瑠花が初対面の人についていったことに一番驚いたわ」

　さゆりがそんな風に言うのも、大きく頷ける。

　私は普段から人見知りが激しくて、見ず知らずの人と話すなんて以ての外。子ども相手や仕事上の付き合いならば何とか普通に会話もできるけど、プライベートで初対面の人とバーに行くなんて考えたこともない。文博と出会った合コンだって、さゆりの勢いに負けてついていくことになっただけ。もし彼女からの誘いじゃなかったら、絶対に行かなかったに違いない。

　そんな私だからこそ、さゆりも不思議で堪らなかったのだと思う。私だって、理人さんと出会ってすぐにバーに行ったことはもちろん、あの翌日に迷うことなく再び彼に会いにいったことも不思議だった。

　今度は梅酒をロックで注文したさゆりが、私の顔をじっと見てくる。

「ねぇ、本当に初対面だったの？」

「うん」

　まだ信じられないらしいさゆりは、しばらく腑に落ちない表情をしていたけど――。

「……まぁ状況が状況だったから、瑠花の人見知りも出なかったのかもしれないわね」

　どうやら辿り着いた結論に納得したのか、今度は笑顔を見せた。

「それで？」

「え？」

「翌日にもまた会ったんでしょ？　瑠花の人見知りは、どこに行ったんだろうね～。私にすら、なかなか打ち解けてくれなかったのに」

　意味深な笑みを浮かべたさゆりが、からかうようにニヤニヤと笑っている。私はカシスオレンジを飲んでから、ため息混じりに苦笑をこぼした。

「お金を返さなきゃいけないと思ってたから、それどころじゃなかったのよ」

「お金、ねぇ」

「だって、初対面の人にバーでご馳走して貰っただけじゃなくて、宿泊代まで出して貰ってたのよ？　いくら何でも、そのまま無視する訳にはいかないじゃない」

「でも、結局受け取って貰えなかったんでしょ？」

「うん……」

　実はバーでのお金は疎か、宿泊代も受け取っては貰えなかった。そのうえ、理人さんはレストランでの食事代まで支払って、タクシーで家まで送ってくれたのだ。

「しかも、また会う約束とかしちゃったんでしょ？」

「えっ!?　どうしてわかったの？」

　見透かされて驚く私に、さゆりは呆れたようにため息をついた。

「あのね、それだけ聞いてわからない方がおかしいと思うけど。それ、どう考えても瑠花に気があるじゃない」

「へ？」

　キョトンとすると、さゆりが呆れた表情のまま枝豆に手を伸ばした。

「話の内容が内容だったとは言え、彼氏といる時にいきなり声をかけてきて、バーにまで誘ってるのよ？　下心がなかったらできないでしょ？」

「そんなことないと思うけど……」

「甘い！　下心もないのに、ナンパよりもハードルが高いことできる訳ないの！」

　確かにさゆりの言うことも一理あるのかもしれないけど、理人さんに下心があったとはどうしても思えない。

「まぁ、記憶を失くすほど飲んだ瑠花に手を出さなかったのは、紳士っぽく思えるけどね。でも、本当に何もされてないの？　記憶、ないんでしょ？」

　身を乗り出すような勢いのさゆりに押されながらも、頭の中で必死に言葉を探す。

　確かに、あの夜の記憶はほとんどない。だけど、あの翌朝の私の服装はちっとも乱れていなかったし、理人さんが泊まった形跡もなかった。それに――。

「理人さんは、そんなことしないよ……」

　何よりも、そう思わずにはいられなかった。

　初対面だったし、相手は男性だけど。あの状態なら、何をされても文句は言えなかったのだろうけど。理人さんは、つけ入るようなことをする人には思えない。

　だって――出会った日の夜、深く傷ついた私に泣ける場所を与えてくれた理人さんの優しさを思えば、やっぱり彼の下心なんて微塵も感じられないから……。

「まだよく知りもしない男のことを庇うの？」

　不意に飛んできた真剣な声に、慌てて口を開く。

「そんなんじゃないよ！」

　首を横に振りながら、何とかさゆりに納得して貰える言葉を探した。

「でも理人さんは本当に優しいし、下心とかで話しかけてきたとは思えなくて……」

　上手く言えないけど、私に与えてくれた理人さんの優しさは、純粋なものだった気がする。だからこそ、私は彼についていったのかもしれない。

「瑠花、その人のことが気になってるんでしょ？　だから、『王子様に心を乱された』ってことだったのね」

　さっきまで真剣な表情をしていたさゆりが、私を見つめながら苦笑をこぼした。そんな彼女がどこか嬉しそうに見えるのは、たぶん気のせいなんかじゃないと思う。

「そ、そんな特別な意味じゃないよ!?　それに理人さんとまた会うのは、宿泊代とか受け取って貰えなくて困惑してたら、理人さんが『代わりにまたご飯でも付き合って』って……」

　必死に言葉を並べる私を余所に、さゆりは涼しげな表情で梅酒のロックを飲み干した。いつものことながら、彼女の飲みっ振りには感心してしまう。

「いいんじゃない？　バカな男のことなんかさっさと忘れて、幸せになりなさい！」

　幸せになれるかどうかなんて、今はまだわからない。ただ、真剣な表情で言ってくれたさゆりの気持ちが嬉しかった。だけど――今はもう、恋愛なんてする気分にはなれない。

　確かに、理人さんはすごく素敵な男性だと思う。彼といるとドキドキさせられてしまうし、それ以上に心が穏やかになる。文博といた時には得られなかった、優しくて温かい気持ちに包まれるのだ。

　そして、あの台詞。

『俺ならきっと、君に似合う最高のリングを見つけ出してあげられるよ』

　密やかに、だけど甘さを孕はらんでいることを隠さないような、意味深な言葉。その台詞とともに、理人さんの声のトーンまでまざまざと思い出して、急激に頬が熱を帯びていくのに気づき、さゆりにバレないように俯いた。




　さゆりと別れて帰り道を歩いている時、ふと頭の中に理人さんが教えてくれた彼自身のことがよぎった。

　そういえば、理人さんってたしかジュエリー関係の仕事してるって……。

「そっか……」

　そこまで思い出した時、ハッとして思わず納得の声を漏らしていた。

　きっと、〝プロとして〟って意味だったんだ。

　理人さんの台詞に感じていた甘さが、ハラリハラリと剥がれていく。

　チクリと痛む、胸の奥。自然と漏れた大きなため息は落胆の意味を持ち、その痛みとともに現実を教えてくれる。

　理人さんの言葉とさゆりに色々と言われたことがあいまって、自分自身でも気づかないうちに心のどこかで彼との関係に甘い期待をしてしまっていたのかもしれない。

　よく考えれば、理人さんみたいな人とどうにかなるなんてある訳がない。顔も、スタイルも、立ち居振る舞いまでも隙がないような、完璧な男性。いくらさゆりに言い切られたとは言え、そんな人が私に気があるかもしれないなんて一瞬でも考えてしまった自分自身に、深いため息をついた。

「身の程をわきまえるのよ、瑠花」

　どこをどう取っても普通でしかない、私。それなのに、理人さんみたいな素敵な男性と釣り合うはずがないのだ。

　だけど――今度会った時には、理人さんのことをひとつでもたくさん知りたい。キンと冷えた空気を放つ一月の夜空の下、痛む胸の片隅でそんなことを考えていた。










Diamond,06　王子様の誘惑




　非常階段の一角で耳に当てた、スマホ。そこから聞こえてきたのは、文字通り〝大きなため息〟だった。

『一体どういうことなの？　瑠花』

　ランチを済ませてフロアに戻る途中、かかってきた電話。叱られるのを覚悟で通話ボタンを押した私に、いきなり本題が切り出された。

　昨夜、さゆりと別れて心地好く帰宅した後、酔いの勢いに任せて母にメールを入れた。内容はもちろん、文博とのこと。

『ちゃんと説明してちょうだい』

　それを読んだらしい母が、昼休みの時間帯を狙ってかけてきたのだ。

「……メールに、『別れたから結婚の話はなくなった』って書いたでしょ。本当にその通りだし、何も話すことなんてないよ」

　我ながら酷く投げやりな説明だとは思うけど、酔いに任せてメールを送れた昨夜とは違って、今は素面しらふの状態。ましてやもうすぐ午後の業務に戻らないといけないのに、下手に詳しく話して泣きたくなってしまってもどうにもならない。そんな理由から、どうしても冷たい口調になってしまった。

『いくらまだ親戚にも報告してないとは言え、突然そんなこと言われても……』

　母の震えたような声から、戸惑いが窺えた。

『それより、瑠花はちゃんと納得できてるの？　どっちにしても、お父さんにはどう説明しろって言うの……』

　私のことを心配してくれていることも、突然の出来事で困惑させてしまっていることも、ちゃんとわかっている。だけど、私にとって今はまだきちんと話せる状況じゃない。

「まだちゃんと気持ちの整理ができてないから、もう少しだけ待って。今度、改めてちゃんと話すから……。ごめん、仕事に戻らなきゃいけないからもう切るね」

『あっ、瑠花！』

　一方的に告げてスマホを耳から離そうとすると、すかさず力強い声音で呼び止められた。

　重い気分になりながらも、再びスマホをしっかりと耳に当てる。

「……何？」

『ご飯はちゃんと食べなさいよ。お米はあるの？　何なら、こっちから送ってあげようか？』

　返ってきたのは、優しい声音。そんな声を聞けば、強引に電話を切ることはできなくなる。

「大丈夫だよ、なくなったらちゃんと買うから」

『そう……』

　どこか心配そうな返事をした母に、申し訳なさが込み上げてくる。

「お母さん、ごめんね……」

『何謝ってるのよ。お母さんに謝ることなんてないでしょ？　今回はご縁がなかったのよ、きっと。それに、もしかしたらお父さんは喜ぶかもしれないわよ？　瑠花がお嫁に行くの、すごく寂しがってたから』

　おどけたような笑い声に、少しだけホッとした。

　腕時計に視線を落とし、まだ昼休みが半分近く残っていることを確認しつつ、遠慮がちに口を開いた。

「じゃあ、もう切るね」

『あっ、瑠花！　最後にひとつだけ』

　名残惜しい気持ちで告げた私を、母がまた引き止めた。

「今度は何？」

　苦笑しながら訊くと、一呼吸置いてから母の声が聞こえてきた。

『瑠花は、瑠花が一番幸せになれる人と結婚しなさい』

「急に何言ってるの？」

　照れ臭さよりも先に瞳の奥から熱が込み上げてきて、ついぶっきらぼうに返してしまったけど――。

『ただの親心よ』

　それを聞く前から、母の気持ちはわかっていた。

「うん……。いつか、ね」

　私は小さく返した後、そっと電話を切った。

　静かな非常階段の踊り場に、安あん堵ど混じりのため息が響く。

　まともな説明もしなかった私に、あんな風に言ってくれた母は本当に偉大だ。文博のことをほんの少しでも考える度に憂鬱になっていたけど、おかげで何とか前を向けそうな気がしてきたから。

　もちろん、本当に傷が癒えるにはまだまだ時間がかかりそうだけど、親心溢れる母の言葉といい、私のことを心配してくれているさゆりの優しさといい、私は本当に周りの人に恵まれていると思う。

　それに、あの夜の私を救ってくれた理人さんだって……。何となく、流れで彼のことを思い出した時――。

「ひゃっ……！」

　マナーモードにしているスマホが震え出し、驚いて肩が跳ね上がってしまった。勢いよく震えたスマホを落としそうになって、慌ててギュッと掴んだ。

　視線を落としたディスプレイには、【理人さん】と表示されている。

「なっ、どうして!?」

　二度目の夜に連絡先を交換したし、確かにまた会う約束もした。

　だけど、こんなタイミングで電話がかかってきたことに驚いたのはもちろん、さすがに心の準備ができていない。

「やだっ……！　どっ、ど、どうしよう!?」

　未だかつて、こんなにも焦ったことはない。緊張で体が硬直するんじゃないかと思ったけど、意外と冷静な自分も残っていたみたい。

　私は、しっかりと気持ちを落ち着かせるために浅い深呼吸を数回繰り返した後、恐る恐る通話ボタンを押した。

「……もっ、もひもし？」

　やだっ……！　『もひもし』って何よっ!?

　空いている左手で真っ赤になったであろう頬を押さえた時、あの柔らかいトーンでクスリと笑う声が聞こえた。

『それって、新しい挨拶？』

「……っ、す、すみませんっ!!」

　いくら緊張しているとは言え、こんなにもマヌケな挨拶をしたことなんてない。

「すみませんっ……！　本当にすみません！」

　恥ずかしさと情けなさを抱えながら、頭をペコペコと下げる。

『そんなに謝らないで。瑠花ちゃんのおかげで、眉間のシワが取れたよ』

　クスクスと笑ってそんな風に言ってくれた理人さんの表情を、反射的に脳裏に浮かべてしまう。その瞬間、胸の奥が高鳴った気がした。

『今、大丈夫だった？』

「あ、はい！」

　極度の緊張のせいなのか、思わず背筋をピンと伸ばしてしまう。

『そんなに緊張しないで』

　すると、理人さんはすかさずクスッと笑った後で、それを見透かすような口振りで言った。

「いえ、緊張って言うか、心の準備が……」

『心の準備？』

「えっと……ちょうど理人さんのことを考えてた時に電話がかかってきたので、あまりのタイミングの良さにビックリしちゃったんです」

　自分がとてつもなく恥ずかしいことを口にしたのだと気づいたのは、急に理人さんが黙り込んでしまったから。

「あっ……！　すみませんっ！」

　頬がますます熱くなったのを感じながら、慌てて勢いよく頭を下げた。

『いや、謝らないで』

「でも私、なんだか変なこと言っちゃって」

　面と向かって話している訳じゃないけど、居た堪れなくなってこの場から逃げ出してしまいたくなる。

「もう、本当にすみません。あの、今の話は忘れてください」

　穴があったら入りたいと、初めて本気で思った。

『いや。急に黙ったから、誤解させてしまったかもしれないけど……』

　そんな私を余所に、電話口からは理人さんの優しい声が聞こえてくる。心地好さすら覚えそうになるトーンに、ついつい聞き惚れてしまいそうになっていた時――。

『嬉しいよ』

　聞き間違いじゃないかと思うような言葉が、まるで心を撫でるように耳元で甘く優しく響いた。

「……え？」

　たっぷりの沈黙の後、漏らしたのは驚き混じりの声。

『瑠花ちゃんが俺のことを考えてくれていたことが、嬉しかったんだ』

　予想外の言葉に思考が上手く働かないけど、理人さんの声は綺麗に耳に届く。

『あぁ……でももしかしたら、〝いい意味で考えてた〟って訳じゃないのかな？』

　おどけたように、だけどどこか真剣さを帯びた声音が耳に届いた直後、咄嗟に首を横に振っていた。理人さんにとっての〝いい意味〟と〝悪い意味〟は、よくわからない。だけど――。

「出会った日のことを……あの日、理人さんに心を救って貰ったことを思い出していたんです。だから、私にとってはいい意味で考えてました」

　少なくとも、彼のことを悪い意味で考えたりはしない。

　また恥ずかしいことを口にしたのだと気づいたのは、電話の向こうにいる理人さんが再び黙り込んで、さっき以上に気まずい沈黙が訪れてしまったから。もっとも、気まずいと感じているのは私だけで、彼にとってはただの沈黙でしかないのかもしれないけど……。

『ありがとう、嬉しいよ』

　頭の中では色々と考えているのに何を話せばいいのかわからずにいた時、クスリと笑った理人さんが優しく言った。

『瑠花ちゃんの声が聞きたかっただけなのに、そんなに可愛いことを言って貰えるなんて思ってもみなかったよ。おかげで、午後の仕事が捗はかどりそうだ』

　そして、彼は甘く穏やかな声音のまま、続けてサラリとそんなことを口にした。

　ほんの一瞬だけ、目を小さく見開く。

　その後で、理人さんが口にした台詞はどこを取っても胸が高鳴るものばかりだ、ってことに気づいた。カァッと顔が熱くなるのがわかって、全身で恥ずかしさを感じる。

　どう解釈をしても、心がときめく言葉。それを素直に受け入れて照れてしまう私は、きっと小さな子どものように単純過ぎるのだと思う。

　だけど――電話の向こうで、あの柔らかくて優しい笑みを浮かべる理人さんを想像してしまって、どうしても甘さに包まれた胸の奥が騒ぐ。

『瑠花ちゃん？』

「はぇっ!?」

　そんな中、私の心中なんて知るはずもない理人さんに呼ばれて、またしても酷くマヌケな返事をしてしまった。プッと吹き出した彼が、楽しげな口調で言葉を紡ぐ。

『今度は新しい返事だね』

　余程ツボに嵌まったのか、理人さんはククッと笑い出した。この状況に居た堪れない気持ちになったのは、もはや言うまでもない。

　もう、嫌……。理人さんの前だと、どうしてこんなにマヌケなことばかりしちゃうのよ。

　初対面の時だけじゃなくて電話でも醜態を曝してしまうなんて、本当にあり得ない。元々さゆりほどしっかりしている訳じゃないけど、あまりにもマヌケな自分に大きなため息が漏れた。

　それでも電話を切る気にはなれなかったのは、この時間が続いて欲しいと思う気持ちが確かにあったから。そんな裏腹なことを考える私のことが、自分でもよくわからなかった。

『もっと話していたいんだけど、もうすぐ会議なんだ』

　こぼされた言葉に落胆した後で、ハッとする。

　なに落胆してるのよ、私。

　まるで寂しさを感じたように何かを訴える心を無視して、頭の中で必死に言葉を探してから口を開いた。

「あの、この間はごちそうさまでした」

　そう言った後で、これは真っ先に口にしなければいけなかったことなのだと気づく。いい歳してお礼をきちんと言えなかった自分が、とても情けなく思えた。

「バーでのお金も、ホテルの宿泊代も受け取って貰えなかったのに、夕食までご馳走になっちゃって――」

『〝ごめん〟は、なしだよ？』

　慌ててつけ足した私の言葉を、理人さんが落ち着いた声音でやんわりと遮った。私の次の言葉を見透かした彼に、つい苦笑が漏れてしまう。

　文博なら、きっとこんな風に先読みしたりはできない。と言うよりも、彼の場合は私の気持ちや行動を見透かそうともしないだろう。

「読まれちゃってますね」

『だって、この間から謝って貰ってばかりだからね』

　クスクスと笑った後、『そりゃわかるよ』なんて話した理人さんは、やっぱりあの柔らかい微笑みを浮かべているのだろうか。彼の表情を想像した後で、僅かな寂しさを感じた心。

　会いたい、なんて思ったのはほんの一瞬のこと。

　だからきっと、そんなのは気の迷い。婚約を破棄されて傷ついたことが、こんなところにまで影響を及ぼしているのかもしれない。

『会いたいな』

　不意にそんな言葉が聞こえてきて、私の心の声が漏れてしまったのかと一瞬慌てたけど――。

『瑠花ちゃんの声を聞いたら、今すぐに会いたくなったよ』

　それは困ったような声でこぼした、理人さんのものだった。

「へ……？」

　本日何度目かわからないマヌケな声を漏らしたのと、ずっと落ち着くことのなかった心臓が一層高く跳ね上がったのは、ほとんど同時のこと。感じたときめきを素直に表すように、胸がドキドキと高鳴り始める。

『瑠花ちゃん？』

「……っ！」

　やけに騒ぐ心臓を心の中で必死に抑えようとするけど、興奮したように暴れ出したそこは簡単に静まりそうになかった。

『聞いてる？　瑠花ちゃん』

「はいっ!!」

　ドキドキと高鳴る心臓の音が電話の向こうに聞こえないように、ほとんど無意識のうちに大声で返事をしてしまった。

　よく考えれば、電話越しに心音が聞こえるはずなんてないのに、今の私はそんなあたりまえのことにすら気づけない。

『いい返事だね』

　一呼吸置いた後で落とされた言葉に、頬が熱くなる。

『君といると飽きないよ』

　クスクスと笑いながら、だけど至って真剣な口調の理人さんに、私の胸は呆れるくらい騒いでいる。

　くすぐったくて嬉しいけど、素直に喜ぶところじゃない気がする。

「なんだか複雑です」

　ますます熱くなった頬に気づかない振りをして戸惑い気味にこぼせば、理人さんがまた楽しげに笑った。

『そうだよね』

　共感するような言葉の後で『一応褒めたんだけど』なんてつけ足されたけど、理人さんにはマヌケなところばかり見せてしまっている訳だから、やっぱり素直に喜ぶ訳にはいかない。

　それでも、その奥で嬉しいという感情が燻っていることに気づかない振りをするほど、天の邪鬼にはなり切れない。

「……じゃあ、ありがとうございます」

　開き直りにも似た気持ちで小さく呟くと、何となく理人さんが微笑んだ気がした。そんな風に感じた理由はわからないし、根拠だってない。

『やっぱり、瑠花ちゃんといると飽きないよ』

　だけど、優しくこぼされた言葉が、何よりも雄弁にそれを物語っている気がした。

『ますます会いたくなったけど、そういう訳にもいかないし……』

　前半は悪戯っぽく、後半は困ったような声が響いた。私の心臓は、もちろん前半の言葉に反応して跳ねた。

『楽しくてすっかり忘れていたけど、実は後五分で会議が始まるんだ』

　腕時計を確認すると、うちの会社の昼休みももう終わる時間。

『という訳で、本題に入ってもいいかな？』

「本題、ですか？」

　少し考えれば、何か用事があったから電話をかけてきたのだと気づくはずなのに、私は今の今までそんなことを考える余裕もなかったのだ。

　時間を気にしつつも、その内容の方がもっと気になって小首を傾げる。それを見計らったように、理人さんが柔らかい口調のまま続けた。

『来週の日曜、会えないかな？』

　どこか甘いものを孕んでいる気がするその誘いに、私の単純過ぎる胸がときめかない訳がない。

　文博に婚約を破棄されてからまだ幾日も経っていないのに、ついその誘いの中にあるかもしれない甘さを想像した自分に、呆れ混じりのため息が漏れてしまいそうになった。

　だけど――断る理由なんてどこにもなくて、自然と漏れていた笑みを浮かべたままゆっくりと口を開いた。

「はい、大丈夫です」

『そう、良かった。ありがとう』

　その直後に胸の奥がキュンとしたのは、すかさず耳元で響いた声があまりにも嬉しそうだったから。

　母と電話をしていた数十分前に抱いていた憂鬱が嘘のように、心が躍るような気持ちになる。きっと微笑んでいるであろう理人さんを想像して、やっぱり今すぐに会いたいなんて思った。

『今日はもう時間がないから、また改めて連絡するよ』

「はい」

『瑠花ちゃんのおかげで、午後も頑張れるよ。ありがとう』

「いえ、そんなっ……！　私の方こそ、ありがとうございました。あの、午後も頑張ってください」

『うん、瑠花ちゃんもね。じゃあ、また』

　理人さんは本当に急いでいたみたいで、私が返事をする前に電話は切れてしまった。

　スマホを耳から離すと、途端に心を包み込むような寂しさが訪れ、ほんの少しだけ戸惑う。

　耳に馴染みかけた理人さんの声を、もっと聞いていたかった。彼の優しい声音で紡がれる言葉を、もっと与えて欲しかった。どんな些細なことでも、もっと理人さんと話していたかった。

〝もっともっと〟と欲張る自分の心に、少しだけ恐くなって……。それなのに、頭でも心でも理人さんのことばかり考えてしまう。

　そんな複雑な感情が混じった気持ちを抱えながら、通話終了を告げたディスプレイをしばらくの間見つめていた。

「あっ！　仕事！」

　程なくして、ようやく今の自分の立場を思い出し、慌てて非常階段を後にした。




「このクソ忙しい時に、悠々とランチタイムとは……。いい度胸だな、荻原」

　一目散にフロアに戻った私を待っていたのは、不機嫌に眉を寄せた榊原課長からの厳しい言葉だった。

　理人さんとは正反対の冷淡な口調に、思わず冷や汗が出る。その場にいた社員達の同情とも取れるような視線を感じて、それは課長のデスクの前で頭を下げる私をチクチクと刺す気がした。

「それとも、お前はゆっくりランチを摂る余裕があるのか？　それで、ここにいる誰よりも仕事をこなせるとでも？」

　絶対零度の声で飛ばされた台詞に、背筋が凍る。

「いえっ!!」

「だったら、さっさと午後の業務に取りかかれ。今日中に書類ができなければ、できるまで残業だからな」

　何度も頭を下げてから自分のデスクに戻ると、さゆりが声をかけてきた。

「災難だったわね」

「……うん」

　ため息混じりに頷けば、さゆりは眉を寄せて苦笑をこぼした。

「ほんの数秒遅刻しただけなのにね、まったく……。課長って、よっぽど瑠花がお気に入りなのかな？」

「ちょっと、さゆり！　変なこと言わないでよ！　そんな訳ないじゃない！」

　声を潜めながら必死に首を横に振ると、さゆりがケラケラと笑った。

「冗談よ、瑠花には王子様がいるんだもの。で、あれから何か進展はあった？」

「別にそんなんじゃないよ。でも……来週の日曜に会おう、って言われた」

「王子様は、いよいよ本気で姫君を誘惑するつもりなのかもしれないわねー。それとも、もう誘惑されちゃったの？」

「ゆっ、誘惑って！」

　慌てる私を見て、さゆりはまた声をあげて笑った。

「何があってもいいように、ちゃんと勝負下着で行きなさいよ」

　冗談とも本気ともつかない口調の彼女が、とてつもなく悪戯な笑みを浮かべた。

「へっ、変なこと言わないでよ！　私はまだ……」

「姫君が幸せになれるのなら、私は王子様の誘惑が上手くいくように王子様を全力で応援するわ。それに、恋に時間は関係ないよ」

　そして、さゆりはまた悪戯な笑みを見せたかと思うと、白々しいくらい真面目にパソコンに向かってしまった。

　しょ、勝負下着なんて……。

　頭の中では必死に否定しようとしているのに、変に意識してしまう。

　そんなの、必要ある訳ないじゃないっ！　きっと、食事に行くだけだし！

　そう言い聞かせてみても、脳裏を掠かすめるのは理人さんに抱き締められる私の姿。

　バッ、バカッ!!　何考えてるのよっ……！

　雑念をどうにか押し退けて、さゆりに負けじとパソコンのキーボードを叩き始める。

　だけど、その邪魔をするかのように何度も脳裏に浮かぶのは、やっぱり理人さんの優しくて柔らかい笑顔だった。










Diamond,07　謎が多過ぎて




　最初に私の中に刻まれたのは、低くて優しい声。耳を撫でるような柔らかなトーンに魅了されそうになり、心地好いその音に心は敏感に反応していた。

　次に刻まれたのは、あの綺麗な色をした瞳を持つ、眉目秀麗な顔。まったく無駄がないように思えるほど整った顔立ちをしたその男性は、私の視界を独占するように瞳に映った。

　そしてあの時、私の目の前で柔らかい微笑みを浮かべた彼は、左手の薬指のエンゲージリングよりも、遥かに輝いて見えた。




「ねぇねぇ、瑠花ちゃん！」

　不意に右手を引っ張られてハッとすると、いつの間にかたくさんの子ども達に囲まれていた。

「なぁに？」

　笑顔で小首を傾げた私に、子ども達が我先にと言わんばかりに口を開き始める。

「今日はどうして来るのが早いの？　いつもは、お昼からしか来れないのに」

「夕方まで遊べる？」

「あのね、この間豆まきしたんだよ！」

「ぼく、鬼やった～！」

「ぼくはね、鬼のお面作ったんだよ！」

　子ども達の口から次々と飛んでくる言葉に、クスクスと笑う。その後でしゃがんだ私は、眉を小さく寄せながら微笑んだ。

「ごめんね、今日はお昼には帰らなきゃいけないの」

「どうして？　お仕事なの？」

　寂しげに眉を下げた男の子に小さな笑みを浮かべた直後、それまで私の右手を掴んでいた女の子がその手を離した。

「違うよ！　瑠花ちゃんは、これからデートに行くんだよ！」

「えっ？」

　驚く私を余所に、子ども達は勝手に話を進めていく。

「どうしてわかるの？」

「だって、今日の瑠花ちゃん、いつもよりすっごく可愛いもん！　だから、デートに行くんだよ！」

「うそだ～、そんなのわからないじゃん！」

「わかるもん！　絶対にデートだよ！　瑠花ちゃん、そうだよね!?」

　まだ小学生の女の子の台詞に、ポカンとしてしまった。

「あらあら、見抜かれちゃってるわね」

　青空園の中で一番古株の先生がクスクスと笑い、同じ部屋にいるボランティアで来ているらしい夫婦も微笑ましそうにしていた。

「そんなんじゃ……」

「でも、瑠花ちゃんがそんなに綺麗なワンピースを着てくるなんて、初めてじゃない？　いつもはもう少し動き易そうな格好なのに」

　悪戯に微笑む先生から慌てて視線を逸らすと、今度は得意気に私を見上げる女の子や、さっきの答えを待っているらしい子ども達と目が合った。

「ほ、本当にそんなんじゃないのよ？　ちょっと人と会う約束があるだけで……」

　子ども相手に必死に言い訳をしたことで、墓穴を掘ってしまったらしい。その様子を見ていた先生が、楽しげにフフッと笑った。

「瑠花ちゃん、人って？」

「男の人？」

「デートなんだから、あたりまえじゃん！」

　青空園の子ども達は、私に婚約者という存在がいたことは知らない。おませな女の子達に恋人の存在を訊かれたことはあったけど、いつもそれとなく話を逸らしたりしてはぐらかしてきたから。

　ただ、今日に限ってはどうにも誤魔化せそうにない。女の子や先生に指摘された通り、普段は滅多に着ることのない、膝丈のカシュクールワンピースをチョイスしてしまったから。今までだってスカートやワンピースを着てきたことはあるけど、見るからにデート向きだとわかるような格好は今日が初めてだった。




　今日は、理人さんとの約束の日。

　一昨日に、やっと待ち合わせ時間が決まったところまでは良かった。だけど、てっきり夜に会うのだと思い込んでいた私の予想に反して、理人さんが待ち合わせに指定したのは十二時半という真っ昼間の時刻だった。

　ところが、今日は青空園に行くと決めている第一日曜日。私が来るのを楽しみに待ってくれている子ども達との約束も、理人さんとの約束も守りたくて……。結局、いつもは午後から来ている青空園に、今日は午前中だけ訪れることにした。

　そして、青空園に来れば必然的に家に帰る時間がなくなることがわかっていたから、こんな格好でここに来るはめになったのだ。

　どう説明しようかと悩んでいると、私の目の前で未だに討論を続けていた子ども達の向こうで、先生がパンパンと両手を叩いた。

「ほらほら、あんまり瑠花ちゃんをからかわないの！　それに、今日は節分の写真や鬼のお面を見せるんでしょう？　早くしないと、瑠花ちゃん帰っちゃうわよ？」

「あっ、そうだった！　先生、写真どこ～？」

「ぼくが作ったお面は～？」

　まさに、鶴の一声。先生の言葉で、私を囲んでいた子ども達は散り散りになった。

「助かりました」

「今度、ゆっくり聞かせて貰うわよ？」

　悪戯な笑みを浮かべた先生に、誤魔化すように曖昧な笑みを返した。

　先生の言葉通り、程なくして子ども達が思い思いの物を持って戻ってきた。子ども達は再び競争のように口を開き、数日前の節分の時の様子を写真やお面を見せながら話してくれた。

「これ、ぼくが作ったんだよ！」

「わぁ！　すごく上手だね！」

　節分の話をひとしきり聞いた後は、いつものように学校の宿題を見てあげたり、皆で遊んだり……。あっという間に時間が経過して、引き止めてくれる子ども達に謝りながら青空園を後にした。




　駅に着いてトイレに駆け込んだ私は、思わず鏡に映った自分の姿をまじまじと見てしまう。

　そんなに気合いが入ってるように見えたのかな？

　オフホワイトのカシュクールワンピースにしたのは、立ち居振る舞いまでも綺麗な理人さんに少しでも見劣りしないため。彼はあの秀麗な顔に加え、身長だって高い。

　優に百八十センチはあるはずだ。ただでさえ目立つ理人さんが更に人目を引く理由は、それもあると思う。しかも、足まで長いとくれば、〝天は二物を与えず〟なんて真っ赤な嘘だと証明するようなもの。

　だから、こんなワンピースくらいで理人さんと並んで歩けるほどの女になれる訳がないのは、ちゃんとわかっている。だけど……それでも、少しでも釣り合うようにと思ってしまうのは、つい甘い期待をしてしまう女心のせい。

　私は、やっぱり単純過ぎる気がする。

　それもこれも、全部さゆりのせいだよ……。

　電車に揺られながら心の中で悪態をついて、昨日のことを思い出す。




　昨日の朝、突然さゆりから呼び出された。

　電話で話した時から異様に楽しそうなさゆりを怪訝に思っていたら、彼女は鼻歌混じりに『さて、瑠花にはどんな勝負下着がいいかな～』なんて、とても恐ろしい言葉を口にしたのだ。

　私の必死の抵抗も虚しく、さゆりの行きつけのランジェリーショップに無理矢理引っ張っていかれた。そんな彼女が手にするのは、派手な色の物や、あまりにも布が少な過ぎる物ばかり。『この透け感が可愛いのよ』なんて言いながら、さゆりから勧められた物は、私にはもはや下着ですらないように思えた。

　全力で首を振りながら抵抗したけど、さゆりの勢いには勝てなくて……結局、総レースになっているピンクの下着を選んだ私に、彼女は最後まで不満そうにしていた。

　その後はさゆりのお勧めのショップに連れていかれ、彼女が見立ててくれたカシュクールワンピースを購入した。

　そして、それらはもちろん、今日の私が身に纏まとっている物である。




　昨日のことを振り返ると気合いが入り過ぎかな……と思ったけど、今更着替えに帰る訳にもいかなくて、不安を覚えながらも電車を降りた。

　待ち合わせ場所は、駅前のロータリー。この後どこに行くのかまでは聞いていないけど、理人さんのことだからきっと今日も素敵な場所に連れていってくれるのだろうと、勝手に思い込んでいた。

　ちょっと早かったかな？

　約束の時間の十分前を指す腕時計を確認して、メイクポーチから取り出したコンパクトでリップを確認する。前髪を整えてコンパクトを仕舞うと、目の前に重厚感のある黒い車が停まり、その直後にドアが開いてあの柔らかい微笑みが私を捉えた。

　ドキリ、と大きく高鳴った胸が、緊張を呼び起こす。

「ごめんね、待った？」

「いっ、いえっ！」

　必要以上に首をブンブンと横に振る私を見て、理人さんがクスクスと笑った。

「良かった。じゃあ、とりあえず乗って」

　余裕のない頭でも、視界に入っている車が左ハンドルだということを理解する。自分には到底縁のない物に、緊張が上乗せされてしまった。そのせいで、踏み出そうとしていた足が止まってしまう。

「うわっ、『ポルシェ』じゃん！」

　そんな私にとどめを刺したのは、通行人の好奇に満ちたような反応だった。

「え!?」

　高級車に疎い私でも、それがどれだけすごい物かということくらいは何となくわかる。

「のっ……乗れません！」

　咄嗟に首を横に振ると、理人さんが不思議そうな顔をした。

「どうしたの？」

「こんな高級車、乗れません！　汚したりしたら大変だし、私は先祖代々生粋の庶民なので！」

　パニックで自分が何を言っているのかも理解できないけど、やっぱり私なんかどうしたって彼とは釣り合わないのだと思い知らされ、動けなくなる。

「困ったな……」

　苦笑しながら首を傾げる理人さんに、ハッとする。こんな往来の場で騒ぐ私は、道行く人達から好奇の目で見られていて、一緒にいる彼だってその視線を免れることはできない。

　ただでさえ理人さんは、立っているだけで絵になるような人目を引く男性なのに、これでは目立って仕方がない。

　色々なことを考えてフリーズしている私を余所に、理人さんが喉の奥でクッと笑いを噛み殺した。

「車に乗って貰うのにこんなに全力で拒絶されたのは、初めてだよ」

　しみじみとそんなことを言いながら肩を震わせて笑う彼を前に、頬が熱を帯びて真っ赤になるのがわかった。

「レストラン、予約してるんだ。遅れるといけないから、車に乗ってくれると嬉しいんだけど。別に襲ったりしないから、ね？」

　悪戯っぽく笑った理人さんに、ますます心臓が騒ぎ出した。紅潮した頬は更に真っ赤になって、きっと熟れたトマトみたいになっているだろう。

「は、はい」

　緊張のあまり、理人さんの顔を見ることができなかった。

　右手と右足が同時に出てしまいそうになるのを堪え、何とか車道に足を踏み出す。その瞬間、左の手首が引っ張られ、その後すぐに背中に温もりを感じた。

「危ないよ」

　自分の体が理人さんの胸の中に収まっていることを理解したのは、少しだけ慌てたような低い声が耳元に落ちてきた直後のことだった。

　脳裏をよぎったのは、理人さんに抱き締められる場面を想像した時のこと。

「え……っ！」

　背中に感じる、男性の胸元。あの時から何度も想像してしまっていた、甘やかな情景。それらが一瞬で頭の中を占領して、腰が抜けてしまいそうになった。

　初恋の時も、その後に何度か経験してきた恋の時も、こんなにも緊張したことはない。もちろん、文博との時だって……。

「ほら、もう大丈夫だから行こう」

　意図せずなのか、またもや耳元で落とされた言葉に体がビクリと跳ね上がる。理人さんは一瞬だけ目を見開いた後でクスリと笑って、パニックで硬直していた私の手を優しく引きながら助手席側に回った。




　車に乗って最初に感じたのは、ほのかなシトラスの香り。決して嫌味な感じがしないその柔らかさは、理人さんが今日つけている香水みたい。理人さんのことはまだよく知らないのに、なんだか彼に似合っている気がした。

　そんなことを考える余裕はあるのに、相変わらず全身の緊張は解れてくれない。

「お腹空いてる？」

「いえっ、あっ、はい！」

　突然尋ねられたことに驚いて肩が跳ね上がり、言葉が勝手に飛び出してしまった。どちらとも取れるような私の返事に、理人さんがクスクスと笑う。

「それって、どっち？」

「……えっと、どっちでしょう？」

「あれ？　クイズ？」

　思わず疑問形で返すと、理人さんが肩を震わせた。恥ずかしさで頭がいっぱいになっていると、何とか笑いを抑えたらしい彼が口を開いた。

「そういえば、今日ってボランティアの日だったよね？　この間電話を切った後で思い出したんだけど、子ども達の楽しみを奪ってしまったかな？」

　ボランティアのことは、理人さんと二度目に会った時に少しだけ話していた。まさか、そんなことを覚えてくれているなんて思わなかったけど……。

「いえ、大丈夫です。今日は、朝からお邪魔してきましたから」

「そっか。じゃあ、子ども達には恨まれずに済むかな。ところで、今日は豆まきでもしたの？」

「あ、これは違うんです」

　理人さんが言っているのは、膝の上で抱えた小さな紙袋から覗く鬼のお面のことだろう。それに視線を落として、自然と笑みがこぼれた。

「子どもが節分の時に作った物を、プレゼントしてくれたんです」

「なるほど」

「すごく強力なパワーを持ってるから、私を悪者から守ってくれるんですって」

　小学生の男の子が作ったお面は、鬼なのになんだか可愛らしい。それをどうしても私にプレゼントしたいと言うその子を見兼ねて、先生が紙袋に入れてくれたのだ。

「生き生きしてるね」

「え？」

「瑠花ちゃんの顔を見ていれば、子ども好きなんだってことがよくわかるよ」

　青空園でのことを話しているうちにすっかり緊張が解れ、いつの間にか自然と笑えるようになっていたみたい。理人さんの言葉に一瞬だけキョトンとした後、ようやく心が落ち着きを取り戻したことに気づいた。




　理人さんに連れられて着いたのは、市街地から離れた小さな店だった。

　木で造られた看板には、大きく『木こ漏もれ日び亭てい』と書かれている。ロッジのような造りになっている建物と周囲が木々に囲まれていることで、まるで隠れ家みたい。

「素敵なお店」

　外観を目にして自然とそうこぼすと、理人さんがフワリと微笑んだ。

　駐車場に車を停めた理人さんに促されて降りると、私の歩幅に合わせて歩いてくれる彼がウッド調のドアを開けた。カランカランと鳴った鐘の音に耳を奪われた時、ドアにかけられた〝ＣＬＯＳＥ〟のプレートが視界に入った。

「入って」

　だけど、それを気に留める間もなく、中へ入るよう促された。

　内装も外観を裏切らないインテリアで、一枚板で作られたカウンターテーブルを始め、テーブルも椅子も全て木で造られた物で統一されていた。

　ただ、予約をしてくれているはずなのに店内はシーンと静まり返っていて、店員の姿すら見当たらない。不思議に思って理人さんを見上げると、彼は苦笑をこぼした。

「困ったことに、ここのオーナーは放浪癖があるんだ。瑠花ちゃんと待ち合わせる前にも、ちゃんと連絡しておいたんだけど……。ちょっと待ってね」

　困ったように言いながらもどこか嬉しそうに見える理人さんは、ため息混じりにスマホを操作して耳に当てた。その直後――。

「ひゃっ！」

　店内に着信音が鳴り響き、突然のことに驚いて肩をビクリと強張らせてしまった。驚いて、心臓がバクバクと鳴っている。

「ごめん、驚かせたね」

　目を見開いた理人さんが、スマホをポケットに戻しながら私を見下ろす。

「大丈夫？」

「はい……」

　その直後に店内はまた静まり返り、何とか頷くことができたのに……今度はガタンッと大きな音が鳴って、再び肩をビクリと強張らせてしまった。理人さんはそんな私を気遣うように背中を撫でてくれたけど、そのせいで今度は別の意味で心臓が跳ね上がる。

「いたのか、英えい二じ」

　そんな私のことを心配げに見ていた彼が、どこか呆れたように店内の奥に視線を遣った。

「遅刻してきたのはそっちだろ」

　そんな声とともに姿を現したのは、理人さんと同じ背丈くらいの男性だった。

　金髪に近い茶色の髪には軽くパーマがかかっていて、毛先を綺麗に遊ばせたセットになっている。二重の瞳とスッと通った鼻筋を持ち合わせた顔は、理人さんに負けないほどの美形だった。

「別に遅刻はしてないだろ。それに、さっきまで仕事だったんだよ」

「こっちは、本来なら休みのはずだったんだけど」

「不定休なんだからいいだろ」

「良くない」

　状況が把握できないままの私は、理人さんと英二さんの会話に耳を傾けるだけで精一杯。理人さんの隣でキョトンとしていると、英二さんの視線が私を真っ直ぐ捉え、その綺麗な瞳をフワリと緩めた。

「初めまし……あれ？」

　挨拶を切り出した英二さんが、途中で目を小さく見開いた後で何かを考え込むように首を傾げた。彼に続いて挨拶を返すつもりだった私は、どうすればいいのかわからなくなる。

「なぁ、理人。この子って……」

「荻原瑠花さんだよ。つい最近知り合った」

「いや、そうじゃなくて、この子……」

「何だよ？」

　何か言いたそうな英二さんに対して、理人さんが有無を言わせないような笑みを向ける。

　程なくして、英二さんはため息をついて首を横に振った。ふたりが何かを隠している気がするのは、ただの気のせいだろうか。確かめたくて口を開こうとした時、それよりも早く英二さんが笑みを浮かべた。

「ようこそ、『木漏れ日亭』へ。オーナーの木き藤とう英二です」

「あ、荻原瑠花です。初めまして」

　英二さんに頭を下げると、彼は悪戯っぽく笑った。

「こいつとは腐れ縁なんだ。こう見えてかなりワガママな奴だから、俺はいつもこき使われていてね」

「それはこっちの台詞だ」

「よく言うよ。で、誰が放浪癖があるって？　こっちは休みだっていうのに、お前のワガママを聞いてやってるんだぞ。この店は俺ひとりで切り盛りしてるんだから、俺が店を開けるしかないんだからな？」

「それは謝るけど、放浪癖があるのは嘘じゃないだろ」

　いつもと少しだけ違う口調の理人さんと、どこか楽しげな英二さんを見て、ふたりはとても仲が良いんだってことがわかった。

「あの……今日ってお休みだったんですか？」

　ふたりのことを微笑ましく見ていたけど、さっき休みだと言っていた英二さんのことが気になって控えめに切り出してみた。

「うん、本当はね。まぁ、うちは不定期で休みだから定休日はないんだけど、俺の気分的に休みだったんだ」

　冗談めかしたように笑いながらも頷いた彼に、私は慌てて頭を下げる。

「すみません、せっかくのお休みなのにお邪魔してしまって……」

「あぁ、いいのいいの。突然強引に頼んできたのは理人だし、女の子のためならいつでも予定を空けるのが俺のポリシーだからね」

　パチンとウインクをして笑った英二さんに一瞬だけキョトンとした後、つい小さく吹き出してしまった。

「気をつけて、瑠花ちゃん。こいつ、女の子には見境がないから」

「さっきから失礼な奴だな。俺が口説くのは可愛い子だけだよ。大体、お前は今日のことを悪いと思ってないだろ」

「それとこれとは話が別だろ」

　ふたりのやり取りにクスクスと笑っていると、英二さんが微笑んだ。

「という訳で、瑠花ちゃん。今度ご飯でもどう？　もちろんふたりきりで」

「え？」

「ダメ」

　私が目を見開いたのと理人さんが答えたのは、ほとんど同時のことだった。

「なんで理人が答えるんだよ？」

「お前みたいな男とふたりで食事になんか行かせる訳ないだろ」

　眉を寄せてきっぱりと言い放った理人さんが、さりげなく私を体の後ろに隠した。

「うわ～、父親みたいだな」

「うるさい」

「そんなに独占欲剥き出しにしてると、嫌われるぞ。瑠花ちゃんだって、こんな独占欲の塊みたいな男なんて嫌だよね？」

「えっ？　私……？」

「いい加減、席に案内しろよ」

　戸惑う私を庇うように、理人さんがため息をついた。

「はいはい」

　突然話を振られたから何も答えられなかったけど、英二さんの言葉に反応した心に甘やかなくすぐったさが込み上げてくる。

　独占欲……？

　理人さんはきっと、深い意味もなく私を庇ってくれただけ。それはちゃんとわかっているつもりなのに、〝独占欲〟なんて言われたことをどこか心地好く思っていた。心に広がる嬉しさが、自然と頬を綻ばせる。




「ごめんね、瑠花ちゃん」

　テーブルに案内された後も口元が緩みそうになっていた私に、理人さんが苦笑をこぼした。

「え？」

　心地好さに浸っていたせいで、何に対する謝罪なのか考えようとしても頭が働かない。すると、理人さんは調理場にいる英二さんに視線を遣ってから、私を見つめた。

「英二が言ったこと、気にしないで。あいつ、いつもあんな感じなんだ」

「でも、素敵な人だと思いますよ」

　頼まれたからと言って休みの日にまでお店を開けるなんて、きっと優しい人なのだろう。何よりも、理人さんのことを大切にしているのだと思う。そんな思いでこぼした言葉だったけど、彼は眉を寄せた。

「もしかして行きたかった、とか？」

「え？　どこにですか？」

　キョトンとする私から、理人さんは僅かに視線を逸らした。それから少しの間を置いて、綺麗な形をした唇がゆっくりと動き出した。

「英二と、食事……」

　片言に近い説明を口にした理人さんに、思わず目が点になる。

「違いますけど……。あの、私もしかして何かしましたか？」

「え？」

　さっきまでと反して、今度は理人さんが不思議そうな顔している。

「……理人さん、ちょっと怒ってませんか？」

　不安に思って恐る恐る訊くと、理人さんが目を見開いた。そんな表情まで綺麗な彼を前に、つい視線を逸らしてしまった。

　しばらくの沈黙の後、理人さんはため息をついた。思わず肩を強張らせると、今度は彼が小さく笑ったのが雰囲気でわかって、ゆっくりと視線を戻す。

「怒ってないよ。……ただ、ちょっとね」

　優しい声音に安堵感を抱いた反面、意味深な言葉に小首を傾げる。ただ、そこに込められた意味を訊いてもいいものなのかがわからなくて、躊躇ってしまった。

　すると、理人さんは複雑そうな笑みを見せてから、眉を僅かに寄せた。

「瑠花ちゃんが英二のことを褒めるから、悔しくなったんだ……」

　切なげな声音が耳に届いた瞬間、胸の奥がキュンと鳴いて頬が熱くなるのを感じた。さすがの私でもその言葉の意味が理解できないほど鈍くはない。だけど、残念ながらどう応えればいいかわかるほどの経験はない。

　ドキドキと騒ぎ出した心臓を隠すように俯いて、ゆっくりと口を開く。

「大切なんだな、って」

「ん？」

「理人さんのことが……。英二さんは『強引に頼んできた』なんて言ってましたけど、わざわざお休みの日にお店を開けてくれるなんて、理人さんのことを本当に大切に思っているんだろうなって。だから、〝素敵な人〟って……」

　声が震えてしまいそうになって、ドキドキしていることがバレないか不安だった。

　それでも理人さんのことが気になって、意を決してそっと視線を上げる。すると、視界に入ってきた彼は、どこか困惑したような笑みを浮かべていた。その表情が何を意味しているのかはわからないけど、少なくとも理人さんにとっても英二さんはとても大切な人なのだと思った。

　目の前の秀麗な顔が、フッと柔らかく緩む。

「腐れ縁だけどね」

　自嘲気味に笑った理人さんは、とても嬉しそうに見えた。

「でも、すごく嬉しそうですよ」

「そうかな？」

　腑に落ちないと言わんばかりの表情の理人さんが、わざとそんな顔をしているのだと気づいて、思わず小さく笑ってしまう。

「はい」

　その直後に彼も瞳を緩めたから、また胸の奥がキュンキュンと鳴いた。

　くすぐったくて、柔らかい。その感情が何の始まりを意味しているのか、わからない訳じゃない。

　だけど、それを認めてしまうのは、今はまだ早いと思う。だって――私は、理人さんのことをまだほとんど知らないから……。




　思いつく限りの質問を失礼にならない程度に訊こうと決めた時、英二さんが調理場から出てきた。

「はい、お待たせ」

「ありがとうございます」

　優しい笑顔とともに目の前に置かれたのは、和を感じさせる色とりどりの料理。お店の雰囲気や英二さんへの先入観からてっきり洋食が出てくるのかと思っていたから、白いプレートに乗った料理を見て一瞬だけ驚いた。だけど、盛りつけられた料理は、そんな気持ちをすぐに忘れてしまうくらい綺麗だった。

「店がロッジ風だし俺がこんな感じだから、初めてのお客さんにはいつもビックリされるんだけど、俺は和食専門でね」

　英二さんは私の気持ちを見透かすように笑った後、瞳を緩めたまま「冷めないうちにどうぞ」とつけ足した。

「いただきます」

　両手を合わせて英二さんに笑顔を向けた後、お箸を取って煮物らしき料理に手をつけた。綺麗に切られた里芋を口に運ぶと、途端に口腔に広がったのはほのかな柚の香り。

「美味しい！」

　それが驚くほどに美味しくて、私は声を弾ませて瞳を輝かせた。

「良かった」

「英二は、料理の腕前だけは最高なんだ」

「〝だけは〟は余計だろ、まったく。休日手当て、がっつりつけといてやるからな。後で覚えてろよ」

　英二さんは憎まれ口を叩いて、私に柔らかい笑みを向けた。

「じゃあ、瑠花ちゃん。ごゆっくり」

「はい。ありがとうございます」

　満面の笑みで頷きながらも、私の視線はまたすぐに美しい料理に釘づけになってしまう。そして、さっきまで考えていたことをすっかり忘れて、目の前の料理に夢中になっていた。

　どれも綺麗で美味しくて、その繊細さに心ごと奪われていたのかもしれない。〝花より団子〟とはまさにこのことで、理人さんにクスクスと笑われるまで料理に釘づけのままだった。

「すみません、つい……」

　彼の存在を忘れかけていた自分に、恥ずかしさが込み上げる。

「いや、気にしないで。瑠花ちゃんに気に入って貰えて、すごく嬉しいよ」

　甘い笑顔に、頬がカァッと熱くなる。

　また騒ぎ出した心臓に困惑する私を余所に、理人さんも再び料理を食べ始めた。綺麗な唇に運ばれるトマトを見ながら、ドキドキで味がわからなくなる前に完食しようと、密かに決意をした。




「また来てね」

　ニッコリと笑った英二さんに、頭を深々と下げる。

「お休みの日だったのに、本当にありがとうございました。とっても美味しかったです」

　デザートの黒糖わらび餅を食べた後、更に抹茶まで点たててくれた英二さんに驚いたけど、出された料理はどれも本当に絶品だった。

「その笑顔が見れただけで、俺は満足だよ」

　嬉しそうに笑う彼に、満面の笑みを返す。

「瑠花ちゃんに免じて、休日手当ては許してやる」

「どうも」

　悪戯に笑った英二さんに、理人さんはため息をついた。そのやり取りを見ていた私は、秀麗なふたりが並ぶと迫力があり過ぎることに改めて気づいて、顔が赤くなってしまいそうだった。

「瑠花ちゃん、いつでも連絡してね」

　帰り際、シンプルなカバーに包まれたスマホをヒラヒラと振りながら微笑んだ英二さんに、理人さんがピクリと反応した。

「ちょっと待て、英二」

　眉を寄せた理人さんに、英二さんがニカッと笑って見せる。

「さっきお前が電話してる間に、番号訊いちゃった」

「お前――」

「おっと、俺もそろそろ出かけないとな。じゃあね、瑠花ちゃん」

　何かを言いかけた理人さんを遮った英二さんは、わざとらしい笑みを浮かべながらドアを開けた。英二さんはそのまま店内に消え、その後すぐに鍵が閉まる音がした。

　お店の前に取り残された私達の間に漂うのは、気まずさを孕んだ雰囲気。

「あのっ！」

　思い切って口を開いて、腑に落ちないような表情をしている理人さんを見上げる。

「英二さんが……理人さんが電話中は暇だろうからって、話し相手になってくださっていたんです」

　食事中、理人さんに仕事絡みの電話がかかってきたみたいだったから、私はすかさず出るように促した。その時、たまたまデザートを持ってきた英二さんがお店の外に出た理人さんが戻ってくるまでずっと話し相手になってくれて、なりゆきで連絡先を交換することになっただけ。

　必死に説明を終えると、黙って私を見つめていた理人さんが苦笑をこぼした。

「……うん、別にいいんだけどね。ただ、英二って本当にいい奴だけど手が早いから、ちょっと心配になっただけなんだ」

　すっかりいつもの口調に戻った彼の笑みが、どこか自嘲気味にも見える。

「まぁいくら英二でも、俺の知り合いにまでそんなことしないとは思うけど」

　そうつけ足した理人さんにさっきまでの雰囲気はなくて、私に車に乗るよう促した。

　ヤキモチなら嬉しいのに、なんて思うのは特別に想われたいと期待している証。もちろん、そんなはずはないとは思っているけど……。

「少し、ドライブでもしようか」

「はい」

　図々しいことを考えていた自分自身に呆れながらも、理人さんの甘い誘いに大きく頷いた。




　それから気を取り直して、理人さんに色々と質問をしてみた。だけど……はぐらかされることが多く、それが彼との間にとても距離を感じさせて寂しくなってしまった。特に仕事のことは話したくないみたいで、それに話が及ぶとさりげなく話題を変えてくる。

「そういえば、瑠花ちゃんはどうしてボランティアを始めたの？」

「こっちに住んでる伯母がボランティアに熱心な人で、高一の夏休みに伯母の家に遊びにいった時に『施設の子ども達と遊んでみないか』って誘われたのがキッカケです。それから、伯母の家に行く度に一緒に青空園に通ってたんですけど、就職で上京してからはひとりで通うようになりました」

　結局、今日も自分のことばかり話してしまっていた。




「今日は、本当にありがとうございました」

　夕陽が沈み切った住宅街で頭を下げると、理人さんが申し訳なさそうに笑った。

「本当は、夕食も一緒にと思っていたんだけどね」

「仕方ないですよ、お仕事なんですから。それよりごちそうさまでした。それから、すごく楽しかったです」

　席を立っている間に支払いを済ませるなんて、ロマンティックな映画やドラマの中だけの出来事だと思っていたけど、それをあまりにも自然にこなしていた理人さんは、やっぱりどこかの王子様なんじゃないかと思う。

「また、連絡してもいいかな？」

　わざわざそんな風に訊いておいて、絶対に〝ＮＯ〟なんて言えない綺麗な笑みを向けてくる。そんな理人さんをずるいと思いながらも、間違っても〝ＮＯ〟なんて言えない私。

「はい。連絡、待ってます」

　あまりにも自然にそう口が動くと、彼はとても嬉しそうに瞳を緩めた。

「俺が連絡するまでに、今度はどこに行きたいか考えておいてね」

　フワリと落とされた笑みが、私の視線を奪う。

「じゃあ、また」

「あ、はい……。あのっ、ありがとうございました！」

　放心する寸前で慌てて頭を下げると、理人さんは柔らかい微笑みを残して車の中に姿を消した。




　あっという間で、だけど長くも感じた一日。体は極度の緊張で疲れ果てていたけど、心はとても元気だった。

　湯舟にお湯を張り、ネックレスや腕時計を外してメイクを落とす。ひと息ついた後、お風呂に入ろうとワンピースを脱いで視界に入った下着に、思わず苦笑をこぼしてしまった。

　ほらね、何もなかったじゃない。

　緊張から解放された安堵感と、ほんの少しの落胆。

　やだっ、何考えてるのっ……！

　僅かでもガッカリしてしまった自分に、頬がカッと赤くなった。咄嗟に持っていたワンピースを抱き締めると今日一日で慣れてしまった香りが鼻先をくすぐって、反射的に脳裏をよぎった理人さんの笑みが頬をますます赤くさせた。

　それからはずっと、彼のことが頭から離れなかった。少し前までは夜ひとりでいると嫌でも文博のことばかり思い出していたのに、今はもう、そんなことを考える余裕は微塵もない。

　柔らかい笑顔や、優しい声音。力強い胸元と、大きな手。運転中の横顔に、綺麗な立ち居振る舞い。

　頭の中に鮮明に残ったままの理人さんの姿が次々と流れていく。同時に脳裏をよぎるのは、自分のことになるとはぐらかそうとする彼の態度。

　これから先はきっと、動き始めた自分の気持ちに気づかない振りなんてできなくなる。だけど――理人さんにはまだあまりにも謎が多過ぎて、彼に惹かれていくことが少しだけ恐かった。










Diamond,08　不安要素より




　晴れやかな空が広がる、四月下旬の日曜日。

　私はオフィス街の中にある公園のベンチに腰を下ろし、目の前の噴水を眺めていた。理人さんと出会った頃はまだ体が凍りそうな空気が漂う真冬だったけど、それから三ヶ月が過ぎ、今はすっかり桜も散って暖かい日差しが降り注いでいる。

「三ヶ月、かぁ……」

　言葉にしてみれば、呆気ないほどあっという間の期間。だけど、理人さんと出会って三ヶ月が経ったということは、文博と別れてからも同じだけの時間が過ぎたということ。

　長いようで短いその期間に、色々なことがあった。あれほど痛んでいた心の傷は、今ではもう塞がりかけている。

　その理由は、敢えて口にするまでもない。




　理人さんとは、あれからも何度か会っていた。それをデートと言うのが正しいのかもわからないうえに、未だに謎が多い人だから彼のことはまだ知らないことばかり。

　だけど……それでも理人さんに惹かれていく私がいるのは、もう嫌ってくらいに自覚していた。彼と一緒にいるとドキドキして堪らないのに、いつも穏やかな気持ちになれる。正反対の心の動きに戸惑いながらも、理人さんと過ごす時には胸の奥に甘さが広がることだってわかっている。

　きっと、いつまでもこの想いを隠しておくことなんてできない。私は、理人さんのことが好き。胸を張ってはっきりとそう言い切れるくらい、今はもう彼のことで頭がいっぱいだから。

　自分の気持ちをはっきりと自覚した今、今度は自然と不安要素に目がいってしまう。だって――出会った時から重ねた月日がまだ短いとは言え、理人さんの素性は相変わらずよくわからないままなのだ。

　秘密主義なだけなのかもしれないけど、特に仕事のことについてはちっとも話してくれない理人さんの真意がわからなくて、彼への疑問が日に日に深まっていく。

　干渉するのは良くないと思うし、無理に訊き出したいとも思わない。それでも、理人さんのことを好きになればなるほどに不安も大きくなって、彼のことを知りたいと思う気持ちも強くなる。だけど、どうすれば理人さんのことをもっと知ることができるのかが、私にはわからなかった。

　今までって、どうしてたんだっけ？

　過去の恋愛を思い出してみても、相手の素性がわからなくて困ったというような経験は一度もない。学生時代の恋人は同じクラスだったり学科だったり、何かしらの共通点から付き合いが始まっていた。文博の時だって、さゆりの知り合いが主催してくれた合コンだったから、素性がわからないなんてことはなかった。それに、彼の場合は初めて会った日に名刺もくれたから。

　そんな風に文博とのことを思い出した時、胸の奥がチクリと痛んだ。

　もう、平気だと思っていた。塞がりそうになかった傷だって、少しずつ癒えてきていると思っていた。実際、文博のことを思い出す時間は、三ヶ月前と比べて確実に減っている。

　だけど、やっぱり綺麗に断ち切ることはできなくて、こんな風に思い出すと胸の奥が痛む。そんなことに気づいて、深いため息が漏れた。

　確かに文博のことは本当に好きだったから、婚約を破棄されたショックは大きかった。だからこそ、たった三ヶ月の時間で消えるほどの傷じゃないことも、わかっていなかった訳じゃない。それでも、理人さんのことばかり考えるようになった最近は、心に刻まれた傷の痛みを思い出す機会が激減していた。

　だからもう、立ち直りかけているのだと思っていた。それなのに――まだ、こんなにも簡単に傷口が疼き出してしまうなんて……。胸が少しも痛まなくなるまでには、やっぱりまだまだ時間が必要なのかもしれない。




「瑠花ちゃん」

　唇をギュッと噛み締めて胸の痛みを堪えた直後、少し離れたところから柔らかいトーンが耳に届いた。

「理人さん」

　心をそっと撫でるような優しい声音に、自然と笑みがこぼれる。同時に、胸を占領してしまいそうだった鈍い痛みが、目には見えない柔らかいものにそっと包まれた。たったそれだけのことで感じたばかりの傷が癒やされた気がして、密かに理人さんに感謝していた。

「急にお呼び立てして、すみません」

「それはいいけど、どうしたの？」

　立ち上がって頭を下げた私に、理人さんが不思議そうな表情を向けてくる。彼は仕事中に抜け出して来てくれたみたいで、相変わらず高級そうなスーツをきっちりと着こなしていた。

「あの……」

　小さく深呼吸をして、理人さんの瞳を真っ直ぐ見つめ返す。

「理人さん、お誕生日おめでとうございます」

　その言葉とともに、持っていた紙袋を差し出した。

「……え？」

　心底驚いたのか、理人さんは綺麗な瞳を大きく見開いている。

　そのまま数秒間、私達は沈黙に包まれた。

「あの、今日って理人さんのお誕生日なんですよね？」

　反応がないことに戸惑って思わず控えめに確認してしまうと、理人さんはハッとしたような顔をした。

「……俺、教えたかな？」

「いえ」

「じゃあ、どうして？」

「実は……」

　私は、不思議そうな表情をしている理人さんに小さな笑みを向けた後、昨日のことを話し始めた。
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　実は昨日、さゆりに誘われてオープンしたばかりのカフェでランチをし、彼女と駅で別れた直後に声をかけられたのだ。

「あれ、瑠花ちゃん？」

　聞き覚えのある声に振り返ると、そこに立っていたのは、一度だけ会ったことのある男性。ただ、その一度がとても印象深いものだったから、すぐに彼の名前が口から飛び出していた。

「英二さん！」

「久しぶりだね」

　笑顔で私を見る英二さんに、驚きながらも頷く。

「あれからちっとも店には来てくれないし、連絡先だってせっかく交換したのに電話もくれないし、寂しかったよ」

　笑みをこぼしながらサラリと言った彼は、間違いなく女性の扱いに慣れているのだとわかって、苦笑を返すことしかできなかった。

「ところで、ひとり？」

「はい。ついさっきまでは、友達と一緒だったんですけど」

　すぐそこのカフェでランチをしていたことを話すと、英二さんがフワリと微笑んだ。

「じゃあ、これから理人と会うんだ？」

「え？」

「あれ？　違うの？」

　そんなことを訊かれた理由はわからないながらも頷くと、英二さんが笑顔のまま首を傾げた。

「でも、明日は一緒に過ごすんでしょ？」

「え？　どうしてですか？」

　キョトンとすると、英二さんは顔に怪訝さを浮かべながら笑った。

「いや、明日は理人の誕生日でしょ」

　続けて「彼女なんだから一緒に過ごすよね？」と訊いた彼に、私はパチパチと瞬きを繰り返した。

「あの……私、彼女じゃないですよ？」

「えっ!?」

　本気で驚いたらしい英二さんの態度をますます不思議に思っていると、彼は「マジかよ」なんて言いながら私を見た。

「まだ付き合ってなかったんだ？」

「まだって、そんなっ……！」

　自分の気持ちがバレたのかとドキッとして、慌てて視線を逸らす。その後で、そんなはずはないと自分自身に言い聞かせ、必死に平静を装った。

「へぇ、あの理人がねぇ……」

　意味深な言葉を発した英二さんが、何を言いたいのかよくわからなかったけど――。

「あの、明日って理人さんのお誕生日なんですか？」

　何とか心を落ち着かせてから顔を上げると、彼がハッとしたように頷いた。

「瑠花ちゃん、あいつから何も聞いてないの？」

　小さく頷いた私に、呆れたようなため息が返される。

「あいつ、いつも肝心なこと言わないからなぁ。まぁ最近は忙しいみたいだし、自分の誕生日なんて忘れてるのかもしれないけどね」

「そういえば……。この間電話がかかってきた夜も、なんだか忙しそうでした」

　数日前に理人さんからかかってきた電話は、ほんの数分間話しただけで切ったことを思い出す。彼にしては珍しく、最初から最後までどこか慌ただしい雰囲気だった。

「あぁ。あいつ、今度海外で立ち上げるプロジェクトのことで、今は……」

　英二さんの話に聞き入っていると、彼は私の顔を見てハッとしたように口を噤んだ。

　一瞬だけ訪れた沈黙に、妙な違和感を抱く。英二さんはそれを誤魔化すためなのか、すぐに柔らかい笑顔を見せたけど、不自然なタイミングでのその好意的な表情は逆に私の疑問を大きくした。

「あの、理人さんのお仕事って、ジュエリー関係なんですよね？」

「まぁ、そうなんだけど……」

「じゃあ、海外のプロジェクトって？」

「えっと、もしかして仕事のことも聞いてないの？」

「何度か尋ねたことはあるんですけど、いつも上手くはぐらかされちゃうんです」

　ため息混じりに小さく頷くと、英二さんが申し訳なさそうに微笑んだ。

「それなら尚更、詳しいことは理人に訊きなよ。理人が言ってないなら、残念だけど俺から話せることは何もないから」

　彼の言葉は、もっともだと思った。

　こんな風に訊くのは探りを入れているのと変わらないし、もしかしたら後で理人さんの気を悪くさせてしまうかもしれない。彼のことをどんなに知りたいと思っていても、それだけは絶対に嫌だった。

「そうします。すみません、変なことを訊いてしまって」

　頭を下げた私に、英二さんは眉を寄せて小さく笑った。

「ううん。俺の方こそ、変なこと言ってごめんね」

「いえ」

「でもさ、あいつは瑠花ちゃんに誕生日を祝って貰えたら喜ぶと思うから、もしよかったらメールくらいしてあげて」

「もちろんです」

　私が満面の笑みを見せると、英二さんは瞳を緩めて柔らかい笑みを浮かべた。

　軽いノリに戻った英二さんと少しだけ他愛のない話をした後、買い出しの途中だと言っていた彼とその場で別れた。

　そして、さっきまでは家に帰るつもりだった私は、予定を変更してブランド店が並ぶ百貨店に繰り出した。何を買えばいいのかなんてわからなかったし、そもそも付き合ってもいないのにプレゼントを渡すなんて図々しいかとも思った。

　だけど……それでも、どうしてもお祝いがしたくて。できれば、思い出になるように形に残る物をプレゼントしたいと思った。

「いつもご馳走して貰ってるし……」

　そのお礼も兼ねていることを言えばさすがに受け取って貰えるだろうと、自分に言い聞かせたのだった。
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「そっか。そういえば、時々こっちの方まで買い出しに来るって言ってたな」

　内容が内容なだけに誕生日を知った経緯以外はほとんど省略して話したけど、理人さんは納得してくれたみたい。

「あの、大した物じゃないんですけど……もしよかったら、受け取って頂けますか？」

　中途半端に差し出したままの紙袋を、彼の胸元に怖ず怖ずと近づけた。

　付き合ってもいない男性にプレゼントをしたのは初めてのことで、理人さんにどう思われているのかが、とてつもなく不安だった。だけど……そんな気持ちを抱いていた私に向けられたのは、胸の中いっぱいに甘さが広がるような極上の笑みだった。

「ありがとう」

　紙袋を受け取ってくれた理人さんがどんな気持ちなのかなんて、その表情を見れば考えるまでもない。キュンキュンと鳴く胸の中にあった不安は、綺麗さっぱり溶けた。あまりにも嬉しそうに笑う理人さんの表情が、私にも感う染つってしまう。

「開けてもいいかな？」

「えっ、今ですか!?」

「うん」

　理人さんに見入っていた私は、その申し出に戸惑った。散々悩んで私なりに精一杯の物を買ったけど、ポルシェが愛車の彼にとってはきっとチープな物でしかない。そんな不安がある反面、プレゼントを開けた時の理人さんの表情も見てみたくなった。葛藤の末、自分の中の欲望に負けて小さく頷いた。

　綺麗な手がブランドのロゴが入った紙袋から箱を掴んで、ゆっくりと取り出す。丁寧にリボンを解いてそれを開けた理人さんは、程なくしてダークグレーの瞳を柔らかく緩めた。

「ネクタイだ」

　愛おしむような手つきで取り出されたのは、ネイビー系のネクタイ。大剣の方に、数本の細いラインとともにさりげなくブランドのロゴが入っている。

　散々悩んだプレゼントをネクタイに決めたのは、理人さんはいつも大体スーツを着ているから。高級ブランドのネクタイを買ったのは生まれて初めてで、コンシェルジュに相談しながら選んでも少しだけ不安があったけど、理人さんならどんな物でも似合う気がして、彼のためにプレゼントを選んでいる時間はとても楽しかった。

　昨日の楽しかった時間を思い出して笑みをこぼしていると、何を思ったのか理人さんがネクタイを緩め始めた。突然のことにキョトンとしながらも、片手だけで器用にネクタイを外す動作に見入ってしまう。そんな私に、理人さんはどこか悪戯な笑みを浮かべた。

「ねぇ、瑠花ちゃん」

「はい」

「もうひとつ、プレゼントをくれる？」

「え？」

　小首を傾げた私におもむろに差し出されたのは、たった今プレゼントしたばかりのネクタイ。

「着けて？」

　続けてこぼされたお願いに、これでもかと言うくらいに目を大きく見開いてしまった。

「あ……っ、わっ、私がですか!?」

　大声で訊き返した私に、理人さんがフワリと微笑んだ。

「瑠花ちゃんに着けて欲しいんだ」

　こんなにも素敵なことを言われて断る理由なんてどこにもないけど、彼にネクタイを着けるなんて絶対に緊張し過ぎてどうなるかわからない。また醜しゅう態たいを曝さらすことになるかもしれないと、不安になる。

　それでも心の中の天秤はとても正直で、それに応えるように秤はかりをグラグラと揺らして促してくる。

「ダメ？」

　そのうえ、甘くねだるように顔を覗き込まれてしまったら、いよいよ〝断る〟という選択肢は消えてしまって――。

「ダメ……じゃないです、けど……」

　しどろもどろに答えながらも、右手はしっかりとネクタイを受け取っていた。理人さんは嬉しそうに破顔して、私の背丈に合わせるように少しだけ前屈みになった。

「じゃあ、よろしくお願いします」

「はい……」

　緊張で震える手を伸ばし、理人さんの首にそっとネクタイをかける。彼の瞳を見ることはもちろんできなくて俯きがちに作業を進めていると、頭上からクスリと笑い声が落ちてきた。

「手が震えてるね。緊張してる？」

　そんなことを訊く理人さんはとても意地悪で、とにかく逃げ出したくなるくらい恥ずかしくて堪らないのに、それ以上に嬉しいと思ってしまう。

「緊張するに決まってるじゃないですか」

　そんな気持ちを隠すように、自棄になって言ってみたけど――。その直後、何とかネクタイを着けて顔を上げると、彼の笑顔は私に向けられていて、呼吸が止まりそうになった。

　とても幸せそうな笑顔と、まるで愛おしむかのような眼差し。真っ昼間の公園でネクタイを着けだけでも充分恥ずかしくて、息ができなくなりそうだったのに……ずっとそんな表情で見られていたのかと思うと、呼吸どころか心臓も止まってしまうんじゃないかと思った。

「ありがとう」

　左の耳元に落とされた声に、体がビクリと強張る。咄嗟に左耳を隠すように抑えると、理人さんが喉の奥で楽しげに笑った。

「なっ……!?」

　かっ、からかわれてるっ……！

　きっと顔は真っ赤になっているだろうけど、平静を装う余裕なんてない。

「三ヶ月、か」

　パニックになっている私を余所に、理人さんが私を見つめながら意味深に呟いた。

〝三ヶ月〟という言葉から連想したのは、彼と出会ってからの期間。

　それが文博のことよりも先に頭に浮かんだのは、今の私にとっては理人さんとのことの方がずっと重要だからなのだろう。たとえ、文博に刻まれた傷が何かのキッカケで強く痛むことがあっても、こうして前を向けるようになったのも事実。彼をあんなにも想っていた過去のことを思い出せば、その心の変化に少しだけ切なくもなる。

　それはきっと、確かに好きだった元恋人への想いが風化していくことへの僅かな戸惑いと、そんな自分自身への戸惑い。二年分の時間と傷がたったの三ヶ月で消え始めていることに、何とも言えない複雑な気持ちになった。

　ボーッとしていた私は、ハッとして理人さんを見上げたけど、私が自分の世界に浸っていたのと同じように、彼もずっと考え事をしていたみたい。

　程なくして目が合うと、理人さんは何かを考えるように細めていた瞳をいつものように緩め、フワリと微笑んだ。淡い色をしたような綺麗な笑みに、胸の奥が甘く締めつけられる。それは、少しだけ苦しいけど心地好い。

「瑠花ちゃん」

「はい」

　そんな感覚を抱きながらも、平静を取り戻して返事ができた。だけど――。

「そろそろ、君を本気で口説くことにするよ」

　続けて告げられた言葉に、取り戻した平静を一瞬で失ってしまった。

「へ……？　くどっ……!?」

「うん」

　驚き過ぎて口をパクパクとする私に、理人さんは余裕の笑みを浮かべている。

「だって、三ヶ月以上も待ったしね。瑠花ちゃんとの距離も少しは縮まったみたいだから、もう遠慮する必要もないと思って」

　口調はとても優しいのに、内容はあまりにも積極的。

「これでも、結構我慢していたんだよ？」

　それが冗談じゃないことはわかったけど、理人さんらしくないくらいの強引さに、どう返せばいいのかわからなかった。

「だから、覚悟してて？」

　フワリ、柔らかな風が舞う。

「もう、遠慮も我慢もしないから」

　頭の中が真っ白になりそうな私にとどめを刺すように、今度は右の耳元で甘く低い声が響いた。




　それからどうやって家に帰ってきたのか、よく覚えていない。

　あの後、仕事の合間に抜け出して来てくれた理人さんのスマホに呼び出しが入って、彼はその相手と一分ほど話した後で何事もなかったかのように颯爽と笑顔で立ち去った。私はそんな理人さんの後ろ姿を見つめたまましばらくその場から動くことができなくて、ようやく歩き出してからも歩調はまったくおぼつかなかった。

　な、何が……起こったの……？

　まだ状況を理解できていないのに、胸の奥で感じるのは確かにあった甘さの余韻。

　夢じゃない、ってこと……？

　それでも半信半疑だったけど、こんな時にありがちな頬を抓つねるという行為によって、これが現実なのだと証明された。




「そこまで言われてるのに、何をグズグズしてるのよ！」

　翌朝になっても昨日の余韻を抱えたままの私の異変に気づいたさゆりは、昼休みに社員食堂に移動して事情を訊き出すなり、大声でそんなことを言った。

「ちょっと、さゆりっ……！　声が大きいよ！」

　その場にいる人達から視線を浴びて、慌てて人差し指を唇に当てる。

「どうして自分の気持ちを伝えなかったのよ！　両想いなんだから、さっさと告白すれば良かったじゃない！」

「ま、まだ確信がある訳じゃ……。それに、理人さんって秘密主義みたいだから知らないことが多くて、手放しで喜べないって言うか……」

　ボソボソと呟くと、さゆりが呆れたように深いため息を漏らした。

「あのね、瑠花」

　強い声音に押されて姿勢を正すと、さゆりが真剣な表情を見せた。

「不安なんてあってあたりまえだし、そんなの数え出したらキリがないの。何よりも、そんなことばかり言ってたら、繋がるものも繋がらなくなるわよ」

「そう、だよね……」

　謎が多過ぎる男性で、知らないこともまだまだたくさんあって……。そのせいでどうしても不安を抱いてしまうけど、あの柔らかい笑みにも優しさにも嘘はひとつもないと思う。

　だから、不安要素よりも自分自身が知っている理人さんのことを信じようと思った。

「さて、課長に怒られる前に戻らなきゃね」

　立ち上がったさゆりは、私を見て思い出したように微笑んだ。

「私は、いつだって瑠花の味方よ」

　無条件にそんなことを言ってくれる親友に、感謝の気持ちを込めて笑みを返す。

「ありがとう」

　そして、その優しさを無駄にしないためにも、今夜は私から理人さんに電話をしようと決めたのだった。
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『まさか、瑠花ちゃんから電話を貰えるとは思っていなかったよ』

　スマホのディスプレイと睨めっこをしながら、何度も何度も深呼吸を繰り返して。ようやく覚悟を決めて何とか発信ボタンを押し、例の如く上手く喋れず電話に出てくれた理人さんに笑われてしまって。その後でとても嬉しそうに言われたのが、さっきの台詞だった。

『あんなことを言った後だから、しばらくは敬遠されるかと思っていたんだけどね』

　正直に言えば、その可能性がなかったとは言い切れない。だけど、避けるつもりなんてなかった。それに、さゆりに背中を押して貰えたから。

「そんなこと……」

　否定しようとした私を遮るように、理人さんがクスリと笑った。

『それとも……早く俺に口説かれたかった、とか？』

　控えめに、だけど確かな自信に満ちた声が耳元で響いて――。

「そ、そんな……っ！」

　背筋がゾクリと粟立ち、ピンと伸びる。胸の奥が掴まれたような感覚に、息が止まりそうになった。

『そうだと嬉しいんだけど』

　フッと笑った理人さんは、私の気持ちをわかっているのかもしれない。

　こんなに自信家な人だなんて、知らなかった。穏やかで、柔らかくて、優しくて。そんな雰囲気を纏っていた理人さんは、今はどこにも感じられない。強引で、自信家で、どこか妖艶で――そんな理人さんにも、胸の奥が高鳴って仕方なかった。

『あれ？　聞いてる？』

　いつもの柔らかい口調に戻った理人さんが、どこか困ったように訊いた。

　胸の奥が苦しいくらいに締めつけられているのに、この感覚をもっと味わいたいと思ってしまう。どこか矛盾にも似た気持ちに、少しだけ戸惑った。

『瑠花ちゃん？』

　心配そうな声を聞けば黙っている訳にもいかなくて、ゆっくりと深呼吸をしてから意を決して唇を動かす。

「会いたい、です……」

　微かな震えが混じっていた声は消え入りそうなくらいに小さくて、理人さんが聞き取れたかどうかはわからないし、ちゃんと聞こえていたとしても困らせてしまったかもしれない。

　そんな不安を抱いたままスマホをギュッと握っていると、耳元で深いため息が響いた。迷惑だ、と思われたのかもしれない。

　胸の奥がチクリと痛んで、とても不安になって、それを誤魔化すように唇をそっと噛み締めた。この沈黙は恐いけど、電話を切ってしまう訳にもいかない。どうすればいいのかわからなくなっていると――。

『困ったな』

　ひとりごとのようにこぼされた言葉。どう解釈すればいいのか悩んで、スマホを持つ手に力がこもる。

『瑠花ちゃんって、ずるいよね』

「え？」

　予想外の言葉に、目を小さく見開く。

『そんなに可愛いことを言われたら、仕事に手がつかなくなるんだけど……』

　その直後に耳元で響いた声は、とても甘さを帯びていた。

「ごめんなさいっ！」

　咄嗟に口をついた謝罪に、理人さんが楽しげにクスクスと笑う。

『いや、すごく嬉しいよ。俺も、瑠花ちゃんに会いたくて堪らないから』

　柔らかな声音に、胸の奥がキュッとなった。

『でも残念なことに、しばらくは忙しくて会社に泊まり込むことになりそうなんだ。だから、それが叶うのはもう少し先になりそうだよ』

　心底残念そうにこぼされた言葉に落胆してしまう。同時に無意識のうちに漏れていた大きなため息を、理人さんに聞かれてしまったみたい。

『そんなにガッカリした？』

　嫌な気持ちにさせたかもしれないと不安になった私を余所に、彼の声音はどこか嬉しそうだった。

「はい……。いえっ、あの、なんて言うか……」

　頷いたり、首を横に振ったり……。動揺してしまった私は、とてつもなく忙しい。理人さんはそれを見透かすようにクッと笑って、それから少しだけ間を置いた。

『本当は、今すぐに口説きたくて堪らないんだ。瑠花ちゃんの顔が見たいし、この手で抱き締めたい』

　恥ずかしげもなくそんな台詞を紡ぐ理人さんに、頬がカァッと熱くなって体温が上がる。

『でもね……』

　暴れ回る心臓を抑えるのが精一杯の私に、彼が低い声で続けた。

『それは、今度会う時まで我慢するよ。だけど……次に会った時は、全力で口説き落とすつもりだから。嫌なら、今のうちに俺から逃げて』

　冗談めかしているのに、その声は至って真剣で……。私の心を鷲掴みにするのに、充分過ぎるほどの威力を持っていた。

　会いたい、と思う気持ちがますます強くなる。もうどうしようもないほど、理人さんに会いたい。

「に、逃げたりなんか……しません」

　ドキドキと高鳴る胸を隠して呟けば、彼の柔らかい笑顔が脳裏に浮かんだ。

『じゃあ、覚悟してて？』

　今更、覚悟も何もない。今はもう、理人さんのことだけしか考えられないから。

『おやすみ、瑠花ちゃん』

「おやすみなさい」

　理人さんの声をもっと聞いていたくてわざとゆっくり返事をしたけど、私達を繋いでいる電話は呆気ないくらいすぐに切れてしまった。

　通話終了を告げるディスプレイと、ひとりぼっちの静かな部屋。さっきまで耳元で響いていた甘い声の余韻は、そのふたつによってあっという間に消え去ってしまった。

　蜂蜜のような甘さを帯びていた時間にまだ胸の奥が高鳴っているのに、その中にほんの少しだけ切なさにも似た感情が混じっている。それはみるみるうちに大きくなって、呼応するように寂しさが込み上げてきた。胸の奥が、キュッと締めつけられる。

　たった今電話を切ったばかりなのに、もう声が聞きたい。一日でも……むしろ一分でも一秒でも早く、理人さんに会いたい。

　この感情の呼び名は、きっとひとつだけ。そんなことを考えて、また胸の奥がキュッと締めつけられた。




「……で、あれから一度も会ってないの？」

　さゆりと一緒に午後の会議で使う資料の準備をしていた時、最近は理人さんとのことを報告していなかった私に呆れたような声が飛んできた。

「うん……。理人さん、忙しいみたいだから」

　理人さんに電話をかけたあの夜から二週間以上が過ぎたけど、彼は相変わらず仕事に追われているみたいで、まだ一度も会えていない。それどころか、連絡も取っていなかった。理人さんと出会ってからこんなにも連絡を取らなかったことはない。

　本当はあの日から何度も電話をかけようとしたけど、今までは頻繁に連絡をくれていた理人さんから音沙汰がないことに不安が芽生えてきて、もしかしたらあの台詞は冗談だったのかもしれない、なんて考えるようになってしまっていた。

「色々考えちゃう気持ちはわからなくはないけど、理人さんっていい男なんでしょ？」

「それは……」

　それ以上は言うまでもないと口を噤むと、さゆりが眉をキッと上げた。

「いい、瑠花？　恋愛は弱肉強食よ！　自分の目の前にどんなに大きなチャンスがあったとしても、横から走ってきたトラやライオンにそれを奪われたら、そのチャンスはそいつらのものになっちゃうの！　だから、一刻も早く連絡を取りなさい！」

　過去に余程のことがあったのかと思うほどの勢いを持った彼女に押されて、私は思わずコクコクと頷いていた。




　程なくして会議の準備が終わったけど、理人さんのことばかり考えて仕事に手がつかない。

「荻原、いつまでコピー機を占領してるつもりだ」

「へっ？」

「さっきからずっと、そこに立っているようだが」

「あっ、すみません！」

　頭上から降ってきた声にハッとすると、真後ろに榊原課長が立っていた。

「コピー機がスタートを押さないと起動しないのを、お前は知らないのか？」

「い、いえ……」

　すっかり小さくなって頭を下げた私に、課長は眉を寄せてフロアから出ていった。

　仕事中に余計なことばかり考えている自分自身に呆れて、大きなため息が漏れてしまった。ただでさえ、理人さんと出会ってからは上の空になることが多くて榊原課長に目をつけられているのに、これ以上仕事に支障をきたしてしまったら本当に謝罪だけでは済まなくなるかもしれない。

　しっかりしなきゃ。自分に言い聞かせながらコピーを済ませ、気を取り直して次の業務に取りかかった。

　しばらくすると会議を終えた榊原課長が戻ってきたから、また叱られるんじゃないかと思ってずっと緊張していたけど、その緊張感のおかげなのか、何とか無事に仕事を終えることができた。




「ただいま」

　ポツリと呟いた言葉は、静かな部屋に溶けるようにして消えた。

　ため息混じりに床に座り込むと、壁にかけてあるカレンダーが視界に入ってきた。とっくに終わってしまったゴールデンウィーク。もしかしたら理人さんから誘われるんじゃないかと、密かに期待していた。だけど、そんな淡い期待は打ち砕かれ、いつ誘われてもいいようにと空けておいた時間を持て余すことになった。

　結局、ゴールデンウィークはさゆりとランチをしたのと、部屋の掃除や衣更えだけで終わってしまった。こんなことなら、帰省を催促していた母の望みを叶えてあげれば良かったと思う。

　ベッドに頭を乗せると、ポスッとマヌケな音が鳴った。バッグからスマホを取り出して履歴から理人さんの名前を探し出すと、表示された彼の名前を見ただけでどうしようもないくらいに会いたくなった。

「会いたい、です……」

　ため息混じりにこぼした言葉がシーツをそっと撫でたけど、それが理人さんに届くはずはない。彼に素直な気持ちを伝えたいと思うのに、手にしたスマホの発信ボタンを押すことができなくて、勇気を出せない自分の心にとにかく行動を起こすように言い聞かせてみる。

『じゃあ、覚悟してて？』

　それなのに……やっぱり今日も自分から連絡をすることがないまま、とっくにできている覚悟と消せない切なさを抱えて眠りに就いた。










Diamond,10　宝石箱の中で




　夕陽が射し込む電車内は、平日なら帰宅ラッシュが始まる時間帯。だけど、日曜日の今日はいつもよりも乗客が少ない。

　忙しい合間を縫って、今朝まで私は実家に帰省していた。片道二時間の道のりは長かったけど、両親にはまだ文博とのことをちゃんと話せていなかったから、久しぶりに帰省ができて本当に良かったと思う。

　金曜日の夜中、地元のローカル線の終電で実家の最寄り駅に着くと、父が車で迎えにきてくれていた。母から聞いて事情を知っているはずなのに、その時の父は文博のことには一切触れないでいてくれて、その気遣いがありがたかった反面、車内ではぎこちない会話しか交わせなかった。

　実家に着くと母が沸かしてくれていたお風呂に入って三人でビールを飲み、しばらくは他愛のない話をしていた。

　居た堪れない気持ちを抱えながらも不自然なほどに明るく努め、二本目の瓶ビールを空ける頃にようやく意を決して文博とのことを切り出したけど、私の話を黙って聞いてくれた両親は最後の最後まで彼とのことを深く追求することはなかった。

　親としては、もっと色々と訊きたかったに違いない。それなのに……経緯は話したものの、最終的には『すれ違いが重なって別れることになっただけ』と説明した私に、両親は本当に何も訊かなかった。どう説明しようかとずっと悩んでいたから、拍子抜けしてしまった。

　だけど、それが両親の優しさであることは充分わかっていたし、どれだけ大切に想ってくれているのかも伝わってきて、感謝の気持ちでいっぱいになった。

　ただ――。

『もしかして、いい人でもできたの？』

　今朝の母の言葉にはドキッとして、曖昧にはぐらかして逃げるように帰ってきてしまったのだけど……。

　どうしてわかったのかな？　母は昔からその手のことに鋭くて、私に好きな人や彼氏ができた時はいつもすぐに見抜かれていた。あんなことを訊かれて狼狽うろたえたけど、冷静になった今は離れていても親子なのだと感じた。

　そんなことを考えている私を乗せた電車が、速度を落として見慣れた駅に滑り込んでいく。さっきまで見ていた田舎の風景に対して、上京してから住むようになった街の景色は賑やかなのに、今日はなんだか少し寂しげに見えた。




　歩き慣れた道を進みながら、ため息を漏らす。二時間の道のりに加え、二泊分の荷物を入れたボストンバッグが疲れた体にはきつくて、長蛇の列を避けたいからと駅でタクシーに乗らなかったことを後悔した。それでも、あともう少しだからと思っていると、そんな私に追い討ちをかけるように頬に冷たい雫が落ちてきた。

　暗い空から降ってきたのは、霧雨。そういえば予報では雨だったことを思い出し、駅のタクシー乗り場の長蛇の列の理由を理解した。五月下旬とは言え、その温度に体が一気に冷えるのを感じて慌てて走り出す。

　程なくして見えたアパートの前に、この辺りには不釣り合いな車が停まっていた。

「嘘……」

　思わず立ち止まって無意識に辺りを見回し、夢なんじゃないかと目の前の状況を疑ってしまう。それから数秒もしないうちに、その車の運転席のドアが勢いよく開いて――。

「瑠花ちゃん！」

　ずっと会いたいと思っていた男性が、目の前に現れた。

「どうして……？」

　驚いたままの私の肩にかけられたのは、上品に仕立てられたスーツ。

「風邪引くよ」

　その優しい香りに包まれた直後、綺麗なダークグレーの瞳が緩められた。

「理人さん……」

「うん、やっと会えたね」

　フワリと微笑んだ理人さんに胸の奥が甘やかな熱を帯び、同時になぜか涙が込み上げてしまいそうになった。




　理人さんに少しだけ強引に促されてひとまず車に乗ったものの、すぐに上品なシートを濡らしてしまったことへの申し訳なさでいっぱいになった。

「あ、あの、やっぱり降ります。シートが濡れちゃ――」

「そんなこと気にしなくていいから、とりあえず待って」

　ドアノブに右手をかけた私の左手が、すかさず大きな手に包まれた。

「でも……」

「相変わらずだね。気を遣うのはいいと思うけど、瑠花ちゃんの場合は気を遣い過ぎだよ。大体、そんなに濡れてないから大丈夫だよ」

　苦笑した理人さんに止められて、戸惑いながらも車内に留まる。

「それに……俺の前だけでは、気を遣わないでいてくれると嬉しいんだけど」

　すると、彼は柔らかく微笑んだ。

「え？」

　キョトンとした私の瞳を、理人さんが真っ直ぐ見つめた。絡まった視線は、しっかりと結んで解けなくなった糸のように私の心を性急に搦からめ捕る。

「言っただろ？　『今度会ったら、全力で口説き落とす』って」

　いつもよりも力強い口調と低い声音が耳を掠めた瞬間、胸が大きく高鳴って頬が急激に熱くなった。鼓動はドキドキと騒ぎ出してうるさいのに、時間はまるで止まったかのように思える。

「好きだよ、瑠花」

　続けて紡がれたのは、何の飾り気もないシンプルな言葉。たった数文字のそれは、ほんの数秒もしないうちに車内に消えた。だけど――今の私の心には、どんな台詞よりも真っ直ぐに響いた。

　ほのかなシトラスの香りに包まれた車内は外の音を遮断し、あまりにも静か過ぎる。そんな空間では、私の鼓動は理人さんの耳にも届いているのかもしれない。それでも込み上げてくる嬉しさを隠すことも、高鳴っている胸の内を抑えることもできない。

「『嫌なら逃げて』って忠告した俺から逃げなかったんだから、もう覚悟はしてくれているよね？」

　私の胸中を探るような瞳が、ゆっくりと近づいてくる。頭の中をよぎるのは、キスの予感。やっと会えた理人さんに、もうこのまま唇を委ねてしまおうかと考え始めたけど――。

「……待っ、待って！」

　その邪魔をするかのようにずっと押し込めていた不安がよぎって、咄嗟に彼の胸元に腕を伸ばした。

「あっ、私……」

　言葉を探す私を、理人さんは揺るぎない瞳で見つめている。

「理人さんのこと……まだ全然知らないから」

　それに少しだけ怯んで逸らしかけた視線を、何とか留めた。

「家族のことや過去のこと、それから、仕事のことも……」

　ずっと抱いていた疑問を、必死に紡ぎ出す。

「それに、理人さんは素敵な人だけど、私は……」

〝知らないから〟抱いている不安と、〝知っているからこそ〟感じる不安。

「理人さんに釣り合うようなものは、何もありません」

　それらはとても複雑で、理人さんを好きだからこそ簡単に消すことはできそうにない。そんな気持ちを伝えようと、彼を見つめたまま続けた。

「だから、もう少しだけ時間をください。ほんの少しだけでいいんです。お互いのことをたくさん話して、もっとちゃんと知ってから――」

「ダメ。もう待てない」

　私の声を低く遮った理人さんは、どこか怒っているようにも見える。それは当たっているのか、彼が珍しく不機嫌そうに眉を寄せた。

「俺がどれだけ待ったか、わかる？」

「え？」

「瑠花ちゃんに会いたくて堪らなくて、一分でも一秒でも早く会うために必死に仕事を片づけて……。ようやく時間ができた今日、他のどこにも行かずに真っ先に君に会いにきたんだ」

　理人さんの眼差しはあまりにも真っ直ぐ過ぎて、ほんの一瞬視線を逸らすことすら許してはくれなかった。

　緊迫感すら感じる中、小さくこぼされたため息。

「ここに来る前に何度も電話したけど、繋がらなかった」

　理人さんの言葉で、スマホの充電が切れていたことを思い出す。実家に充電器を持っていくのを忘れてしまい、未だにガラケーを使っている両親の充電器は使えなくて、仕方なく昨日の夕方に実家の近所にあるスマホショップで充電をして貰ったけど、運悪く帰りの新幹線の中で充電が切れてしまったのだ。

「今日は、何があっても絶対に会いたかったんだ。どんなことがあっても、瑠花ちゃんと一緒に過ごしたかった。だから……」

　理人さんはそこまで言うと、どこか悪戯っぽく笑った。

「君の心を手に入れるために、君をさらいにきた。不安があるのは、ちゃんとわかっているつもりだよ。俺はまだ、自分のことを何も話していないからね」

　そこで自嘲気味にため息を漏らした彼が、深刻な表情を見せた。

「でも、今はまだ話せない」

「どうしてですか？」

　やっと言葉を発した不安げな私に、理人さんはどこか悲しげに微笑んだ。

「君には、ちゃんと俺を見て欲しいから」

　何かを隠し秘めているような口振りに、全身がグッと強張る。

　その言葉に込められた意味は、私には計り知れない。それでも、もうこれ以上は訊けない。だって――私を見つめる理人さんのダークグレーの瞳が、彼の気持ちに嘘偽りがないことを物語っていると思えたから。

「こんな言い方、ずるいのはわかってる。でも……」

　揺るぎないものを秘めたような力強い瞳が、ほんの微かに揺れる。

「俺を信じて欲しい。君を想う気持ちに、嘘はひとつもないから」

　いくら理人さんが相手でも、簡単に〝信じる〟なんて言葉は遣えない。だって、彼の全てを知っている訳ではない私には、安易に決断をする勇気はない。

　だけど、私が理人さんを想う気持ちだって、もう揺るぎないものだから……。

「いつか……」

　静かな車内に、自分の声がゆっくりと落ちていく。

「いつか聞かせてくださいね、理人さんのこと」

　理人さんの瞳を真っ直ぐ見つめながら微笑むと、彼はいつもの柔らかい笑みを浮かべた後でゆっくりと頷いた。

「じゃあ、行こうか」

「え？　あの、どこに？」

　さっきまでの雰囲気を打ち破るような突然の提案にキョトンとすると、理人さんがニッコリと破顔した。

「俺の家」

　私の質問に爽やかな笑顔で答えた彼が、あっという間にエンジンをかけた。

〝俺の家〟……？

「えっ、え……？　それって……あ、あのっ、ちょっと待ってください！」

　たった今、想いが通じ合ったことを確認できたとは言え、あまりにも急過ぎる展開にまったくついていけない。とにかく待って貰おうと、咄嗟に理人さんの腕に手を伸ばした。

　だけど、彼はそんな私の気持ちなんてまるで関係ないとでも言うように、それはそれは綺麗な笑みを浮かべた。

「ダメ。言っただろ？　君をさらいにきた、って」

「で、でも、そんな急に……」

　視線を泳がせて戸惑う私の耳元に、理人さんが困ったように微笑みながら唇を寄せてきた。

「今夜はどうしても、瑠花と過ごしたいんだ」

「……っ！」

　ずるい……ずるい、ずるい、ずるいっ……！

　そんなに低く甘い声で囁かれてしまったら、首を横に振ることなんてできる訳がないのに……。

「……ダメ？」

　さっきと同じ言葉に疑問符をつけて首を傾げる理人さんは、このうえなくずるい人だって思う。

　私を見つめる真っ直ぐな瞳に囚われて、心も体も動けなくなっていく。たとえどんな手を使ったとしても、きっと理人さんには敵わないと思った。私の心の中を察したのか、彼がフワリと微笑んだ。

「明日の朝は、ちゃんと会社まで送るから。ね？」

　ニッコリと笑う理人さんを拒絶する術なんてわからなくて、簡単に折れてしまった自分自身に呆れながらも素直に口を開いた。

「あの、実は……明日はお休みなんです」

「あれ？　休日って、カレンダー通りって言ってなかった？」

「たまたま、有休取ってたんです」

　帰省に合わせて一日だけ取っていた有休だけど、それがまるで理人さんのために用意した時間みたいに思えて、心が弾んだ。

「そっか」

　心底嬉しそうな笑みをこぼした彼を前にして、幸せで胸がいっぱいになる。

「だったら尚更、問題ないよね」

「あのっ！　せめて荷物を……」

　再びハンドルを握った理人さんに何とか切り出すと、彼は眉を寄せて笑いながら小さく頷いた。

「そうだね。じゃあ、ここで待ってるから、泊まれるように準備してきてくれる？」

「はい」

　私は戸惑っていたのが嘘みたいに素直に頷いて、すぐに車から降りた。

　すっかり暗くなった空から降っていた雨はいつの間にか止んでいて、雨上がり独特の湿り気と匂いがずっと甘い熱を帯びていた体をそっと包んだ。

　部屋に入るとすぐに、一泊分の荷物が収まるバッグに必要な物を詰めていった。急いでいるのは気持ちが逸る訳じゃなくて、理人さんを待たせていることが申し訳ないから……。

　正直、私としてはまだ心の準備ができていないから、叶うことなら最低でも数日分の猶予くらいは欲しい。だけど……きっともう、覚悟を決めるしかない。それを理解している頭が、逃げ腰な心を留めてくれる。

「平常心よ、瑠花」

　声が少しだけ震えていたことには気づかない振りをして、鏡に映る自分の顔を見つめながらゆっくりと深呼吸をした。そして、さゆりと買いにいったあの下着を忍ばせたバッグを持って、緊張を隠しながら理人さんが待つ車に向かった。




　夜の街を抜ける車内で理人さんに色々と話しかけられたけど、助手席に座った瞬間から体を包んでいた極度の緊張によってまともな返事すらできなかった。それでも、帰省していたことと電話に出られなかった理由だけは何とか告げると、彼はホッとしたように笑っていた。

　程なくして、高級そうなマンションの地下にある駐車場で車が停まった。ポルシェに乗っているくらいだから、住んでいる場所もそれに見合うところだとは思っていた。だけど、庶民が予想できる範囲を遥かに超えた立派な建造物に、これ以上大きくなりようがないと思っていた緊張がピークに達する。

　オートロックのドアを抜け、立派なシャンデリアが吊るされたエントランスを進むと、エレベーターへ誘導された。

「そんなに緊張しないで」

　壁に寄りかかって苦笑した理人さんに、何とか言葉を返そうと口を開く。

「無理です……」

　だって、オートロックなのに入口にドアマンっぽい人がいたし！

　男性から上品に『おかえりなさいませ』なんて言われて、その場で固まってしまった。さっきのことが頭から離れない私の顔を、理人さんが覗き込んでくる。

「今は俺しかいないんだから、そんなに固くなることないよ」

「そっちの方が、もっと緊張します……」

　視線を下げてポツリと呟くと、理人さんが楽しげにクスクスと笑った。

　お、おもしろがられてるっ！

　真っ赤になって理人さんをじとっと見ると、彼は喉の奥で笑いを噛み殺した。

「ほら、着いた」

　タイミング良くエレベーターのドアが開き、私達は最上階に着いた。ここまでくれば、予想を越えるどころか、もう予想通りと言った方が正しいのかもしれない。

　理人さんは、緊張でカチカチになっている私の背中を優しく押して、廊下を進むように促した。パッと見たところ、このフロアには二部屋しかないみたいだけど、頭の中まで緊張に包まれていて、それすら明確ではなかった。

　そんな私を余所に、理人さんがシルバーのドアノブに手をかけて、落ち着いた黒い色合いのドアを開けた。

「どうぞ」

　開いたドアの先には広い廊下が続いていて、息を呑みながら足を踏み入れた。

「お邪魔します」

　声が震えていたことに気づいたらしい理人さんが後ろで笑いを堪えたのがわかったけど、それに反応できるほどの余裕はもうとっくになくなっている。

「そのまま進んで、奥の部屋に行って」

　脱いだ靴を揃えて促されるまま廊下を進み、リビングらしき部屋の前で足を止めると、彼が私の後ろからドアを開けてくれた。その瞬間、さっきよりも息を呑む景色が視界を占めた。

「綺麗……」

　思わず、素直な感情が声になる。目の前の一面がガラス張りのリビングの向こうには、宝石箱のような光を放つ夜の街が広がっていた。

「適当に座ってて」

　理人さんはそう言い残し、リビングから出ていった。だけど、ソファーはあるものの、広過ぎる部屋のどこに座ればいいのかわからないうえに、目の前の景色に圧倒されてその場から動けなかった。

　程なくして戻ってきた理人さんが、私の顔を覗き込んで柔らかい笑みを向けた。

「座ってて良かったのに」

　いつものように笑う彼を前にした瞬間、不安にも似た感情が心の中をよぎった。

「理人さんって、本当に何者なんですか……？」

　理人さんは困ったような微笑みをフッと浮かべた後、私の瞳を真っ直ぐ見つめた。

「別に何者でもないよ。まぁしいて言うなら、瑠花ちゃんのことを好きなただの男、かな」

　そのはぐらかし方はずるいと思うのに、心の中を占めるのは甘ったるいほどの喜び。

「やっぱり、理人さんはずるいです……」

「そうだね」

　苦笑した理人さんの瞳がどこか悲しみを帯びているように見えたのは、たぶん気のせいじゃなかったとは思う。だけど、今の私には、真意を確かめる余裕はなかった。

「はい、これ」

　不意に差し出されたのは、肌触りの良さそうな真っ白なバスローブ。

「もうすぐお風呂が沸くから、とりあえず入っておいで。さっき雨に濡れたから、風邪引くといけないし」

「大丈夫です」

「ダメだよ。上がったら、これを着て。ね？」

　小さな子どもを窘たしなめるように優しく微笑まれたけど、素直に頷くことはできない。

　この部屋で、理人さんとふたりきり。それだけでも充分緊張しているのに、今はまだお風呂に入れるほどの勇気なんてない。

「せ、せめて理人さんが先に……」

「俺は後でいいから」

「でも……」

　戸惑いと困惑を抱えて立ち尽くしていると、理人さんが悪戯に瞳を緩めた。

「だったら、一緒に入る？」

「えっ!?」

「俺は大歓迎だけど」

「ダッ、ダメですっ!!　それは絶対に無理です！」

　慌てて拒絶すると、理人さんがクスクスと笑った。

「じゃあ、先に入っておいで」

　上手く言い包められたことはわかっていたけど、何も言えなくなってしまった私は、大人しくバスルームに案内して貰った。




　湯舟に浸かりながら、深いため息を漏らしてしまう。

　広過ぎる脱衣所を経て入ったバスルームもやっぱり無駄に思えるくらいに広くて、理人さんが取ってくれたあのホテルの部屋にも負けず劣らずのこの場所では、どう頑張ってもリラックスなんてできそうになかった。脱衣所やバスルームにある物は好きに使って構わないと言われたけど、どこを触るのにもとても緊張して勝手に使うことをとてつもなく申し訳なく思ってしまう。

「理人さんって、本当に何者なのかな……」

　素性は頑なに隠そうとするくせに、家には連れてきてくれる。この状況からきっとやましいことはないのだろうとは思うけど、そんな理人さんに私の疑問はますます深まるばかりだった。

　逆上せる前にバスルームを出て、出してくれていたバスタオルを借りて体を拭いた後、持ち込んだバッグから下着を取り出した。

　やっぱり、〝そうなる〟のかな……？

　理人さんがどんなに優しくても、私達は大人。想いが通じ合った以上、その先にはきっとそれなりのことが待ち受けていて……。私には、それを拒むだけの理由はない。

　頭の中を色んなことが駆け巡る中、もう覚悟を決めようと自分自身に言い聞かせた。

　でも、バスローブの下って、普通は下着は着けないよね……？

　渡された真新しいバスローブを見て、小首を傾げる。

「あれ？　どっちだっけ？」

　バスローブと下着を持ったまま、緊張のせいですっかり役に立たなくなった頭で考え込んでしまった。




　つまらないことで散々悩んだ末に結局は下着を着けて脱衣所を出たけど、理人さんにバスローブ姿を見せるのが気恥ずかしくて、少しでも体を隠すためにバッグを胸元で抱えてからリビングのドアを開けた。

「ゆっくりできた？」

　私の姿を見た彼が破顔したけど、その表情はすぐに苦笑に変わった。

「髪、乾かさなかったの？」

「あっ……！」

　下着のことと緊張のせいで、ドライヤーの場所を教えて貰っていたことをすっかり忘れていた。理人さんは小さく笑うと、私からそっとバッグを取った。

「おいで。せっかく温まったのに風邪引くといけないから、早く乾かそう」

　優しく手を引かれてついていくことしかできなかった私に、彼がフワリと微笑んだ。

「俺がやってあげるよ」

　唐突過ぎる申し出に、目を見開いた。ただでさえ緊張しているのに、それが上乗せされてしまうのは目に見えている。

「いえっ、自分で出来ますから！」

　失いかけていた言葉を何とか声にして全力で首を横に振ると、理人さんが悲しげに眉を下げた。

「やらせて？　……ね？」

「い、いえ……あの……」

「大丈夫だよ。ちゃんと綺麗に乾かしてあげるから」

　私は大丈夫じゃないです……。

　心の中で訴えながらも、首を傾げて微笑む理人さんにはやっぱり勝てないとすぐにわかって、言い訳を探すのをやめた。

「交渉成立、かな」

　すると、彼が子どもみたいに嬉しそうに笑って、胸の奥がキュンと鳴いた。

「瑠花ちゃんの髪、綺麗だね」

「そ、そうですか……？」

　大きな三面鏡越しの理人さんを視界に入れることすらできないまま、何とか平静を取り戻そうと努める。

「うん、サラサラ。ずっと触っていたいくらい」

　そんな私を余所に、彼は楽しげに髪を乾かしてくれている。

「丁寧に手入れしてるんだね」

「そんなに大したことはしてないですけど……」

　緊張は再びピークを越えて何だか居た堪れなくなっていたけど、優しく髪に触れる理人さんの指先はすごく心地好くて幸せだった。それでも、あまりの緊張に涙を浮かべそうになっていた時――。

「はい、できたよ」

　まるで救いの手が差し延べられるように、ドライヤーの音が止まった。

「ありがとう――」

『ございます』って、続けようとした。それなのに――。

「……っ!?」

　後ろから伸びてきた理人さんの手が私の体をフワリと包んだから、あまりにも驚いて続く言葉を飲み込んでしまった。

「ドキドキしてるね。心臓、すごいことになってるよ？　こうしてるだけで、瑠花の心臓の音が聞こえてくる」

　楽しげにクッと笑う彼からは大人の余裕さえ見えるのに、私は首を動かすことも言葉を返すこともできない。

「可愛い」

　体を包む、男性らしい腕。〝瑠花〟って呼ぶ、低い声。そして――耳元で落とされた、とろけるような囁き。私の心は、いとも簡単に理人さんに捕まってしまう。

「そんなに緊張しなくてもいいよ。今はまだ、何もしないから」

　鏡越しに目が合った彼が、とても悪戯に微笑む。〝今はまだ〟って言葉がやけに強調されている気がするのは、きっと気のせいなんかじゃないのだろう。

　どうすればいいのかわからなくて、言葉を紡ぐことすら出来ずに戸惑ってしまう。すると、理人さんが私の体を包んでいた手をゆっくりと動かし、髪をそっと撫でた。

「……やっぱり、ひとつだけ」

　その直後、右側に移動した彼の秀麗な顔。

「え？」

　鏡の中の私の頭の右側部分に、理人さんの唇が寄せられていた。

「あ……っ！」

　それが髪へのキスだと理解するまでに、ほんの数秒もかからなかった。

「続きは、また後で」

　意味深に微笑んだ理人さんが私から離れ、シャツのボタンを外していく。

「瑠花」

　鏡越しにその姿を確認しながらも呆然としていると、彼が楽しげに瞳を緩めて悪戯っぽく笑った。

「一緒に入る？」

「きゃっ！」

　その言葉の意味を理解した直後、慌てて脱衣所を飛び出した。背後でドアが閉まる直前、理人さんがいつものように喉の奥で笑ったのがわかって、私をからかうその声にすら心と体が甘く反応する。

　脳裏に焼きついているのは、さっきのキスと意地悪な彼の態度。私は全身を包む熱と恥ずかしさに耐え切れなくなって、その場にへなへなとしゃがみ込んでしまった。




　それからリビングに辿り着くまでずいぶんと時間を要してしまって、私がリビングに入ってから数分もしないうちに理人さんも中に入ってきた。

「どうしてそんなところにいるの？」

　部屋の隅で膝を抱えて小さくなっている私を見て、彼が不思議そうにしている。

　恥ずかしさと緊張で、どう過ごせばいいのかわからなかった。どこにいても落ち着かなくて、部屋の隅にいるのが一番マシだったのだ。それを言えずにいると、理人さんがフワリと微笑んだ。

「そんなところにいたら、体が冷えるよ。もうすぐ六月だけど、今夜は少し肌寒いから。ほら、おいで」

　彼はソファーに腰かけ、優しい声音で私を呼んだ。

　どうすればいいのかわからなくて、少しの間考えてみる。だけど、自分に向けられた優しい誘惑にはどうしても勝てなくて、ゆっくりと立ち上がり理人さんの元に怖ず怖ずと歩み寄った。

「捕まえた」

　ソファーの前に辿り着いた私を、彼はギュッと抱き締めて笑った。お風呂上がりの理人さんの髪型は無造作で、彼の表情があどけなく見える。

「座って。喉渇いてるよね？」

　言われた通りに隣に腰を下ろして頷くと、ミネラルウォーターをグラスに注いでくれた。

「ありがとうございます」

　それを飲むと熱を帯びていた体に潤いが与えられて、やっとほんの僅かに緊張が和らいだ。

「本当はね、話したいことがたくさんあるんだ」

　不意にそんなことを口にした理人さんを、真っ直ぐ見つめる。

「でも……」

　視界に入った表情は葛藤しているように見えて、胸の奥が少しだけ苦しくなった。

「やっぱり今はまだ話せないことばかりだから、きっと瑠花の疑問に答えてあげることはできない」

　手の届く距離にいるのに、どこか遠くに感じる。答えはあるのに、それを訊くことはできない。

　そんなもどかしさを前に唇を噛み締めると、理人さんが私の瞳を真っ直ぐ見つめた。

「それでも、瑠花を想う気持ちは誰にも負けないつもりだよ。だから……」

　彼はそこで言葉を止めて、私の左頬にそっと触れた。

「俺のそばにいて欲しい」

　真っ直ぐで、揺るぎない。そんな瞳を向けられながら紡がれた言葉を、拒絶する理由なんてない。知らないことばかりでも、私を想ってくれる心に嘘がないんだってことはちゃんと伝わってくるから……。

　だったら、今感じている不安はいつか消せるはず。

「さっきの約束……守ってくださいね？」

　車の中で交わしたのはただの口約束だけど、きっと理人さんなら守ってくれる。心の中は、そんな根拠のない自信に満ちていた。

　頷いた理人さんが、小さな笑みを浮かべる。

「うん、約束する。いつか必ず、全てを話すよ」

「じゃあ、その時が来るのを待ってます」

　理人さんの言葉を信じて笑みを返すと、程なくして彼がフワリと微笑んだ。その表情の意味がわからなくて小首を傾げそうになった時、理人さんが親指と人指し指で私の顎を掴んだ。

　ふと、時間が止まる。理人さんの背中には、宝石箱のような夜景。だけど――そんなものよりもずっと綺麗な彼の表情に、思わず息が止まった。

「キス、してもいい？」

　そんな風に訊いたのは、きっと形だけ。次の瞬間にはもう、私の唇は理人さんによって塞がれていた。

　一度触れ合った唇が離れて、数秒もしないうちに再び求められる。そんなことが何度も繰り返され、甘いキスの嵐に胸の奥がキュンキュンと震えた。

　私は、次第に深まっていくキスに身を委ねるように瞼をそっと閉じた。
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「ん……」

　優しい温もりに包まれていることを夢うつつに感じて、まだ微睡まどろみの中にいながらもゆっくりと瞼を開ける。すると、ぼんやりとしている視界に入ってきたのは、意識がはっきりしない思考でも認識できてしまうくらい綺麗な顔。

「おはよう」

　朝独特の、ほんの少しだけ掠れた声。それが耳に届いた直後、再び閉じかけていた目を見開いて固まってしまった。

　どうして……？

　ふたりで占領しても余裕がありそうなベッドの中、ピッタリとくっついているお互いの体。状況を飲み込めずに瞬きを繰り返していると、理人さんがフワリと微笑んだ。

「まだ、寝ぼけてる？」

　彼はクスリと笑って、私の額にそっと唇を落とした。

　その柔らかな温もりを感じた瞬間、鮮明に蘇ってきたのは昨夜のこと。

　数え切れないほどの熱く甘いキスをした後、理人さんに軽々と抱き上げられてこのベッドに雪崩れ込んだけど――あまりの緊張でカチカチになってしまった私は、彼とその先に進むことができなかったのだ……。

「あ、あの……昨日は、本当にごめんなさい……」

　それを思い出して呟くように謝罪をこぼすと、理人さんは瞳を緩めた。

「気にしてないよ」

「でも……」

　二十四歳にもなって、あんなにも素敵なムードを台無しにしてしまうなんて恥ずかしくて、何よりもとても申し訳ない。そんな気持ちを抱いて理人さんを見れば、彼は優しく微笑んだままだった。

「本当に気にしてないよ。瑠花がそばにいてくれるだけで、今は充分だから」

　優しい声と、甘い台詞。それらに胸の奥がキュンキュンとするのを感じていると、程なくして理人さんが悪戯な笑みを浮かべた。

「でも、次はもう待たないからね？　今度こそ、覚悟してて」

　耳元で低く囁かれた後で、唇に軽いキスのプレゼント。甘い言葉とキスに、私の全身は沸騰しそうなくらいに熱を帯びた。

「だから、昨日のことはもう気にしないで。それに、本当の目的は今からだから」

「え？」

「そろそろ時間だ。ほら、起きて」

　理人さんの言葉の意味がわからなくて小首を傾げていると、彼は意味深に微笑みながらフカフカのベッドから出た。




　促されるままに今いるベッドルームのベランダに出ると、まるで海外の庭のように白いテーブルと椅子が置かれていた。やっぱり自分には縁がなかった光景に驚きながらも、階下に広がる街を見下ろしてみる。

「少し曇ってるけど、何とか見えるかな」

　後から出てきた理人さんは、その手に見慣れない物を持っていた。

「今日が何の日かわかる？」

「あっ！」

　それを見せられながら訊かれた直後、理人さんを見上げた。

「金環日食！」

　ここ最近、世間を騒がせていた現象にはちゃんと注目していたけど、ずっと頭の中を占めていたのは彼のことばかりだったからすっかり忘れていた。

　理人さんは瞳を緩めながら、「取引先から貰った物なんだ」と日食グラスをパッケージから取り出した。

「正直、ひとりなら観る気はなかったんだけどね」

　そんなことを漏らした彼を見つめていると、幸せそうな笑みが向けられた。

「瑠花となら、一緒に観たいと思ったんだ」

　今回の金環日食は全国で観測できると話題になっていて、何百年に一度のチャンスだと言われているこの日は、きっと世紀の瞬間。その時を私と過ごしたいと思ってくれたなんて、私は世界で一番の幸せ者なんじゃないかと思う。そんな気持ちで理人さんに笑顔を向けると、彼も微笑みながら私の肩を抱き寄せた。

　その瞬間、心臓が跳ね上がる。それに気を取られていた私を余所に、いつの間にかグラスを覗き込んでいた理人さんがフッと笑った。

　生あい憎にく、今朝の空には雲が多いけど、どうやら太陽はちゃんと確認できたみたい。

「あの辺りだよ」

　差し出されたグラスを受け取った私に、理人さんが太陽の位置を教えてくれた。そこにグラスを合わせて覗き込むと、瞳に映ったのは太陽と重なる月。

「綺麗……」

　三日月の形をしたそれを目にして感動した私に、理人さんがクスリと笑った。

「後二十分くらいしたら、リングが観られるはずだよ」

　それまでベランダで過ごすことにして、ふたりで何度もグラスを覗き込みながら他愛のない話をした。起きたばかりの頃には昨夜の緊張の余韻が残っていたけど、いつの間にかそれを忘れるくらい笑顔で過ごせていた。




「そろそろかな」

　不意に、理人さんは室内の壁かけ時計をチラリと確認して、持っていたグラスを覗き込んだ。

「覗いてごらん」

　笑顔で促されてグラス越しに太陽を見ると、ちょうどリングの形になる寸前だった。

「そのままで聞いて」

　その言葉を不思議に思いながらも、とりあえず大きく頷く。

「はい」

「二度目の夜のことを覚えてる？」

　脳裏によぎったのは、理人さんと二度目に会った夜のこと。予想だにしていなかったことが起こったあの夜は、色々な意味で衝撃的だった。

　だから、わざわざ思い出すまでもなく、それは昨日のことのように鮮明に覚えている。私は、もう一度大きく頷いた。

「じゃあ、あの夜に俺が言ったことは？」

　思わず左側を見上げてキョトンとした私に、どこか困ったような苦笑が向けられる。

「『俺ならきっと、君に似合う最高のリングを見つけ出してあげられるよ』って、言葉だよ」

　衝撃的かつ意味深だったあの言葉を、理人さんに惹かれていた私が忘れられるはずがない。

「もしかして忘れた？」

　だけど、彼もそれを覚えているなんて思っていなかった。

「……忘れていたみたいだね」

「あっ、いえ。でも、理人さんが覚えてるとは思わなくて……」

　すると、理人さんがわざとらしく眉を下げた。

「酷いね……。俺は真剣に言ったのに」

　予想外の言葉に、目を見開くことしかできなかった。

　まさか……。それが、正直な気持ち。

　もし理人さんの言ったことが本当なら、彼はその時から私への想いを抱いていたという風にも取れる。

　それは、舞い上がっている私の自惚れでしかないのかもしれないし、そうだとしたらとてつもなく恥ずかしい。何よりも、そんな風に考えてしまうこと自体、とてもおこがましい。

　だけど……私を見つめる理人さんが優しく笑っていて、自惚れなんかじゃないと信じてしまいそうになる。

「太陽を見て」

　頭の中はまだ整理できていなかったけど、促されるままに再びグラスを覗き込む。

「まだ、約束のリングは見つけ出せてないけど……」

　すると、理人さんの大きな手が、私の左手をそっと包み込んだ。

「いつかきっと、瑠花に似合う最高のリングを見つけ出してあげる」

　鼓膜を揺らしたのは、彼との未来を予感させる言葉。こんなにも幸せでいいのかわからなくて、そこから生まれた僅かな不安に戸惑ってしまう。だけど――それ以上に胸の中を占めるのは、砂糖よりも蜜な甘さを孕んだ喜び。

　幸せに浸る心は、もう理人さんのことしか考えられない。そんな私の左手の薬指に、彼の指先がそっと触れた。

「だから……」

　左の耳元で囁いた理人さんが、そのまま頬にキスを落とす。

「今は瑠花の瞳に映るそのリングを記憶に刻んで、俺が本物を見つけ出すまで待ってて」

　その瞬間を待っていたように、私の瞳に映る太陽が綺麗なリングの形になった。

　グラスから目を離して理人さんを見上げると、私を真っ直ぐ見つめていたらしい彼がいつものように柔らかく微笑んでいた。

　甘さと、感動と、幸せと、理人さんへの想い。その全てを伝える言葉を見つけられずにいると、彼が私の体を包み込むように抱き締めた。

　きっとこの世紀の瞬間を見ている人は、数え切れないほどたくさんいて。この幻想的なリングの下で過ごす恋人達も、決して少なくはないと思うけど。それでも、今日という世紀の瞬間に理人さんと過ごせた私は、やっぱり世界中で一番幸せなんじゃないかと思う。

「好きです」

「俺も好きだよ」

　ありふれた言葉でありったけの想いを紡いだ私の唇に、理人さんは甘くて優しいキスを降らせてくれた。










Diamond,12　自分で決める




「瑠花、さっきからニヤけ過ぎよ」

　パソコンに向かっていると、隣から飛んできたのは聞き慣れた声。ハッとして、また榊原課長に叱られるんじゃないかと背筋を伸ばしたけど、幸い課長の姿はこのフロアにはなかった。

「嬉しいのはわかるけど、その顔は締まりがなさ過ぎるわ……。理人さんに会う前に、もうちょっとシャキッとした方がいいと思うわよ？」

「はい……」

　さゆりの言葉にシュンと肩を落とすと、彼女がフッと笑った。




「お先に失礼します」

「お疲れー」

　いつものように仕事を終え、まだ残っている同僚達に挨拶をしてフロアを後にし、ちょうど停まっていたエレベーターに乗り込んだ。

　理人さんと付き合って一ヶ月半が経つけど、相変わらず忙しい彼とはあまり会えていない。そのせいか、未だに電話で話すのも緊張してしまう。

　そんなことを考えているとドアが開いて、乗り合わせた社員達に続いてエレベーターを降りる。そして、外へと繋がる回転扉を抜けたところで、予想外の事態に足を止めた。

「雨……」

　思わず呟いた言葉は、あっという間に雨音に掻き消される。そういえば今朝の予報で雨だと言っていた気がするけど、梅雨は先週で明けたから油断していた。何よりも、理人さんに会えることに浮かれていて、天気予報なんて頭に入ってこなかった。

「あれ？」

　途方に暮れていると隣から声が聞こえ、思わず顔を上げる。すると、同じ部署の男性社員が立っていた。

「あ、須す賀がさん。お疲れ様です」

「お疲れ様。荻原さん、傘ないの？　よかったら駅まで入っていく？」

「いえ、そんな……」

　私の答えを聞く前に気を利かせてくれたことに驚きつつ首を横に振ったけど、須賀さんは好意的に微笑んで見せた。

「いくら何でも、傘を持ってない女の子を無視できないから。ほら、行こう」

　目の前で傘を広げた彼に、戸惑ってしまう。これが女性なら素直に甘えさせて貰うところだけど、相手が男性の先輩となるとなかなか体が動かない。

「じゃあ、俺もこのままここにいようかな」

　そんな私を見兼ねてか、須賀さんがフッと笑った。冗談っぽい言い方だったけど、その視線で傘に入るように促されていることを悟る。

「じゃあ、よろしくお願いします」

「うん」

　もう覚悟を決めるしかないのだと感じて、怖ず怖ずと傘に入れて貰った。

「瑠花」

　その直後、大きな雨音に紛れて、優しい声音が耳に届いた。顔を上げてすぐに、目を大きく見開いてしまう。

「理人さん!?」

　黒い傘を差して立っている理人さんに、ただただ驚く。待ち合わせ場所は、うちの会社の最寄駅のロータリーだったはず。

「どうして？　待ち合わせって、たしか……」

　状況を把握出来ずに瞬きを繰り返しながらも言葉を紡ぐと、須賀さんが私の背中をスッと押した。

「え？」

　そして、気づいた時には理人さんの傘の中にいた。

「荻原さん、お疲れ様」

「えっ!?　あっ、はい……。あのっ、ありがとうございました！」

　須賀さんは笑顔で頷いた後、理人さんと会釈を交わしてから人混みに紛れるように立ち去った。

　激しさを増す雨の中、その音を強調させるような沈黙が訪れる。久しぶりに理人さんに会えるのが楽しみで、今日はいつもに増して仕事を頑張った。それでもふとした瞬間に彼のことを考えてしまって、会ったら何を話そうかとずっとウキウキしながら過ごしていた。だから、心がもっと弾んでもいいはず。それなのに、本能が気まずさを感じて、何となく口を開くことを躊躇ためらう。

　そんな気持ちを押し退けて顔を上げた時、理人さんと視線がぶつかった。相変わらず綺麗な瞳に、胸の奥がキュンと締めつけられる。だけど――。

「とりあえず行こうか」

　今日はなぜか、その瞳がいつものように柔らかく緩められることはなかった。




「何か食べたい物はある？」

「えっと、特には……」

「そう」

　おかしい。車内で繰り広げられているのは、何の変哲もない会話。だけど、妙な違和感を覚えた心が、この雰囲気を怪訝に思っていた。

　私が濡れないように傘を差しながら、助手席のドアを開けて車の中にエスコートしてくれる。柔らかい口調や、優しい声。どれもいつもと変わらないはずなのに、さっきから理人さんの笑顔がどこか繕われたもののように見えるのだ。

「あの、待ち合わせって駅で合ってましたよね？」

　もしかしたら、自分でも気づかないうちに何かしてしまったのかと考えて、恐る恐る思い当たることを尋ねてみた。

「うん。でも急に雨が降ってきたし、仕事が早く終わったから会社の前で待ってたんだ。だけど……」

　前を向いたままの理人さんが、息を小さく吐いた。

「ごめんね」

　どこか自嘲気味に添えられた謝罪に、小首を傾げてしまう。今の話の中に謝罪をされるようなことはなかったし、もし謝るのなら迎えにきて貰った私の方だと思う。そんな思いを抱いて口を開こうとした時、理人さんが苦笑をこぼした。

「邪魔、したみたいだったから」

「え？」

　少しだけ冷たい声音で紡がれた言葉に、ある可能性が頭の中をよぎる。それを鵜呑みにしてしまうのは気が早いかと思ったけど、それでもどうしても訊かずにはいられなかった。

「それって……さっきの男の人のことですか？」

「……駅まで一緒に行くつもりだったよね？」

　繕われた笑顔すら消えた理人さんを見て、早急に事情を説明する必要があることを悟る。

「あのっ！　それはたまたまです！」

　身を乗り出してしまいそうになるのを、何とかグッと堪える。

「私が傘を持ってなくて途方に暮れてたら、たまたま会った先輩が駅まで傘に入れてくれようとしただけで、別に一緒に帰ろうとしてた訳じゃないですよ？」

　そこまで話した時、理人さんの表情が緩んだ気がした。さっき感じた可能性が確信に変わりつつある私は、思い切って疑問を言葉にしてみる。

「あの、もしかして……ヤキモチ、だったりしますか？」

　声に出した途端、急激に恥ずかしくなった。なんて図々しいことを訊いてしまったのだろうと、後悔が一気に押し寄せてくる。

　そんな中、スクランブル交差点の赤信号で車を停止させた理人さんは、バツが悪そうに表情を歪めた。

「……ごめん」

　ポツリと呟いて頭をハンドルに乗せた彼が、顔だけを私に向けて自嘲気味に笑う。

「瑠花が他の男の傘に入るのを見て……ムカついた」

　それは暗に、私の質問を肯定していた。拗ねた表情で私を見る理人さんがどうしようもないくらいに可愛くて、胸の奥がキュンと高鳴って今すぐに彼を抱き締めたくなった。

　もう、後戻りはできない。本気でそう思うくらい、理人さんのことが好き。

「本当に何もないですよ？」

「わかってるよ」

　ため息と苦笑が同時にこぼされ、秀麗な顔が悩ましげに歪んだ。

「でも……理不尽だと思うけど、瑠花を傘に入れた男に嫉妬したんだ……」

　不謹慎かもしれないけど、理人さんが嫉妬してくれたことを心底嬉しく思ってしまう。だけど――。

「嫉妬なんて、必要ないです」

　私は、理人さん以外の男性を見たりはしない。

「私が好きなのは……理人さんだけですから」

　恥ずかしさに耐えながら小さくこぼせば、彼がほんの一瞬面喰らったような顔をして、苦笑を浮かべた。

「敵わないな……」

　その言葉にキョトンとすると、理人さんが苦笑したまま続けた。

「嫉妬なんてする自分がなんだかバカみたいに思えて、そんな自分にムカついたりもしたけど……」

　彼でもそんな風に思うのかと、思わず目を小さく見開いてしまう。

「瑠花の言葉ひとつで嫉妬も悪くない、なんて思ってる自分がいる。瑠花には、本当に敵わないよ」

　幸せそうに笑う理人さんに胸がドキドキするけど、同時に少しだけ不満も芽生えた。

「理人さんがバカみたいだって言うなら、私は救いようのないバカです」

「え？」

「私なんて、いつも嫉妬してばかりなんですよ」

　今度は理人さんが目を見開いたけど、そんな彼を余所に一度口にしてしまった不満は止まらない。

「知ってますか？　待ち合わせ場所でも、レストランに行っても、理人さんは女の子達から見られてるんですよ！　ちょっとの時間だけでもそれだけ注目されるなら、会社ではもっと注目されてるに決まってるじゃないですか！」

　勝手に変な想像をしている自分自身に、心底呆れてしまう。

　だけど、私の知らないところで理人さんを見つめる女性がいることは、きっと間違いない。彼がどんなに私を好きだと言ってくれても、会えない時間にはそんなことを考えて不安でいっぱいになってしまう。子どもみたいな嫉妬がいつだって心の中で燻っている。自分のことをバカみたいだって思っているのは、私の方だ。

　信号が変わって、前の車が動き出す。理人さんもそれに倣ならうように、アクセルを踏んだ。その直後にこぼされたのは、小さなため息。子どもっぽい嫉妬をする私に、呆れてしまったのかもしれない。だって、自分でも呆れてしまうくらいなのだから……。

　不安を感じて俯こうとした時、左側から伸びてきた理人さんの手が私の頬に触れた。

「今日は、初めてふたりで行ったレストランで食事をするつもりだったんだ。でも、気が変わった」

「え？」

「悪いけど、ゆっくり食事をする余裕は持てそうにない。だから、このまま連れて帰るよ」

　焦れったそうに眉を寄せた理人さんは、言い終わるよりも早くアクセルをグッと踏み込んだ。

「え？　えっ、あの……」

　瞬きを繰り返す私を余所に、車は速度を上げていく。

　理人さんが何を考えているのかはわからないけど、彼に呆れられた訳じゃないみたいで、とりあえず胸を撫で下ろした。

　程なくして、理人さんはマンションの駐車場に車を停めたけど、そのやり方がどこか荒々しく感じた。

「降りて」

「あ、はい」

　いつものように助手席に廻ることなく告げた理人さんに、さっきとは異なる違和感を抱く。慌てて車から降りた私は、ドアマンの「おかえりなさいませ」の言葉に軽く頷いただけの彼にグイグイと手を引かれ、ワインレッドのマットが敷かれたエレベーターに乗った。

「え……っ……んっ……！」

　驚く暇もなく唇を塞がれたのは、エレベーターのドアが閉まる寸前のことだった。あまりにも突然のことに、瞼を閉じるのも忘れてしまう。

「っ、ん……り、ひとさっ……！」

　いつもの理人さんとは違う、どこか荒々しくて強引なキス。

　付き合ってからは会う度に何度もキスをしたけど、私の欲情を強引に呼び起こすようなキスはたぶん初めてだった。

「ん……っ、ぅん……はっ……」

　ただ、奪い尽くそうとするキスに恐怖心や嫌悪感はなくて、むしろその甘美な感覚に酔い痴れてしまう。何度も激しいキスを与えられてようやく唇が解放された時、私は自分の力だけで立つことができなくなっていた。

　いつの間にか壁に押しつけられていた私の体と、私を覆うように立っている理人さんの体がピッタリとくっついている。僅かな隙間すら失くすように私を押さえつける彼の瞳には、肉食獣の本能にも似た光が宿っている気がした。

　咄嗟に視線を逸らそうとすると、理人さんがそれを許さないとでも言うように私の顎を掴んだ。

「覚えておいて」

　逃げ場を失くして、彼を見つめることしかできない。

「俺は、瑠花が思っているほど、紳士じゃない」

　秀麗な顔には、僅かに焦燥が混じっている。

「瑠花の言葉ひとつで簡単に理性を崩す、ただの男なんだよ」

　低い声音で話しながら悩ましげな表情を見せた理人さんに、さっきのキスで熱を帯びていた体の芯がゾクリと疼いた。

　肩で息をする私の唇に、もう一度唇が落とされる。今度は、触れるだけのキス。離れていく唇に名残惜しさを感じていると、理人さんがクスリと笑った。

「そんな顔しないで。後で、もっとしてあげるから」

　物欲しげな顔をしていると暗に告げられて、頬がカァッと熱くなる。

「そんなつもりじゃ……」

　視線を泳がせた時、ちょうど私達の方に向けて設置されているカメラの存在に気づいて、目を大きく見開いた。私の視線に釣られるように振り返った理人さんも、その存在に気づいたみたい。

「あぁ、監視カメラか。監視してる人に見せつけちゃったね」

　だけど、彼は瞳を緩めて悪戯に微笑みながら、しれっと言い放った。




　程なくしてエレベーターのドアが開き、私は理人さんに支えられるようにして部屋の前に辿り着いた。その間も体の芯がゾクゾクと疼いているのは、きっと激しいキスのせい。部屋の中に入ってすぐに理人さんに抱き寄せられ、彼はその一瞬の間に手探りで電気を点けた。

「瑠花」

　腕の中に閉じ込められたまま俯いていると、顎を掴まれて顔を上げさせられた。その瞬間、視線が絡み合った。危ういほどの情欲を孕んだ瞳で見下ろされて、体の奥からどんどん熱が込み上げてくる。

「好きだよ、瑠花」

　告白された時と同じ台詞に、胸の奥がキュンと鳴く。その直後、吸い込まれそうなほどに秀麗な顔がゆっくりと近づいてきて、唇がそっと重なった。

　最初は、触れるだけのキス。理人さんはそれを堪能するように繰り返していたけど、次第に啄むようなキスに変わっていき、廊下にリップ音が響き始めた。チュッと音が鳴る度に、体内の熱が上昇していく。

　私と理人さんの体は、僅かな隙間すら許さないとでも言うようにピタリとくっついていた。甘いキスにうっとりとしながらも、少しずつ苦しくなっていく。ほんの一瞬唇が離れた隙に酸素を求めて口を開いたけど、その直後には理人さんの舌が差し込まれた。

「んっ、っ……」

　涙が込み上げてくるくらい苦しいはずなのに、気持ち良さが勝っていく。その両方が混ざり合って涙が溢れた時、ようやく唇が解放された。

「その顔、そそるね」

　理人さんを見つめていると、額にキスが落とされた。

「瑠花を、一秒だって離したくなくなるよ」

　切なげな彼の表情に、胸の奥が甘く軋む。

「だったら……離さないで……」

　震える声で呟くと、理人さんが目を見開いた。

「私だって……一秒も離れていたくないです」

　だって……私はまだ、理人さんのことをほとんど知らない。

「だから、絶対に離さないで」

　か細い声で懇願するように告げると、悩ましげな微笑みが返された。

「さっき言ったこと、もう忘れたの？」

「きゃっ……！」

　理人さんは言い終わるよりも早く私を抱き上げ、ベッドルームに入った。体が軽く跳ねてしまったくらい性急にベッドに降ろされた直後、彼が覆い被さってきた。

「瑠花は、俺を煽るのが上手いね。でも……あんまり俺を煽らない方がいいよ。瑠花の前では、いつだって余裕がないんだから」

　困ったように微笑む理人さんを煽っているつもりなんて、ちっともない。……だったらいっそ、全ての余裕を失くして欲しいと思う。

「じゃあ……余裕なんて失くしてください」

　だって――。

「私……理人さんと釣り合わないんじゃないかって、本当はいつも不安でいっぱいなんです。だから、理人さんと離れている時はなんだか恐くて……」

　私は幸せの中に潜む不安のせいで、いつだって余裕なんてない。

　私ばかり好きな気がして。私だけが不安な気がして。いつも、ほんの少しだけ悔しくなる。そんな気持ちを込めて理人さんを見つめれば、彼は私の気持ちを察するように小さく笑った。

「俺が自分の気持ちを伝えた時、瑠花は〝俺に釣り合うようなものは何もない〟って言ったね」

　いつもの優しい笑みが、どこか不安げに歪む。

「でも……そう思っているのは、俺の方だよ」

　真剣な声音に嘘じゃないことを悟って目を見開くと、理人さんがどこか自嘲気味にも見える微笑を浮かべた。そして――。

「瑠花は、俺には勿体ないくらい素敵だよ」

　言葉を失った私に、そんな台詞が落とされた。どう考えても理人さんの方がずっとずっと素敵なのに、私を見つめる彼の表情は本気でそう思ってくれていることをどんな言葉よりも雄弁に物語っていた。

「その辺の女性達からの視線なんて、俺にとってはどうでもいいことなんだよ。瑠花の心さえあれば、他の人の心なんて必要ないからね。それに……」

　理人さんの指先が、私の唇をそっと掠めた。そこから伝わる温もりに、なぜだか胸の奥がグッと熱くなった。

「俺が何に価値を感じるのかも、誰と一緒にいたいのかも、俺が自分で決める」

　真剣な表情は、どこか少しだけ怒っているようにも見える。

「だから、俺に釣り合わないなんて思わないで。そんなつまらないことは考えなくていいから」

　黙ったままの私の唇に、理人さんの唇が重なる。今日何度目かわからないキスは、とても温かかった。

「それに、本当に不安なのは俺の方だよ。いつか瑠花が離れていくんじゃないかって、いつも思ってる」

　自嘲気味な笑みを見せた理人さんに、胸がチクリと痛む。

「そんなの、私だって……」

「うん。でも……俺の不安は、瑠花のものとは少し違うと思うから」

　不安に揺れる瞳が、私を真っ直ぐ見つめる。

「何があっても、俺から離れないで」

　いつもの余裕の笑みを失くして呟いた理人さんは、まるで不安げな子どもみたいに見える。私の方が不安なはずだと思う気持ちは確かにあるのに、彼を全力で守ってあげたいと思った。

　半身を少しだけ起こして、理人さんの首にそっと腕を回す。そのまま彼の唇にキスをして、自嘲気味な笑みを見せた。

「こんなに好きなのに、離れられる訳ないじゃないですか」

　精一杯の想いを伝えるにはこんな言葉だけでは足りないけど、それでも理人さんにはちゃんと伝わったみたい。とびきり甘い笑顔を見せた彼に胸の奥がキュンキュンと鳴いて、私からも自然と笑みがこぼれる。

「ごめんね」

　程なくして、不意にこの雰囲気に不釣り合いな言葉が落とされた。

「今夜は寝かせてあげられそうにない」

　謝罪に込められた意味がわからなくて小首を傾げた私に、理人さんがごく自然にニッコリと微笑んだ。

「へ……？」

　自分に向けられた言葉の意味を理解する前にベッドに縫いつけられ、そのままあっという間に唇を塞がれた。

　忘れかけていた情欲が、徐々に蘇ってくる。次第に激しさを増すキスに酔い痴れていると、いつの間にかボタンが外されていたシャツの胸元から、理人さんの手が滑り込んできた。

「や……っ！」

　流れるような動作に驚きながらも体を跳ね上げる私に、満足げな笑みが落とされる。

「明日は休みだし、朝まで意識を飛ばさないように頑張ってね？」

　極上の笑みで紡がれた言葉は、その綺麗な表情とはあまりにも不釣り合いで、とてつもなく身の危険を感じる。不安と緊張で硬直した私を余所に、理人さんは心底楽しそうに笑った。




　それからは何度も頭の中が真っ白になるのを感じて、隈なく愛でられた体はすっかり力が入らなくなっていた。全身には理人さんのつけた痕が散らばっていて、その数は胸元だけでも数え切れない。

「やっ……も……む、りっ……！」

　同じような言葉を、もう何度吐いたのかわからない。

「……だから、そういう態度が俺を煽るんだよ」

　だけど、その度に返ってくるのは、どこか呆れ混じりの台詞。

「ちゃんと学習しないと。そのうち俺に壊されても知らないよ？」

　まるで私のせいだと言わんばかりに苦笑した理人さんに抗議すらできないまま、私はまた真っ白な快感の波に飲み込まれてしまった。




　眠ったのか眠っていないのか、よくわからない。ただ、朦もう朧ろうとした意識の中でも理人さんの腕に包まれていることだけは、何となくわかっていた。それを確かめたくて必死に瞼を開けると、優しく笑う彼の顔が視界を占めた。

「おはよう」

　返事をしたいのに、口を開く気力すらない。

「ごめん、本当に無理させ過ぎたみたいだ」

　鉛みたいに重い体にしたのが微笑している理人さんだってことを思い出して、本当は少しだけ怒りたくなったけど――。

「今日は、このままゆっくりしていようか」

　彼があまりにも幸せそうに笑うから、私も釣られてそっと小さな笑みを浮かべた後、再びゆっくりと瞼を閉じた。










Diamond,13　見えない本音




　真夏らしい気候が続いている、八月上旬の土曜日。理人さんと、二度目の夜に待ち合わせをしたレストランに来ていた。

「ブランコ？」

「はい。先月中旬に壊れたみたいで、使用禁止になってたんです」

　デザートまで堪能したところで、先週の日曜日に青空園に行った時のことを訊かれて、庭の遊具のことを話した。

「もうずいぶんと古い物だったらしくて、長い目で見れば修理するよりも新しい物に替えたいみたいなんです」

　先生達の話によれば、そんな希望が出てはいるものの、経済的に余裕がなくてまだ何の目処も立っていないみたい。

「子ども達がしょんぼりしてるのを見て、ついつい私が何とかできれば……なんて考えちゃって」

　遊具を購入するためにどれくらいの費用がかかるのかなんて知らないけど、普通のＯＬに何とかできる額ではないのは重々わかっている。それでも、ブランコが使えないことで悲しんでいる子ども達を見て、ついそんな図々しいことを考えてしまったのだ。

「瑠花は、いつも一生懸命だね」

「え？」

　小首を傾げると、理人さんが優しく破顔した。

「子ども達のことをすごく大切に思っているし、子ども達のために何かしたいって気持ちがすごく伝わってくる」

「でも、気持ちだけじゃ――」

「瑠花のその気持ちで笑顔になっている子は、きっとたくさんいるよ」

　気持ちだけではどうにもならないと言おうとした私の言葉を、理人さんは柔らかい笑みで遮った。どう考えても私の自己満足にしか過ぎない思いなのに、優しい言葉をかけて貰えたことがとても嬉しかった。

「お世辞でも嬉しいです」

「残念ながら、俺はお世辞は言わない性た質ちなんだ。それとも、瑠花は俺の言うことが信じられない？」

　悪戯っぽく微笑む理人さんに、思わずクスッと笑ってしまう。

「信じます」

　きっぱりと言うと、彼がどこか安堵混じりの笑みをこぼした。

　それから少しだけ他愛のない話をした後、理人さんが腕時計に視線を落とした。

「そろそろ出ようか」

「そうですね」

　ウェイターに合図をしながら立ち上がった理人さんは、またいつの間にか支払いを済ませてくれていた。




　車に乗ってすぐにこれからどうするのかを尋ねようとすると、それよりも先に理人さんが口を開いた。

「今日、泊まっていくよね？」

「え？」

「だって、明日は休みだし」

　運転中の理人さんの横顔を、思わず眉を寄せて見てしまう。

「そんなに警戒しなくても、今日はこの間みたいなことはしないから」

「……本当ですか？」

「信用されてないね、俺」

　理人さんは苦笑したけど、私にとっては笑いごとじゃない。

「だって……」

　初めて彼に抱かれたあの翌日、私は自力で歩くのが難しいくらいフラフラだった。それなのに――その日も更に理人さんに抱かれて、それから数日間は普段は使わない筋肉達の痛みに悩まされ続けたのだ。

　先月の経験のせいで戸惑いを隠せずにいると、赤信号でブレーキを踏んだ彼が私を見てフッと笑った。

「瑠花に拒否権はないけどね」

　サラリと言い放った理人さんに、唇を小さく尖らせる。

「そういう言い方は、ずるいと思います……」

「そう？」

「私が拒否できないこと、わかってますよね？」

「そんなことないよ。どうすれば瑠花と一緒にいられるのかわからなくて、いつも瑠花のことばかり考えてる」

　疑いの眼差しを向けたいのに、甘い台詞に心が簡単に手なずけられてしまう。胸の奥がキュンと鳴いたのを感じながら、本当は一緒に過ごせるのがとても嬉しいってことを、後でちゃんと伝えようと思った。




　一旦家に連れて帰って貰って支度をした後、理人さんのマンションに向かった。マンションに着くと、お風呂を借りて、私が先に入った。せめて後で入らせて貰おうと試みたけど、またしても上手く言い包められてしまったのだ。

「ねぇ、瑠花」

　リビングのガラス越しにキラキラと光る街を見下ろしていると、隣にいる理人さんが瞳を緩めた。相変わらず綺麗な表情に見惚れていると、彼は小さく笑った。

「いい加減、敬語はやめない？　それと……」

　目を小さく見開いた私の耳元に、理人さんが唇を寄せてくる。

「そろそろ、〝理人〟って呼んでくれると嬉しいんだけど」

　低く甘くねだる声に、心臓が大きく跳ね上がった。

「で、でも……」

　頬に集まる熱は、お風呂上がりのせいにしたい。

「ん？」

　だけど、どこか悪戯に微笑む理人さんは、その理由なんてお見通しに違いない。

「もう、癖になっちゃってるって言うか……」

　俯きがちにしどろもどろに話す私に、彼がクスッと笑った。

「じゃあ、敬語はいいから、名前は呼べるようになって」

「えっと……」

　顔を覗き込まれて、つい逃げるように視線を泳がせてしまう。理人さんのことを呼び捨てにするなんて、心臓が持たないかもしれない。

「それも難しい？」

　すぐに答えを出せなくて戸惑っていると、彼が眉を寄せて笑った。その表情はやっぱり秀麗で、ますますたじろいでしまう。何とか視線を落ち着かせ、ゆっくりと口を開いた。

「難しいって言うよりも、恥ずかしいです……」

　さっきからドキドキと騒ぎ出していた心臓が、理人さんに真っ直ぐ見つめられたことによって更に落ち着きを失くす。

「じゃあ、練習してみようか」

　そんな私に、彼は優しい笑みで思いついたように言った。

「えっ？」

「おいで」

　ソファーに腰かけた理人さんが、私に手を差し延べる。

「はい……」

　何とも魅力的な誘いにドキドキしながらも悩むことなく歩み寄ると、彼は私の手首をスッと掴み、もう片方の手を腰に添えて抱き寄せた。あまりにも自然な振る舞いについ見入っていた私は、気がつけば理人さんの膝の上に乗っていた。

「あっ、あのっ……！」

「ダメだよ」

　慌てて理人さんの膝の上から降りようとした私の体を、彼が逃がさないとでも言うようにギュッと抱き締めた。

「いい子だから大人しくして？」

　子どもを窘めるような台詞を、甘い笑顔と一緒に与えられた。

　単純な私は、戸惑いながらもつい素直に従ってしまう。すると、理人さんは満足げな微笑みを浮かべて、私の額に触れるだけのキスをした。

「とりあえず呼んでみて、俺の名前」

　ドキドキを通り越してバクバクと鳴っている心臓のせいで、口を開く準備すらできない。

「顔、真っ赤だよ。そんなに緊張する？」

　そんな私を見ている理人さんが、心底楽しそうにクスクスと笑った。

「あ、あたりまえじゃないですかっ……！」

　私だけ緊張していることも。私ばかり振り回されてしまっていることも。惚れた弱みだってわかっているけど、なんだかとても悔しい。

　そんな気持ちで理人さんを見ると、彼が困ったように微笑んだ。

「そんな顔しないで。別にいじめるつもりはないんだから」

　嘘だ……。

　私をからかって楽しんでいることはわかっているのに、今度はこめかみに落とされたキスにほだされてしまう。

「ほら、瑠花。理人、って呼んでみて？」

　耳元で囁かれた私の頬に、更に熱が集まる。それでも甘いおねだりに心を揺さぶられ、震えそうになる唇をゆっくりと動かした。

「り……ひ、と……」

「二十点」

「え？」

　採点制になっていることに驚いて瞬きをすると、理人さんがニッコリと微笑んだ。

「はい、次は頑張って。ちなみに、合格は八十点以上だから」

「は、八十点……？」

　拒否権を与えてはくれない極上の笑みに、タジタジになる。

「ほら、瑠花」

「り……っ、り、理人っ……！」

　これは、さすがに合格だと思っていたのに――。

「五十点」

　綺麗な笑みを浮かべる理人さんは、まだ不満があるみたい。

「えっ!?」

「俺の採点は厳しいよ？」

　どこか得意気な理人さんが、悪戯っ子みたいに笑った。

　ずるい、と思う。それなのに、理人さんがあまりにも楽しそうに笑っているから、唇を尖らせることすらできなくなってしまう。

「り……」

　ゆっくりと深呼吸をしてから彼を見れば、優しい笑みが返された。

「理人……」

　何とか小さく呟くと、真っ赤だった頬がもっと熱くなるのがわかった。

　目を合わせているのがとてつもなく恥ずかしくて、咄嗟に視線を逸らそうとしたけど、理人さんがあまりにも幸せそうに微笑んだせいで、そのタイミングを完全に見失ってしまった。

「おまけで、八十点にしてあげるよ」

　無邪気な笑顔に、胸の奥がキュンと締めつけられる。

　そんな顔がもっと見たくて、私はただその一心で再び口を開いた。

「理人……」

　震えそうな声で呟くように名前を紡ぐと、私を見つめる綺麗な瞳が小さく見開かれた。だけど、理人さんはすぐにいつもの柔らかい笑みを浮かべた。

「うん」

　どんな言葉よりも雄弁に幸せだと語る微笑みを向けて貰えることがただただ嬉しくて、込み上げてくる幸せを噛み締めるように彼の首にギュッとしがみつく。

「理人」

「うん、何？」

　その質問の答えは、たったひとつだけ。

「好き……」

　理人さんの耳元で精一杯の想いを伝えると、彼の横顔がどこか困ったように苦笑をこぼした。

「今のは百二十点をあげたいところだけど、そんなに俺を煽ってどうするの？」

　上品なシャンプーの香りが、私をフワリと包む。力強い腕に抱き締められた体は、理人さんとの隙間を失くすようにピタリとくっついていた。

　もっと、近くにいたい。ふたりを隔てる布すらももどかしく感じてしまうほど、心と体が理人さんを求めている。彼はそんな私の気持ちを見透かすように笑って、唇をそっと重ねてきた。

「瑠花は、やっぱり俺を煽るのが上手いね」

　理人さんの瞳には、情欲の炎が宿っている。静かに、だけどその中に隠された激しさに、体がゾクリと疼いて――どちらからともなく、また触れるだけのキスをした。

　それから唇を食むようなキスを何度か交わした後、僅かな唇の隙間から熱を帯びた舌が侵入してきた。

「ん、っ……」

　小さく漏れた私の声を合図に、バスローブの胸元から理人さんの手が侵入してきた。柔らかい肌触りとは違うその感触に、意図せず体が跳ね上がる。

　初めてこの部屋に泊まった翌朝、このバスローブは理人さんが私のために用意しておいてくれた物だと知って、とても嬉しかった。私には敷居の高いブランドの物だけど、彼が愛用している物とお揃いだと気づいた時にはもっと嬉しくなった。

「……他のことを考えているなんてずいぶん余裕だね？」

「えっ？　あ……っ！」

　唇を離して不満げな顔をした理人さんに小首を傾げると、彼が空いた方の手で背中を撫でた。ゆっくりとしたその動きに、思わず背筋が伸びて体が強張ってしまう。

「俺は瑠花のことで頭がいっぱいなのに、瑠花は違うみたいだね」

　不満の色を帯びた声音に、何か良くない予感が頭の中をよぎる。それは的中しているようで、理人さんがニッコリと笑った。

「それとも、他のことを考える余裕がなくなるくらい激しくして欲しい、ってことかな？」

「なっ……!?」

　意地悪な笑みを浮かべた理人さんが、私の体を軽々と抱えて立ち上がった。

「違います！　そんなつもりじゃっ……！」

　慌てて否定する私を余所に、彼は夜景が広がるガラスの前に行った。

　ガラスを背にして降ろされた私は、嬉々とした表情の理人さんを前に嫌な予感しか抱けない。そんな私のバスローブの紐が、彼の手によってハラリと解かれた。スルリと肩から脱がされたバスローブが床に落ちて、下着すら着けていない体が露出する。

「あっ……！」

「今日は、何も着けてないんだ」

　咄嗟に体を隠そうとした両手は頭の上でひとまとめにされてしまい、せめてもの抵抗で俯くことしかできなかった。

　昼間と変わらない明るさを放つ、リビングの照明。背中のガラス一枚を隔てた向こう側に広がっている、宝石箱のような夜景。顔を逸らしていても突き刺さるように感じる、理人さんの視線。それらは、瞬く間に私の羞恥心を煽った。

「見ないでっ……！　お願い……」

　あまりの恥ずかしさに発した声がか細く震えて、涙が込み上げてきそうになる。同時に、さっきよりも顔が真っ赤になるのがわかった。

「どうして？」

　理由をわかっているくせに楽しげな声で訊く理人さんは、やっぱりとてつもなく意地悪だと思う。ただただ恥ずかしくて唇をキュッと噛み締めながら俯いたままでいると、彼が空いた手で私の顎を掴んで顔を上げさせた。

　いつものように柔らかく緩められた瞳の奥には、いつもとは違う情欲の光が宿っている。まるで標本にされた蝶ような私をガラスに縫い止めているのは、雄の本能を孕んだ視線を向ける理人さんの手。

「こんなに綺麗なんだから、隠すことなんてないよ」

「でも、他の男には隠してね」なんて甘い囁きが、耳元でつけ足された瞬間――。

「ぁ……っ……！」

　そこから下半身に向かって、ゾクリとした感覚が走り抜けた。

　理人さんの指先が、私の体のラインをゆっくりとなぞる。吐息混じりの甘い声が漏れ、僅かに涙が浮かんだ瞳で彼を見つめた。

「お願いします、ベッドに……」

　抵抗できないことを悟った私は、せめてものお願いを口にする。視線を逸らしてしまいたいのを堪えながら理人さんを見つめていると、程なくして彼が眉を寄せて笑った。

「仕方ないね」

　ため息混じりの言葉にホッとした直後、耳元で続きが紡がれた。

「でも、許してあげるのは今日だけだよ？　もしまた他のことを考えていたら、今度はこのまま抱くから」

　意地悪な理人さんに抗議をする暇もなく抱き上げられ、どこか忙しなくベッドルームに運ばれる。

　そして、体が溶けてしまいそうなほど、甘い夜を明かした。




　翌朝、目を覚ました私の視界に最初に入ってきたのは、理人さんの綺麗な寝顔。初めて見ることができた表情はとても無防備で、言葉にはできないほどの愛おしさが込み上げてきた。

　腕枕をしてくれている理人さんを起こさないように、ほんの少しだけ体を起こす。長い睫毛に見惚れながら、指先を滑らかな頬にそっと這わせた。理人さんが目を覚まさないのをいいことに、今度は髪にも触れてみる。

　そうしているうちに胸いっぱいに広がる愛情を押さえ込むことができなくなって、心臓がドキドキと高鳴るのを感じながらゆっくりと顔を近づけた。綺麗な唇に落としたのは、ほんの微かに触れるだけのキス。その瞬間――。

「んんっ……!?」

　頭を押さえられて、離そうとしていた唇が強く重なった。ゆっくりと唇を食むような動きから舌が侵入してきて、次第に深いキスになっていく。

「ん……っ、んぅ……」

　息が少しだけ苦しくなった頃、ようやく唇が解放された。

「おはよう、瑠花」

　意味深な笑みを浮かべる理人さんに、頬がカァッと熱くなる。

「ずいぶんと大胆な起こし方をしてくれるんだね。もしかして、朝から俺が欲しくなった？」

　寝込みを襲ったことも、それを知られてしまったことも、彼の言葉も、どうしようもなく恥ずかしくて堪らない。真っ赤になった頬を隠すように俯くと、理人さんがクスッと笑って私の体をギュッと抱き締めた。

「冗談だよ」

　喉の奥でククッと笑った彼が、どこか悩ましげな吐息をこぼした。

「まぁ、俺は瑠花が欲しくなったけどね」

　腕の中に私を閉じ込めて、耳元で甘い台詞を囁く。そんな理人さんに、胸の奥がキュンキュンと鳴いた。

「でも、このままだとまたこの前みたいなことになりそうだから、今は我慢するよ。とりあえず、朝食でも食べにいこうか？」

　この間のことを思い出してますます真っ赤になってしまうと、彼がどこか楽しげに破顔しながらベッドから出た。その瞬間、目の前に惜し気もなく曝け出された一糸纏わぬ姿のせいで目のやり場に困る。理人さんは、そんな私の気持ちを見透かすようにクスリと笑って、バスローブを羽織った。




「朝食なら、私が作りましょうか？」

　そんな提案をしたのは、私もバスローブを羽織ってリビングに行った直後のことだった。いつもふたりで行くレストランのようなオシャレで上品な料理は作れないけど、普段から自炊をしているから簡単な朝食くらいなら作ることはできる。控えめに訊きながらも、その気持ちはとても安易なものだった。

「本当に？」

　だけど、とても嬉しそうに期待に満ちた表情を浮かべた理人さんを見て、軽々しく提案してしまったことを後悔しそうになる。

「あの、そんなに大した物は作れませんよ？　本当に簡単な物でもいいなら……」

　たじろいだ私に、彼は柔らかく微笑みながら大きく頷いた。

「えっと……じゃあ、キッチンをお借りしますね」

「うん」

　理人さんに一言断ってから対面式のキッチンに行って大きな冷蔵庫を開けたけど、そこにはミネラルウォーターとワインに合うようなおつまみ、その横にはワインセラーしかなかった。

「ごめん、瑠花」

　絶句していると、カウンターの向こうにいる彼が苦笑した。

「よく考えたら、この家には何もないんだ」

「料理しないんですか？」

「自慢じゃないけど、カップラーメンくらいしか作れなくてね。そういえば、まともにキッチンを使った記憶がないな」

　前半は私に、後半はひとりごとのように呟かれた言葉に唖然としつつも、綺麗過ぎるキッチンを見ればそれも納得できた。

「やっぱり食べにいきますか？　さすがに、材料がないと作れませんし……」

　本当は、理人さんにはいつもご馳走して貰ってばかりだから、ささやかだけどお礼のつもりでもあった。それでも、ここまで材料がないと何も作れない。

　残念な気持ちと、期待に満ちた眼差しから解放された安堵感。そのふたつを抱きながら返事を待っていると、真剣な表情で考え込んでいた理人さんがニッコリと笑った。

「いや、材料を買いにいこう」

「え？」

「この時間なら、もうスーパーも開いてるだろうし」

「でも、今から材料を買いにいって作ると、お昼頃になっちゃいますよ？」

　困惑しながら理人さんを見つめると、彼がフワリと微笑んだ。

「俺はどこかの店のモーニングより、瑠花の手料理が食べたいんだ。だから、そのためならいくらでも待つよ」

　そんな風に言われてしまったら、もう選択肢はひとつしかない。

「あんまり期待しないでくださいね」

「それは難しいお願いだね」

　眉を下げて微笑むと、理人さんが悪戯な笑みを浮かべた。再び期待に満ちた表情に戻った彼に、少しだけ不安になってしまう。

「とりあえず、準備をしようか」

　だけど、こうなった以上は覚悟を決めるしかないと考えて頷き、脱衣所を借りて服を着替えてから簡単にメイクを施した。

　それから、先に準備ができていた理人さんと玄関に行った時、ふと気になったことを口にした。

「あの……今まで、料理を作ってくれる人とかはいなかったんですか？」

　あくまで、さりげなく訊いたつもりだった。だけど、理人さんにはやっぱり見透かされてしまったみたい。

「気になる？」

「え……」

　含みのある意地悪な笑顔を向けられて言葉に詰まると、程なくして理人さんがクスリと笑った。

「いないよ、そんな人」

　ホッとした私に、彼はフッと微笑んだ。

「この家に来たことがある女の子は、瑠花だけだよ」

「本当ですか？」

「うん」

　目を見開いた私の胸の中を、甘い喜びが占める。

「まぁ正確には、料理は時々遊びにくる英二が作ったりもしてたけどね」

　からかうように言いながら笑う理人さんを見て、私からも自然と笑みがこぼれていた。

「そんなに嬉しそうにされると、今すぐに襲いたくなる」

　耳元で落とされた低い声音に頬がカァッと熱くなった直後、唇に優しいキスが降ってきた。

「瑠花の手料理がなかったら、このままベッドに戻りたいんだけど……」

　理人さんは悪戯に微笑んで、私の頬にもキスを落とした。

「それは、帰ってからのお楽しみだね」

　ドキドキと騒ぐ心臓から運ばれる血液には、とびきり甘い成分でも入っているのかもしれない。胸の奥がキュンキュンと鳴いて、体中が幸せに包まれていった。

「行こうか」

　理人さんに手を引かれて頷いた私は、ドキドキと騒いだままの心臓を隠すように俯く。すると、彼はいつものようにクッと笑った。




「あ、貴島様」

　いつものドアマンの声が届いたのは、エレベーターを降りてすぐのことだった。彼が、このマンションのドアマン兼コンシェルジュだと知ったのは、最近のこと。恐らく三十代前半のこのドアマンとはここに来る度に顔を合わせていたけど、彼が理人さんの名前を口にするのを聞いたのは今日が初めてだった。

「今、お部屋の方にご連絡を差し上げたのですが、間ま宮みや様という方が――」

「貴島さん？」

　ドアマンが説明を終えるのを待たずに、今度は綺麗な声が飛んできた。

　声の主は、きっとロビーに置かれたソファーに腰かけている女性。エレガントな白いソファーとガラステーブルがよく似合う、綺麗な女性だった。

　私達の方に向かって歩いてくる女性は理人さんの知り合いなのだろうけど、隣を見上げると目が合った彼はどこかバツの悪そうな顔をしていた。その瞬間、心の中によぎったのは僅かな不安。まだ生まれたばかりのそれは小さいけど、しっかりとした存在感を主張していた。

「あら、ごめんなさい。もしかしてお邪魔しちゃったかしら？」

　嫌味のない言い方だったけど、理人さんとこの女性の間に何かあるのは瞭然で、何となくこの場にいてはいけない気がした。

「間宮さ――」

「私、間宮 麗れいと申します。貴島さんには、公私ともにとてもお世話になっているんです」

　間宮さんは理人さんの言葉を遮り、とても上品な笑みを浮かべた。

「荻原瑠花です」

　戸惑いながらも笑顔を見せて会釈をした私に、綺麗なネイルが施された手が差し出される。その手を怖ず怖ずと両手で握ると、間宮さんがクスッと笑った。

「とても可愛らしい方ね、貴島さん」

　理人さんは何とも言えない表情を浮かべ、私に笑みを向けた。

「瑠花、悪いけど先に車に――」

「麗お嬢様！」

　明らかに繕われた笑顔に嫌な予感を抱いた時、低い声が飛んできた。思わず声がした方に視線を向けると、ふたりの男性がロビーに入ってきた。

「申し訳ございません、専務」

　そして、今度は間宮さんの名前を呼んだ時のものとは違う声で、丁寧な謝罪の言葉が紡がれた。

〝麗お嬢様〟が、間宮さんのことだっていうのはわかる。

　じゃあ、〝専務〟は……？

　間宮さんのことだとしても、とりあえず辻褄は合うだろう。だけど、今の状況では理人さんのことだと考える方が理屈が通る。頭の中に浮かぶ疑問符を解きたくて隣を見ると、彼は眉を寄せて険しい表情をしていた。

「相模さがみ……」

「申し訳ありません」

　理人さんに相模と呼ばれた男性は、私と目が合うとハッとしたように目を見開いて口を噤んだ。明らかに私を意識した態度に、戸惑いを隠せない。

「あの、理人さん……？」

　状況が把握できなくて不安を抱いていると、理人さんが小さなため息をついた。

「専務、って……？　誰のことなんですか？」

　戸惑いと驚きを表情に出したまま問いかけると、間宮さんが目を小さく見開いた。

「もしかして、瑠花さんはご存知ないのかしら？」

「間宮さん、ちょっと待っ――」

「『Edelsteinエーデルシュタイン』って会社は、ご存知？　貴島さんはそちらの御子息で、今は専務なのよ」

　間宮さんは理人さんの言葉を遮って、目を見開いていた私の疑問を解いてくれた。それなのに――。

「え……？」

　私の頭の中では、さっきよりも増えた疑問符が飛び交っている。

「瑠花、俺の話を聞いて」

　理人さんはそんな私の気持ちを察するように言ったけど、混乱する頭が彼の話を聞く段階まで辿り着いてくれない。

「麗お嬢様……」

「あら、何しに来たの？　甲か斐い」

　甲斐と呼ばれた男性は、間宮さんを〝お嬢様〟と呼んでいることを考えれば、彼女の世話役のような人なのかもしれない。私にはあまりにも縁がなさ過ぎてどうしてもピンとこないし、そもそも今はそれどころじゃないのに……間宮さんならそんな人がそばにいても違和感がない、なんて思った。

「瑠花、とにかく一度部屋に戻ろう？」

　そんなことを考える余裕はあるのに、理人さんの言葉は耳を擦り抜けていった。

「間宮さん、申し訳ありませんが今日のところはお引き取りください」

　丁寧過ぎる口調で対応する彼が、なんだか別人みたい。

「相模、後は頼む」

　理人さんは言い終わるよりも早く、私の肩を抱き寄せようとした。だけど――。

「触らないでっ……！」

　立ち尽くしていた私は、咄嗟にその手を振り払ってしまった。無意識の行動だったけど、自分が取った態度に驚いて目を大きく見開く。それは理人さんも同じだったみたいで、彼は驚きのあまり言葉を失っているように見えた。

「あの……っ、ご……ごめんなさい……」

　震える声でこぼした謝罪は、一瞬で大理石の床に吸い取られた。

　状況を把握できないながらも、ちゃんと話をしたいと思っている。

「瑠花……」

　それなのに、眉を寄せて表情を歪める理人さんに、どうすればいいのかわからなくなってしまった。それでも、思考を必死に働かせて何とか口を開く。

「どうして……黙ってたんですか……？」

『Edelstein』がどんな会社なのかなんて企業関連の話題に疎いからわからないけど、それでも〝御曹司〟で〝専務〟という肩書きを持つ理人さんは、本来なら私なんかの手に届くような男性じゃないはず。

「ごめん……」

　短く落とされた謝罪は、何に対してのものなのかわからない。

「でも、今からちゃんと話すから」

　理人さんにやましいことがあるとは思えないし、何かしらの事情があるのかもしれない。だから、彼自身の口から紡がれる真実を、今すぐに聞きたいと思う。

　だけど……その反面、理人さんのことを知るのが恐くなっていた。だって――御曹司や専務であることを隠すことに、何のメリットがあったのかがまったくわからない。

　私には知られたくなかった、とか？

　でも、どうして……？　私に知られちゃいけなかった？

　頭の中をグルグルと駆け巡るのは、良くない考えばかり。

〝最初からすぐに別れるつもりだった〟から……？

　それから程なくして浮かんだ解釈は、不安を大きくした。

　信じたい……。信じなきゃ。

　頭では、そんなことを思う。

　それなのに、理人さんへの不信感が深い鈍色の闇となって心を覆い尽くす。その瞬間、涙が溢れ出した。

「瑠花……」

　私のことを好きだと言ってくれたのと同じ声で呼ばれた名前に、胸の奥がキュッと締めつけられる。今の気持ちを上手く言葉にすることなんてできないけど、こんなにも心が痛む理由だけはすぐにわかってしまった。

「あっ……私……」

　私には不釣り合いなくらい素敵な理人さんが、本当に手の届かないような男性だったことなんかよりも……。それを、たった今会ったばかりの女性の口から、簡単に聞かされたことなんかよりも……。自分のことを頑なに隠していた理人さんの気持ちが、たった一瞬でわからなくなってしまったこと――それが、何よりも苦しくて何よりも悲しかった。

　いつか理人さんの口から全てを聞ける時まで、彼のことをできるだけ詮索しないようにしていた。

　気になることも、訊きたいことも、本当は数え切れないほどあったけど……。理人さんの気持ちを信じて、その時をじっと待とうと決めていた。それなのに――。

「……っ、もう……わからない、です……」

　その決意を抱いた頃の気持ちを、今は上手く思い出せない。

　だから、今は何を聞いても、きっと信じることなんてできない。

「瑠花さん、あのね――」

「ごめんなさい」

　間宮さんの言葉を小さく遮って、言い終わるよりも早く走り出した。

「瑠花っ……！」

　だけど、その直後には手首を掴まれてしまった。

「瑠花、話を……」

「今は無理です……っ！」

　頭の中が整理できなくて、理人さんの言葉を受け入れるだけの余裕がない。彼を見上げれば、目の前の顔が苦しげに歪んでいた。

「お願いだから……離して」

　それでも、今は躊躇うことすらなく震える声で懇願すると、名残惜しげにゆっくりと手首が解放された。理人さんの体温に包まれていた場所から、熱が奪われていく。

「少し、時間をください……」

　私はもう、それを言うだけで精一杯だった。

　とにかく、その場を離れることしか頭になくて……。間宮さん達に頭を下げ、再び逃げるように走り出してマンションを後にした。




　大通りに出て、すぐにタクシーを拾った。いつもなら電車を使うけど、今はとても人前に出られるような状態じゃないから。私の顔を見た運転手は怪訝な表情をしたけど、行き先を告げると何も言わずに車を走らせた。

　理人さんの手を振り払ったのは私なのに、彼が追いかけてきてくれなかったことが悲しい。だけどその反面、どこか安堵している私がいた。

『好きだよ、瑠花』

　優しい声でそう言ってくれた理人さんの気持ちは、決して嘘なんかじゃない。それは、わかっているつもりなのに……。疑心暗鬼になってしまって、どうしても今までみたいには思えない。

　理人さんの本音が見えないことが、ただただ苦しかった。










Diamond,14　降り注ぐ涙雨




　総務部がある、フロアの一角。いつもと何も変わらないそこで、がむしゃらに仕事をこなしていく。

　そんな状態が三日も続いた頃、榊原課長から思ってもみない言葉が飛んできた。

「荻原、そろそろ休憩に入ったらどうだ？」

　他のフロアから戻ってきた課長は、私のデスクの前で足を止めた。

「平気です」

「適度に休憩を入れないと、仕事の効率が落ちるぞ。この辺りで休憩を入れておけ」

「じゃあ、これが終わったら入れます」

　榊原課長は少しだけ不満げな顔をしながらも小さく頷き、大量の資料ファイルを積み上げた自身のデスクに戻った。

　程なくして休憩に入ろうとすると、榊原課長がさゆりにも休憩を取るように告げた。

「で、何があったの？　先に言っておくけど、『別に何もないよ』なんて言われても信じないからね」

　一昨日と昨日に有休を取っていた彼女は、今朝出勤してすぐに私を見てからずっと怪訝な顔をしていたから、休憩室でコーヒーに口をつけた直後に飛んできた問いは予想通りのものだった。

「色々あったの」

「色々って？」

「まだ、よくわからないんだ……」

　さゆりは小さなため息を漏らした後で、苦笑をこぼした。

「とりあえず、理人さん絡みってことは間違いないみたいね。でも、私の記憶が正しければ、先週の瑠花は幸せオーラを振り撒いてたと思うんだけど」

　思わず苦笑いを浮かべてしまったのは、確かに先週末は理人さんに会える喜びでいっぱいで頬が緩みっ放しだったから。

「喧嘩でもした？」

「ううん」

「じゃあ、どうしたの？　言いたくないなら無理には訊かないけど、明らかに変だし。何なら、今夜飲みにいく？」

　気を取り直したように笑ったさゆりに、首を小さく横に振る。

「ごめん……。そういう気分にはなれなくて……」

「そう」

　こんなに心配してくれているのだから、ちゃんと話すべきだと思う。さゆりに相談すればきっと冷静に的確な助言をしてくれるだろうけど、自分自身がまだ頭の中を整理できていなくてその段階にまで辿り着けない。

「ねぇ、さゆり……」

　それでもひとつだけ訊きたいことがあって口を開けば、彼女が優しい笑みを見せた。

「何？」

　その表情がほんの一瞬だけ理人さんと重なって、酷く締めつけられて苦しくなった胸の奥がミシミシと軋むように痛んだ。

「『Edelstein』って会社、って知ってる？」

「エーデルシュタイン？」

　小首を傾げたさゆりに頷くと、彼女が考え込むように眉を寄せた。

「そういえば、どこかで聞いたような……。えーっと、どこで聞いたんだっけ……」

　さゆりは眉間にシワを刻んだままブツブツと呟いた後、ハッとしたように私を見た。

「思い出した！　この間の接待で出てた会社名だわ！」

　再び眉を寄せた彼女が、記憶を手繰り寄せるような表情を見せる。

「たしか、元々はジュエリーブランドを基盤に展開していって、今度はブライダル方面にも展開する、とか言ってたような……。今、結構注目されてる会社みたいで、この間の接待の時にチラッと話が出てたのよ」

　すっきりとした表情を見せたさゆりが、また小首を傾げた。

「で、それがどうかしたの？」

　一瞬だけ悩んだ後で、彼女の瞳を真っ直ぐ見つめる。

「理人さん、そこの専務で……。もっと言うと、御曹司だったの……」

　周囲には誰もいないけど、何となく声のトーンを落とした。

「……は？」

　それからたっぷりの沈黙を経て落ちたのは、さゆりらしくないマヌケな声。それでも、彼女は私の表情を見て察したみたい。

「冗談……じゃないみたいね。じゃあ、瑠花が変なのはそれが発覚したのが原因ってこと？」

　無言のまま、コクリと小さく頷く。

　あの日から心を独占している不安は、ますます膨れ上がっているのだ。

「詳しいことはよくわからないけど、どうしてそんなに落ち込んでるのよ？　そりゃまぁ、瑠花は『玉の輿よ！』なんて両もろ手てを挙げて喜ぶタイプじゃないだろうけど、そんなに暗い顔をするほどのことじゃないでしょ？」

「なんだか、色々考えちゃって……」

　あっけらかんと言って退けたさゆりを羨ましく思いつつ、ため息混じりにぬるくなったコーヒーを一口飲んだ。




　普段からの立ち居振る舞いや持ち物、そして住んでいるマンション。それらを見れば、理人さんがそれなりの地位の人だってことは、さすがに気づかない訳がない。現に、専務だということを聞いた時も、御曹司だと理解した後も、彼なら納得できると素直に頷けたくらいだった。

　だけど……腑に落ちないのは、理人さんがそれらを頑なに隠していた理由。あの日の雰囲気から〝黙っていた〟のではなく〝隠していた〟と感じてしまって、必然的に良くない想像ばかりが駆け巡る。

　その結果として、最初から私とはすぐに別れるつもりだったんじゃないかと、そんな風にまで考えるようになっていた。

　それに……理人さんと間宮さんの間には、ただならぬ空気を感じた。そんなふたりの関係も気になって、想像はもちろん変な方向へと走ってしまう。〝お嬢様〟と呼ばれていた綺麗な間宮さんと、御曹司で秀麗な理人さん。私の安直な思考は、どう見てもお似合いなふたりを婚約者という関係にしてしまうのだ……。




「バカね」

　結局、抱いている不安を言葉にすることでほとんどの事情を説明してしまった私に、さゆりは呆れたように眉を寄せた。

「不安になる気持ちはわかるわよ。でも、理人さんが自分のことを隠してた理由も、その女性との関係も、結局は本人に訊くしかないでしょ」

「そうだよね」

「前にも言ったけど、私は瑠花の味方よ。だから、ひとりで勝手に変な想像ばかりしてないで、ちゃんと本人に理由を訊いてきなさい」

　さゆりは優しく微笑むと、壁かけ時計を確認して休憩室を出た。

「それにしても、瑠花から理人さんの話を聞いてただ者じゃないとは思ってたけど、まさか御曹司だったとはねぇ……」

　隣を歩く彼女のそんな呟きを聞きながら、小さな笑みを浮かべる。

「さゆり、ありがとう」

「お礼はいいから、早く元気になってね？」

　柔らかい笑みを返してくれたさゆりに、不安を隠しながら頷いた。

　相変わらず腑に落ちないままだし、不安も消えていない。ただ、今日こそはちゃんと理人さんと話そうと、心に決めた。

　あの日の夜から毎日かかってきている電話にずっと出られずにいたけど、このままの状態が良くないのは言うまでもないし、不安だけどちゃんと話を聞きたい。それに何よりも、今は理人さんに少しでも早く会いたいと思うから……。




　高層ビルが立ち並ぶオフィス街の中で、ひと際綺麗な外装のビル。数分前にこの場に辿り着いた私は、その建物と対面したまま一歩も動けずにいた。

　電話だと理人さんと上手く話せそうにないからという理由で、仕事帰りに勢いで『Edelstein』の本社フロアがあるビルに来たところまでは良かった。ただ、そこは私の予想を越える大きさだった。おかげで場所を調べるのに苦労はしなかったけど、私用でここに足を踏み入れるのはどうしても躊躇ってしまう。こんなことなら心配して『ついていこうか？』と訊いてくれたさゆりの申し出を素直に受け取っておけば良かったと、彼女の好意を断った少し前の自分を恨めしく思う。

　どうしよう……。電話をすればスムーズに事が運ぶのかもしれないけど、なかなかバッグからスマホを出せずにいた。そんな中でビルに出入りする人達からの視線が刺さっている気がするのは、たぶん気のせいじゃない。中には明らかに不審がっている視線もあって、そろそろ警備員を呼ばれるんじゃないかと不安になった。

　やっぱり、電話する方がいいよね……。

　居た堪れなさから覚悟を決めてスマホを取り出した時、ちょうどビルから出てきた男性と一瞬だけ目が合った。別に知り合いじゃないからとすぐに視線を逸らしたけど、ふと違和感に似たものを感じてもう一度視線を戻す。

「「あっ……！」」

　私と男性の声が重なったのは、その直後のことだった。

「あなたは、たしか専務の……」

　呟くように言った男性の名前が思い出せなくて、思わず眉を小さく寄せた。

「申し遅れました。私、貴島の秘書の相模と申します。先日は大変失礼致しました」

「あっ、いえっ……！　あの、荻原瑠花と申します」

　深々と頭を下げられて、私も釣られてしまう。

「お名前は、以前から存じ上げておりました」

　程なくして顔を上げると、相模さんはほんの僅かに躊躇うような表情を浮かべてそう言った後で、私に真剣な眼差しを向けた。

「貴島は、つい先ほど退社致しました」

「そう、ですか」

　ようやく覚悟を決めてここに来ただけに、なんだか肩透かしを喰らった気がした。

　これからどうしようかと悩んでいるうちに、目の前にいる相模さんの存在をすっかり忘れていた。

「あの」

　そのせいで彼に声をかけられたことに驚いて、肩をビクリと強張らせてしまった。

「あ、申し訳ございません」

「いえ……。私の方こそ、黙り込んでしまってすみません」

　頭を下げた私に、相模さんが柔らかい笑みを浮かべて首を横に振った。

「差し出がましいとは思いますが……」

　何を言われるのだろうと首を傾けると、ゆっくりと続きが紡がれた。

「貴島なら、そろそろ自宅に着く頃かと思いますよ」

　相模さんはどうやら、私がこれからどうするのが最善なのかを、暗に教えてくれたみたい。

　話をするつもりで会社に来たけど、理人さんのマンションに行くとなるとまた別の覚悟が必要になる。そして、今の私にとって、それは簡単に準備できるものじゃない。そんなことを考えていると、ここに来る時以上に気が引けてしまった。

「ありがとうございます」

　それでもとりあえずお礼を述べると、相模さんがフワリと微笑んだ。

「あの日から貴島はどうやら心の方が優れないようで、毎日ため息ばかりついています」

「え？」

「でも……あなたの顔を見れば、きっと大変喜ぶでしょうし、明日からはため息も減るかと思います」

　目を小さく見開いた私に、相模さんはとても優しい口調でそんな風に言った。

　よくわからないけど、たぶん励ましてくれたのだろう。ほぼ初対面の相模さんに励まして貰うなんて思ってもみなかったけど、彼の行動が理人さんのことを考えてのことだとしたら納得できる。

「ただ……あくまで私の勝手な見解ですので、この話はできれば貴島には内緒にしておいてくださいね。こんなことをあなたに言ったことがバレてしまったら、お叱りを受けますので」

　どこか悪戯っぽく笑った相模さんに、私も釣られて笑みをこぼした。

　正直、不安な気持ちは抱いたままだったけど、相模さんのさっきの話のおかげで、理人さんに会いたいという気持ちを鮮明に思い出すことができた。だったら、私が取るべき行動はひとつしかない。

　相模さんにお礼を言ってから彼と別れ、目の前の大通りでタクシーを拾った。車なら二十分もかからない距離も、電車と徒歩だとそれ以上の時間を要してしまう。今はその僅かな時間すら無駄だと感じてタクシーに飛び乗った私の頭の中は、理人さんのことでいっぱいだった。




　マンションの前で降ろして貰う勇気がなくて、その少し手前で車を停めて貰った。

　相変わらず優雅さが溢れる外観に尻込みしそうになりながらも、とりあえずエントランスに向かおうとしたけど……考えてみれば、ここにひとりで来るのが初めてだということに気づいて、足が地面に張りついてしまった。

　踏み出そうとした足が、硬直したように動かない。理人さんにとても会いたいと思うのに、突然訪ねるのは迷惑なんじゃないかとますます不安になってきた。

「……意気地なし」

　いつまで経っても足を動かせない自分自身に、情けない気持ちでいっぱいになる。それでもマンションへの一歩を踏み出せなくて、ため息混じりにすぐ近くにあった電柱にもたれかかった。

　そのままどうしようかと思いあぐねていると、マンションから人が出てきた。

「あっ……！」

　少し離れた距離にいてもすぐにわかるほど、しなやかな歩き方。

「理人さん……」

　たった数日会っていないだけなのに、理人さんの姿を目の当たりにした瞬間、胸の奥がキュウッと締めつけられるように苦しくなった。彼がマンションの前で立っている理由はわからないけど、もしかしたら相模さんから連絡を貰って私のことを聞いたのかもしれない。そんな身勝手なことを頭の中に描いた直後、あんなにも動かすことができなかった足を踏み出していた。

　やっぱりちゃんと話さなきゃ……。そう思って、理人さんの名前を紡ごうと口を開きかけた。

　だけど、まるで私の行動を遮るかのように、後ろから走ってきた車が彼の目の前で停まった。メタリックホワイトの明るい色に、重厚感のあるデザイン。高級感を漂わせるその車の助手席から降りてきたのは、一度会っただけなのにしっかりと記憶に残っている女性だった。

　間宮さん……。こんな時間にどうして……？

「こんばんは」

「わざわざ悪かったね」

「大丈夫よ、帰り道だから」

　にこやかに話す間宮さんは、理人さんから紙袋を受け取っていた。

「昨日は楽しかったわ。私としては、今夜も昨日みたいに朝まで一緒に過ごしたいところなんだけど――」

　その後で彼女が放った意味深な言葉に驚き、目を大きく見開いてしまった。

　朝まで一緒に……？

　その言葉の前につけられていた〝昨夜みたいに〟という単語に、足が震え出しそうになる。理人さんと間宮さんが朝まで一緒に過ごした情景が、容易に想像できた。

　どうして……？

　ただの知人なら、朝まで異性とふたりきりで過ごすなんて考えられない。仮に『何もなかった』と言われたとしても、頭の中では余計な想像ばかりが膨らんでしまい、きっと納得なんかできない。

　そっか……ふたりの関係なんて、最初から訊くまでもなかったのかもしれない。

『貴島さんには、公私ともにとてもお世話になっているんです』

　あの日、間宮さんがそんな風に言っていたことを今になって思い出した。

　理人さんにはちゃんと素敵な女性がいて、毎日毎日こんなにも悩んでいたのは私だけだったのだ。彼がずっと電話をくれていたのは、きっと私との関係を終わらせたかったから……。そう思いたくはなかったけど、そんな風に考えればとりあえず辻褄が合うことに気づいて、思わず苦笑が漏れた。

　バカみたい……本当にバカみたい。

　ひとりで舞い上がって、理人さんの恋人だと思い込んでいた。あんなにも素敵な男性が、何の取り柄もない私と釣り合うはずがないことはわかっていた。それなのに、ほんの少し前までは呑気に幸せに浸っていたなんて、身の程知らずもいいところだ。

　帰ろう……もう、ここに用はない。別れ話なら、電話でもできるもの……。

　震える唇で息を吐いた後で踵きびすを返すと、あんなにも動かなかった足はすんなりと地面を蹴った。

　背後からはまだ話し声が聞こえてきたけど、お似合いな理人さんと間宮さんの会話なんてもう聞きたくなかった。向かい合って立つふたりを目の前にすると、自分がどんなに惨めな存在かを思い知らされる気がしたから……。

　私と理人さんが過ごした日々は、所詮は夢物語だったのかもしれない。そんなことを考えながら重い足取りで歩いていると、すれ違った人に訝しげな視線を向けられて、ふと足を止めた。そこでようやく、夜風に曝されている頬が濡れていることに気づいた。一瞬、どうして頬が濡れているのか、わからなかった。自分が泣いていることを理解したのは、それから数秒後のことだった。

　胸の奥が軋むように痛み出したことには気づかない振りをしていたけど、締めつけられるような苦しさを感じたその場所はできたばかりの傷の存在を嫌というほどに主張する。ポロポロとこぼれる涙はどうしたって止まる気がしなくて、時折すれ違う人の視線から逃れるように一目散に走り出した。




　人目を避けるようにして着いた先は、閑静な住宅街の中に隠れるように存在していた小さな公園。一度は引き寄せられるようにその中に入ったけど、入口から数歩進んだところで足がピタリと止まった。

　理人さんの誕生日プレゼントを渡したのも、公園だった。オフィス街のあの広い公園とこの場所は、あまりにも違い過ぎて似ているところを見つけるのも難しい。だけど、あの日の出来事を鮮明に思い出すには、充分過ぎるほどのキッカケだった。

　あの日、私はどこにでもあるようなベンチで、理人さんのことを待っていた。『Edelstein』の本社からあの公園が近いことに気づいたのは、さっき彼のマンションに向かうためにタクシーに乗った直後のことだった。ずっと余裕がなかったからその時は何も考えられなかったけど、公園の片隅にあるベンチを見た今……胸の奥が酷く痛んでいるにも関わらず、幸せを感じていたあの瞬間に戻りたくなってしまった。

　ズキズキと痛む胸の奥から、悲しみが込み上げてくる。私はきっと、自分が思っている以上に理人さんのことを好きになっていたのだと、痛いくらいに実感した。

　ポタポタとこぼれ落ちる涙が、電灯に照らされた地面を濡らしていく。俯いて唇を噛み締めていると、地面にできた歪いびつな染みに紛れるように頭上から雫が降ってきた。

　ポタリ、ポタリ……。まるで遠慮を見せるように静かに降り始めたのは、雨。ゆっくりと顔を上げた私は、淀んだ夜空を仰いだ。シャワーのようにサーッと鳴り始めた雨音は、瞬く間に強くなっていく。

　どんなに濡れても歩き出す気にはなれなくて呆然と立ち尽くしていると、バッグの中のスマホが震え出した。取り出したスマホのディスプレイに表示された理人さんの名前を見て、胸の奥がギュッと締めつけられた。

　今日こそは理人さんとちゃんと話そうと思っていたし、何よりも彼に会いたくて堪らなかったのに、そんな風に感じていたのはもうずいぶんと前のことのように思える。

　震える親指で電源ボタンに触れ、唇を噛み締める。意を決して電源を切ると、直後に涙と雨で濡れたディスプレイが真っ黒になって、大好きな人の名前がスッと消えた。

　その瞬間に込み上げてきたのは、喉に張りつくような熱。

「さよなら……」

　それと一緒に震える声で小さくこぼした言葉は、降り注ぐ涙雨に飲み込まれてしまった。










Diamond,15　想いは言葉に




　夏の暑さを忘れかけた頃、残暑が厳しかった九月も終わろうとしていた。

　理人さんとは、相変わらず会っていない。電話に出ない私に痺れを切らしたのか、一度だけ家の前に彼の車が停まっていたことがあったけど……。アパートの手前でそのことに気づいた私は、慌てて駅に引き返してさゆりに電話をかけて家に泊まらせて貰えないかと頼んだ。彼女は快く泊まらせてくれたけど、理人さんときちんと話し合うことを勧められた。

　だけど、面と向かって別れを告げられてしまうことが恐くて、ついつい逃げ続けていた。そうしているうちに、理人さんから毎日のようにかかってきていた電話も、先週からはとうとうかかってこなくなってしまった。

　こんなことを一ヶ月以上も続けてきた今、常に考えているのは同じこと。

「もういい加減に、けじめをつけなきゃ……」

　昨夜に決めたことを自分自身に言い聞かせるために改めて言葉にし、それをしっかりと噛み締める。その前にほんの少しだけ勇気が欲しくて、青空園に向かった。

　実は、今月の第一日曜日は、毎月恒例になっていた青空園への訪問ができなかった。就職してから子ども達と約束していた日に行けなかったのは、たぶん初めてだったと思う。今までどんな約束事よりも最優先してきただけに、〝行かない〟という選択肢を選ぶことへの戸惑いは大きかったけど、こんな気持ちのまま顔を見せればきっと子ども達に余計な心配をかけてしまう。それだけは避けたくて、当日の朝になって青空園に『体調が悪くて行けない』と謝罪の電話を入れた。

　その代わりに、と言うよりは私が子ども達に会いたかっただけなのだけど、第四土曜日の今日こそは行こうと先週から決めていて、昨夜のうちに青空園に電話を入れておいたのだ。




　青空園を出たら、真っ先に理人さんに電話をしよう……。

　最寄駅から施設に向かって歩きながら立てた決意に胸の奥がズキリと疼き、鼻の奥がツンと痛んだ。それをグッと堪えて、必死に笑顔を繕う。

　きっと、別れ話は避けられないだろう。それでも、理人さんと過ごした日々は本当に幸せだったから、ちゃんと笑顔で終わりにしたい。そんなことを考えて、胸がキュッと締めつけられた時――。

「瑠花ちゃん！」

　後ろから誰かに呼ばれ、手首をガッと掴まれた。

「きゃっ!?」

　驚きながらも振り返ると、視界に入ってきたのは一瞬だけ想像した人とは違う男性だった。

「英二さん……？」

　会うはずのない場所で会った人を前にして、思わず目を大きく見開く。

「久しぶり。驚かせてごめんね」

　手を離されて向けられた笑みは相変わらず人懐っこいものだったけど、私の頭の中を占めるのはまったく別のこと。

「どうして、こんなところに？」

「瑠花ちゃん、今から青空園に行くんだよね？」

「えっ？」

　英二さんがどうしてそんなことを知っているのか不思議だった。

「君を待ってたんだ。少しでいいから、俺に時間をくれないかな？」

　その言葉に戸惑いながらも、真剣な表情をした彼のお願いを断ることなんてできなかった。




　英二さんに促されて踵を返し、大通りに面した小さなカフェに入った。

「あの、どうしてあんなところに？　それに、私が青空園に行くことも……」

　彼が本題に入る前に、とりあえず今一番気になっている疑問を口にした。

「瑠花ちゃんが青空園に行くことは、理事長に教えて貰ったんだ」

　その答えに、余計に頭の中を混乱させられる。

　英二さんが理事長と知り合いだってこと？

「理人の奴、すっかり覇気がなくなってるんだよね」

　そんな時に落とされた名前に、体がビクリと強張る。

「我ながらお節介だとは思うんだけど、あまりにも不器用過ぎて放っておけないんだ」

　そんな私を余所に、英二さんは苦笑を浮かべて小さなため息をついた。

「間宮に会ったんだって？」

　突然投げかけられた質問に胸の奥がズキンと痛んだけど、それを隠すように瞳を伏せる。

「はい……」

「誤解してそうだから先に言っておくけど、理人と間宮は君が思ってるような関係じゃないよ」

　私の表情から胸の痛みを読み取ったのか、英二さんがどこか困ったような笑みをこぼす。

「俺達、結構長い付き合いでね……。俺を含めて、そういう感情は一切ないから」

　彼も間宮さんのことを知っていて、だからこその言葉なのだろうけど、そんな風に断言されても納得はできなかった。

「実は、理人と間宮と俺は、高校まで同じ学校だったんだよ」

　突然過ぎる話に戸惑いながらも、英二さんの顔を見る。

「こんな言い方じゃ、納得できないと思うけど……。純粋に友達なんだよ、俺達」

　彼は、さっきから何も言えずにいる私の気持ちを察するように微笑みながらも、そのまま話を進めた。

「間宮はともかく、俺と理人はちょっと荒れてた時期があってね。しかも、理人は結構深刻な状態だったんだ」

　小さめのボリュームで流れるオルゴールの音色が、数秒間だけ訪れた沈黙を包む。

「あいつが二十歳の頃、親から告げられたことにショックを受けて自棄になってたことがあってさ」

「親から告げられたこと、って……？」

「それは、理人自身から聞くべきだと思うよ」

　申し訳なさそうに微笑まれて思わず訊きたいことを飲み込んでしまうと、英二さんはそれを見透かすように苦笑した。

「その少し後にあいつは海外に留学したんだけど、一年経って帰国した時にはあんまり笑わなくなってたんだ」

　いつも穏やかに微笑む理人さんを知っているからこそ、事情はわからないのに胸の奥がギシギシと軋む。悲しみと痛みを抱えた私に、英二さんがフワリと笑った。

「そんな時、理人は瑠花ちゃんと出会った」

「え？」

　突然出てきた自分の名前に、キョトンとする。だって――その頃の私達は、まだ出会っていないはずだから……。

　戸惑いを見せる私に、英二さんがフッと笑った。

「〝出会った〟って言うと語弊があるよね。正しくは、〝理人が一方的に君を知った〟ってことだよ」

　頭の中を整理出来ずにいるとわかり易い言葉に変換してくれたけど、やっぱりすぐに理解はできなかった。

　それに、もし英二さんの言葉が本当に真実だとしたら、私と理人さんがホテルのラウンジで出会ったあの時には、〝理人さんは私のことを知っていた〟ということになる。

「言葉を濁してばかりで悪いけど、理人はその時に出会った君に救われたんだ」

　続けて紡がれた内容は今までで一番理解できないもので、どうしても否定の言葉しか浮かばない。

「でも……私が理人さんと出会ったのは、今年で……」

「だから言ったでしょ？　理人が一方的に君を知った、って」

　今までの話が混ざり合った頭の中は、すっかりグチャグチャになってしまっている。

「瑠花ちゃんは、君自身も知らないうちに理人の心を救ったんだよ」

　嬉しそうに笑った英二さんの話は信じられないけど、だからと言ってわざわざこんな嘘をつく理由はないはず。

「そろそろ行こうか。あんまり瑠花ちゃんを引き止めると、後で理事長と子ども達に怒られるから」

　不意にわざとらしく冗談めかして笑った彼は、これ以上の詮索を遮ったようにも見えた。それでも、次々と湧いてくる疑問を解決したい私には、それを受け入れることはできない。

「教えてください。理人さんは、どうして私に何も話してくれなかったんですか？」

　その答えを聞くのは恐かったけど、ずっと不安に思っていたからこそちゃんと事実が知りたい。

「英二さんは、その理由を知ってるんですよね？」

　だけど、英二さんは意味深に小さく笑っただけで、そのまま立ち上がってレジに向かってしまった。




「瑠花ちゃん」

　疑問をたくさん残したままカフェを出たところで、どこか切なさを孕んだような柔らかい笑みを向けられた。

「どんなに大切な相手でも、想いは言葉にしないと伝わらないんだよ？」

　突然投げかけられた言葉に暗に込められているのは、きっと理人さんのこと。

「あたりまえのことなのに、皆忘れがちなんだよね」

　頭ではわかっているつもりでも、私はこんなにも大切なことをわかっていなかったのかもしれない。

「まぁ、これはある人からの受け売りなんだけど……。でも、俺が言えるのはここまでだよ」

　中途半端にしか話してくれない英二さんのことをつい恨めしく思ってしまうけど、彼は困ったように笑いながらも本当にそれ以上教えてくれるつもりはないみたい。

「理人が自分のことを黙っていたことを不満に思うなら、それを理人にぶつけてやればいい。理人だって、もっと瑠花ちゃんに甘えればいいんだ」

　英二さんが、私と理人さんのことをどこまで聞いているのかはわからない。

「瑠花ちゃんも理人も、もう少し相手に対する遠慮を捨ててワガママになるべきだよ」

　それでも、彼の言うことはもっともだと思う。

　疑問はもちろん、不安や不満があるのなら、理人さんとちゃんと話すしかない。ただ、別れてしまう結果になるかもしれないと思うと、やっぱりとてつもなく躊躇してしまうけど……。

「私、理人さんとちゃんと話します」

　昨夜の決意を思い出し、改めて抱き直したそれをゆっくりと口にした。

「うん、それがいいと思うよ。それに、きっと瑠花ちゃんが考えてるよりもずっと、理人は瑠花ちゃんのことを大切に想ってるよ」

　優しい声音で紡がれた言葉を今は素直に喜ぶことができなくて曖昧な苦笑で応えると、英二さんが小さく笑った。

「じゃあ、勇気を出した瑠花ちゃんに、ヒントをあげるよ。青空園に着いたら、ブランコを見てごらん。それと、理事長のところに行くといいよ」

「えっ？」

　意味深な笑みを浮かべた英二さんが、キョトンとしている私に背中を向けた。

「あ、そうだ。……理人は今、仕事で海外にいるんだ」

　だけど、彼は足を踏み出す前にポツリと呟き、笑みを漏らしながら振り返った。

「でも、明日の朝、十時の便で帰国するはずだから」

　英二さんは、予想だにしていなかったことに目を小さく見開いた私の背中を押すように優しく微笑み、その直後には歩き出していた。

「あのっ……英二さん！　ありがとうございました！　理人さんとちゃんと話しますからっ！」

　振り返ることなく軽く手を振った彼が、駅に続く角を曲がった。

　どこまでも晴れた空は、突き抜けるように高い。その清々しさとは裏腹に、まだ疑問符だらけの状況のせいで胸の中はモヤモヤとしていた。




　青空園に着くと、この間まで壊れていたブランコが新しい物になっていることに気づいた。だけど……残念ながら英二さんが何を伝えたかったのかはわからなくて、ひとまず理事長室に向かう。昼食時だからか皆は部屋にいるようで、誰かと会うことはなかった。

「失礼します」

「あら、少し遅かったわね」

　ノックをしてから理事長室に入ると、目尻にシワを刻んで微笑んだ理事長が悪戯な笑みを浮かべた。

「女の子好きなお兄さんにナンパでもされたのかしら？　英二君、ずいぶんと長話をしたみたいね」

　理事長は英二さんの名前を強調した後でフフッと笑って、言葉を失っていた私をソファーに促した。

「あの……英二さんと、お知り合いなんですか？」

「英二君は知人の友人でね、昔からの知り合いなのよ」

　知人の友人……？

「少し長くなりそうだから、コーヒーを淹れるわね」

　紡がれた答えが回りくどく思えて眉を小さく寄せた私を余所に、理事長は笑顔のまま背中を向けた。

「どうぞ」

「いただきます……」

　差し出されたコーヒーカップに口をつけ、どんな風に切り出そうかと考える。

　英二さんが理事長の元へ行くように促したことを思えば、理事長は恐らく理人さんのことを何か知っているのだろうと予測はできるけど、それにしても理人さんと理事長の接点がまったく見えない。

「ずいぶん前に、あなたに少しだけ酷な質問をしたのを覚えているかしら？」

　とりあえず話を切り出そうとした直後、理事長が僅かに自嘲を含んだような笑みを見せた。

「あなたがここに来始めた頃だったわね」

　そこまで聞いたところで、理事長が何の話をしているのかを理解した。

　あれはたしか、高校二年生の夏休みに伯母と青空園に来た日のことだった――。
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「血の繋がりがなければ、本当の親子にはなれないと思う？」

　子ども達と遊んでいた私は、急に理事長室に呼ばれてそんなことを訊かれた。

「え？」

　突然のことに驚いて、すぐにその言葉の意味を理解できなかった。ようやく質問の内容を理解した後も、耳で聞く以上に深刻な意味を含んだ言葉にどう答えればいいものなのかまったくわからなくて……。私は、無言のまま俯いてしまった。

「そんなに深く考え込まないで。素直に思ったことを言ってくれればいいのよ？」

　そんな私に、理事長はまるで大したことではないとでも言うように優しくつけ足した。

　だけど、さっきの質問に何か込められたものがあるのかもしれないと勘繰って、すぐに口を開くことができなかった。何よりも、血の繋がった両親の愛情を受けて育った私が、簡単に自分の答えを口にしてもいいとは思えなかったから……。

「わ……わかりません……」

「どうして？」

　やっとのことで顔を上げた私に、理事長がすかさずその理由を求めてきた。容赦のない質問に、理事長の顔を見ることができなくなる。

「私には血の繋がった両親がいて、何不自由なく育てて貰ったからです。そんな私が、簡単に答えちゃいけないと思うんです」

「じゃあ、質問を変えるわ」

　今度はどんな質問が飛んでくるのだろうと、無意識のうちに身構えてしまう。

「血の繋がりのない他人は愛せないと思う？」

「そんなことないっ……！」

　やっぱり何か深刻さを秘めた内容に驚きながらも、咄嗟に首をブンブンと横に振っていた。

「私が考える〝愛〟は、先生から見れば子どもだって思われるかもしれません……。でもっ……他人を愛することができなければ、恋人や夫婦の間には愛がないってことになります……。だから……」

　よくわからないけど、理事長の言葉がなんだかとても悲しく思えて、必死に言葉を発した。

「〝他人だから愛せない〟なんて、絶対にないと思います」

「そうね。じゃあ、もう一度訊くわ」

　優しく微笑んだ理事長から紡がれるであろう言葉を予想して、意図せずに体が強張った。

「血の繋がりがなければ、本当の親子にはなれないと思う？」

　だけど、今度は躊躇うことなく、ゆっくりと首を横に振った。

「そんなことないです」

　恋人も夫婦も、そのほとんどがきっと元々は赤の他人だったはず。だけど――そこには確かに、お互いの〝愛〟があると思うから……。

「恋人だって夫婦だって、最初は赤の他人です。もちろん、親戚と結婚する場合もあるから例外もあるけど……」

　自分の思っていることを言葉にするのは難しくて、上手く伝わっているのかはわからない。

「それでも、世の中には血の繋がりのない人を好きになって、結婚して、家族を作ってる人達がたくさんいます……」

　そんな私を見つめる理事長は、黙ったまま相槌を打つように頷いていた。

「だから、血の繋がりなんてなくても、きっと親子になれると思います。辛いことや苦しいこともあるかもしれないけど……少なくとも、子どもを迎え入れようと思う人はたくさん悩んで決めるはずですし、自分達の元に来る子どもを愛したいと思って引き取るんじゃないかと思うんです」

　そこまで話した後、なぜだか目頭が熱くなった。ただただ胸の奥が苦しくて、熱を帯びた瞳の奥からあっという間に涙が込み上げてきた。

「泣かないで」

　理事長は優しく言って、私の心を癒やすようにそっと抱き締めてくれた。

「ありがとう、瑠花ちゃん。あなたは、とても心優しくて温かいお嬢さんね」

　どうしてそんな言葉を貰えたのかはよくわからなかったけど、言葉足らずな私の気持ちを理解して貰えた気がして、胸に抱いた苦しさが少しだけ和らいだ。

「あなたみたいな優しい子がそばにいてくれたら、あの子の心も救われたのかもしれないわね」

　困ったように微笑んでひとりごとのようにこぼした理事長が、誰の話をしているのかはわからなかったけど――。

「さぁ、涙を拭いて。子ども達が待っていると思うから、お庭へ行ってあげてくれるかしら？」

　優しい笑顔で促された私は、さっきの言葉の真意は訊けないまま小さく頷いて、理事長に何とか笑顔を返した。

「ありがとう、瑠花ちゃん。あなたみたいな子に来て貰えて、私も子ども達もとても幸せよ」

　突然の言葉に目を見開きながらも、何の取り柄もない自分自身のことをそんな風に思って貰えたことが本当に嬉しくて、この日をキッカケにこれからも青空園に通うことを決めたのだ。
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「あの時は、本当に酷なことを訊いてしまったわね……。初めてここに来たのは、あの一年くらい前だったかしら？」

「はい」

「当時のあなたは実家に住んでいたから、まだ数えるほどしか会ったことがなかったのよね。それなのに、まだ高校生だったあなたを泣かせてしまったわ」

「そんな……。あれは、理事長のせいじゃないです」

　首を横に振り、眉を寄せて微笑んだ理事長の瞳を真っ直ぐ見つめる。

「あの時はただ、なんだか悲しくて……。〝他人だから愛せない〟なんて理由が存在すること自体、とても寂しいことだと思ったから」

　こんな言葉しか言えない私は、あの頃からちっとも成長していないのかもしれない。自分の気持ちを言葉にするのが苦手なのは昔からだったけど、あの時はそんな自分自身に歯痒さを感じて堪らなかった。

「でも……私は、自分の気持ちを上手く言葉にできませんでした。それに、正直に言うと、未だにあの質問の本当の答えに辿り着けていないと思います」

「そんなことないわ」

　すかさず首を横に振った理事長は、私の瞳を見つめたままとても優しげな笑みを浮かべた。

「あの時のあなたの答えに、救われた人がいるもの」

「え？」

　キョトンとした私に、理事長が意味深に笑って見せる。

「庭のブランコを見た？」

「あ、はい」

　急に移った話題に戸惑いながらも何とか頷くと、理事長が窓の方を見た。その視線の先にあるのは、きっとブランコ。

「あのブランコはね、寄付して貰った物なの。ある人が、『ブランコが壊れたことで大切な人がとても悲しそうな顔をしていたから、どうしても放っておけないんです』って、プレゼントしてくれたのよ」

　振り返ってどこか悪戯な笑みを見せた理事長に、思わず目を大きく見開いた。

「彼、『お節介だと思われるかもしれないし、気を遣わせてしまうかもしれない。それでも、彼女が笑ってくれるかもしれないのなら、俺にできることをしようと思って』そう言っていたわ」

　フフッと笑った理事長の口調は、私が知っている男性によく似ていた。

「キザでしょう？　彼、とても不器用なくせに、すっごくキザなのよ」

　楽しそうに笑う瞳は、いつもに増して柔らかい。

　空白だらけのパズルのピースが、きっとひとつ埋まろうとしている。

「実は、あなたに〝あの質問〟をした時、ここの隣の部屋にその人がいたの」

〝その人〟が誰なのか……。話を聞いてすぐに気づいたのは、理事長の言葉の中に私が知りたかったことのうちのひとつがあったから。

「私があなたに質問をしたことはね、つまらない意地を張っていた彼が、彼自身も気づかないうちにこだわっていたことだったのよ」

　話が見えないままだったけど、理事長の言葉に必死に耳を傾ける。もう少しで、見つけたばかりのパズルのピースが埋まるはず。

「たまたま来ていたあなたにあんなことを訊いてみようと思ったのは、私の思いつきと言うよりも、直感だったんだけど」

「直感、ですか？」

「えぇ。ここで彼と話していた時に、彼が庭で子ども達と遊んでいたあなたのことを気にかけたの。だから、彼と……それから一緒に来ていた英二君を隣の部屋で待たせて、あなたをここへ呼んでみたのよ」

　理事長から紡がれる種明かしにも似た真実に、私はただただ驚いてばかりだった。

「こう言うのが適切なのかはわからないけど……」

　より適切な言葉を探すように、ゆっくりとした口調で語られていく。

「私は、あなたに……あなたが持つ温もりに、かけてみようと思ったの」

　理事長は息を小さく吐いた後、私の瞳を真っ直ぐ見つめた。

「私が話せるのはここまでよ。あとは、あなたの大切な人から聞きなさい」

　あと少しだけでもヒントを得ようと思っていた私に、英二さんと同じようなことを言った理事長が意味深な笑みを浮かべた。これ以上は踏み込むべきじゃない。

「あの……理人さんのことは、どうして……」

　ただ、それだけはどうしても知りたくて尋ねてみると、理事長が一呼吸置いてから小さく笑った。

「彼の両親と私は、幼なじみなの」

「幼なじみ？」

「えぇ、そうよ。英二君と初めて会ったのは、あなたにあの質問をした日だけどね。それと、あなた達が付き合い始めたことは本人から聞いていたわ」

　意外なことに驚きながらも、芽生えたのは喜び。

「だから、そのうちふたり揃って遊びにきてくれることを、密かに楽しみにしていたのよ」

　それが叶うかどうかはわからないけど、そんな未来であって欲しいと願う。

「彼もあなたも子ども達から大人気だから、ふたりが一緒に来てくれたらきっと皆喜ぶわ」

　ひとりごとのように落とされた言葉には何も返せなかったけど、それでも今なら理人さんとちゃんと話せる気がした。




　理事長にお礼を言ってから庭に行くと、私に気づいた子ども達が嬉しそうに駆け寄ってきてくれた。

　やっと決意が固まっただけに、すぐに理人さんに会えないということにガッカリしたと言うか、拍子抜けしてしまったけど……。子ども達といつものように遊んでいるうちに、なんだか心に抱いていたモヤモヤ感が和らいでいった。

　まだ不安も疑問もたくさん残ったままなのにそんな風に感じる自分自身が不思議だったけど、新しくなったブランコで嬉しそうに遊ぶ子ども達を見ているだけで、理人さんの優しさに触れられる気がした。

「今度は鬼ごっこしようよ！」

「え～っ！　お部屋でトランプがしたい！」

「うん、今日はいっぱい時間があるから、全部やろうね。でも順番だよ？」

　それぞれにやりたいことをせがむ子ども達に、笑顔を向ける。

　空は、相変わらず突き抜けるような快晴。さっきまでとは違い、私の心にも晴れ間が広がっていくような気がした。

　帰り際に理事長室に行って挨拶をすると、理事長が悪戯な笑みを浮かべた。

「想いは言葉にしないと伝わらないのよ？　たとえ、どんなに身近な人でもね」

「英二さんにも似たようなことを言われました」

　思わず笑みをこぼすと、理事長が目を小さく見開いた。

「『ある人の受け売り』って言ってましたけど、もしかして理事長のことですか？」

　理事長はフッと笑っただけだったけど、たぶんそうなのだろうと思った。




　家に帰る途中、理人さんに会いたくて堪らなくなった。今まで、こんなにも誰かを恋しいと思ったことなんてない。数時間前まではあんなに躊躇していたのが嘘のように、ただただ無性に会いたくて……。できることなら、今すぐに理人さんの元に飛んでいきたいとすら思う。

〝想いは言葉にしないと伝わらない〟

　二度も聞かされたその言葉は、胸の奥にまで染み渡るように私の心を包み込んだ。

　明日は理人さんが帰国する時間に合わせて、彼に電話をかけよう。知りたいことも訊きたいことも抱え切れないほどたくさんあるけど、何よりも一番最初に自分の想いを伝えよう。

　心の中でそう決めて、夕陽に染まる空を仰いだ。










Diamond,16　過去と決別を




　今日が日曜で良かった……早朝に目を覚ました私は、真っ先にそんなことを考えた。

　昨夜はなかなか寝つけなくて、やっと意識の半分を夢の中へと落とせた時には三時を過ぎていたと思う。寝不足の体と瞼は重くて頭はまだ少しだけボーッとしているけど、不思議と眠気は感じなかった。とりあえずシャワーを浴びてからメイクを施し、理人さんと三度目に会った時に着ていたカシュクールワンピースをクローゼットから取り出した。

　ワンピースに袖を通しながら、一体何から話そうかと考える。英二さんと理事長の話も含め、訊きたいことはたくさんある。考えが纏まらないまま朝食の支度でもしようかと思った時、インターホンの軽快な音が響いた。

　誰……？

　壁かけ時計を見ると、まだ九時を過ぎたばかり。日曜日のこんな時間の来訪者に心当たりはなくて、怪訝に思いながらもひとまず相手を確認するためにモニターを見た。その直後、まったく予想もしていなかった人が映っている画面に、目を大きく見開いてしまった。

「文博……」

　モニターを通して見る限りでは痩せた気がするけど、そこには文博の姿が映っている。半年以上も前に別れた相手が、一体どんな用件で私の元に来たのか……。もちろん、その理由がわかるはずはない。

　少しの間を置いて再び鳴らされたインターホンの音にハッとし、大きな戸惑いを抱きながらも慌てて玄関に向かった。ゆっくりとドアを開けると、視界に文博の姿が入ってきた。

　やっぱり、少しだけ痩せたみたい。そんなことを考えている間に訪れたのは、ぎこちなさが混じった沈黙。だけど――。

「久しぶり、だな」

　それは、すぐに小さく笑った文博によって打ち消された。彼らしくもない、どこか柔らかさを含んだ微笑みに、戸惑いがますます大きくなる。

「久しぶり」

　それでも同じように返せば、文博がホッとしたように笑った。再び訪れた沈黙に飲み込まれそうになりながらも、何とか思考を働かせて口を開く。

「どうしたの？」

　文博はほんの一瞬だけ瞳に戸惑いの色を浮かべた後で、どこか強張ったような真剣な表情を見せた。

「中に入ってもいいか？」

「え？」

「どうしても話したいことがあるんだ。ほんの少しで構わないから……」

　その申し出に、また戸惑いが大きくなる。後ろめたいことは何もないとは言え、自然と思い浮かんだ理人さんの笑顔が胸の奥をキュッと締めつけた。

「近くのカフェじゃ、ダメ？」

　気まずさを感じつつもやんわりと拒絶の姿勢を見せると、文博は一瞬だけ目を見開いた後で小さく頷いた。

「そうだな」

「ちょっと待ってて」

　一旦部屋に戻って、理人さんに会いにいくために用意していたバッグを持つ。彼の帰国の時間を気にしながらも腕時計を着け、戸惑いを抱いたまま再び外に出た。




　大手チェーン店のカフェに行き、二階の奥のテーブルで向かい合って座った。ここに来るまでの会話はほとんどなく、私達の間には気まずさが漂っている。

「何か、本当に久しぶりだな」

「……うん」

　ようやく口を開いた文博を真っ直ぐ見ることができないまま、ゆっくりと小さく頷いた。

　年明け早々に別れた私達は、実際九ヶ月振りに会ったことになる。しかも、私にとっては予期しない形での再会だから、こうして戸惑うのも無理はない。

　ただ……今気になっているのは、目の前にいる文博のことよりも、もうすぐ空港に着くであろう理人さんのこと。文博と別れてからまだ一年にも満たないのに、私の気持ちは理人さんに向いているのだと、改めて気づかされた。

「元気にしてたか？　……って、俺が訊くのも変だよな」

　自嘲気味な笑みを落とした文博に曖昧な顔を見せると、程なくして真剣な表情をした彼が頭を下げた。

「あの時は本当に悪かった」

「え？」

　突然の謝罪にどうすればいいのかわからなくて、平静を装いながらも心の中では狼狽えてしまう。そんな私を余所に、文博が息を小さく吐いた。

「今更って思うだろうけど、本当はずっと後悔してたんだ。あんな形で別れたこと」

「文博……」

「あの時の俺は、ちゃんとお前と向き合ってなかったと思う……。だから、浮気なんかしたんだろうな」

　自分の罪をはっきりと口にした文博は、何かを決意しているようにも見える。

「どうってことない、と思ってた」

　ポツリと呟いた彼が、おもむろに天井を仰いだ。

「ちょっとくらいの浮気なら何とでもなるだろう、って。たとえバレても何とかなるだろう、って……。そんな、無責任で自分勝手な考えでいたんだ」

　私の方にゆっくりと視線を戻した文博は、どこか傷ついているようにも見える。

「瑠花の様子を見て、別れる一ヶ月くらい前からお前が浮気に気づいてたこともわかってた。だけど……たぶん俺は、心のどこかで瑠花に問い詰められることを期待してたんだと思う」

「え……？」

「瑠花に問い詰められて、瑠花が泣いてくれることを期待してたんだ……」

　文博は自嘲気味にフッと笑って、まるでひとりごとを呟くように言葉を紡いだ。

「俺、ずっと不安だったんだ……。瑠花の気持ちが、俺が瑠花を想ってるほど大きなものじゃないことが……」

「そんな……。私はずっと、文博のことが……」

　好きだった。

　今でこそ過去形だけど、文博といた時間はずっと、彼のことを精一杯想っていた。想いを言葉にすることは少なかったけど、それでもちゃんとわかってくれていると思っていた。

「だから、瑠花がボランティアに行く日に俺と会うように無理言ってみたり、挙げ句の果てにはボランティアをやめるように言ってみたり……。今思えば子ども染みてたと思うけど、それでも瑠花の気を引こうと必死だった」

　聞き慣れた文博の口調は淡々としているはずなのに、その声音はいつになく穏やかで、胸の奥が締めつけられる。

　私は自分が思っていたよりもずっと、彼のことを大切にできていなかったのかもしれない。

　どんな理由があっても、やっぱり浮気は許せない。だけど――。

「正直、瑠花のボランティア精神はすごいと思ってたし、尊敬もしてた」

　本当は私の方が文博を傷つけていたのかもしれないと思った直後、彼の口から出た言葉に心底驚いた。

「でも、俺以外のことを優先する瑠花にいい気がしなくて、いつだって不機嫌な顔しかしてやれなかったな」

　息をフゥと吐いた文博が、どこか困ったように微笑む。

「勘違いするなよ、瑠花を責めてる訳じゃないんだ。むしろ、責められるべきなのは俺の方なんだから」

　私の中に芽生えた罪悪感を見透かすように、彼の表情が切なげに歪んだ。

「ただ……」

　そこで言葉を止めた文博が、私の瞳を真っ直ぐ捕らえる。

「瑠花の気持ちが見えなくて、いつだって不安だった。だから、浮気をしたのも結局は瑠花の気を引きたかっただけで、『浮気相手に本気になった』なんて嘘をついて、瑠花が泣いて引き止めてくれることを期待してたんだと思う」

　彼は自嘲を孕んだ笑みを落とし、カップに口をつけた。

　突然の告白に、頭の中を上手く整理できない。

「浮気相手に本気になったのは嘘だった、ってこと……？」

「もっと言えば、相手は俺に婚約者がいることは知らなかったし、そもそも元々お互いに遊びのつもりだったんだ。だから、俺とそいつが付き合うなんて最初からあり得なかった」

　次々と出てくる言葉達に、ただただ驚かされてしまう。

　私は、文博の何を見てきたのだろう……。

「瑠花の気持ちを推し量れないことに苛立って、結婚前にお前の気持ちを確かめようとして……。その結果があの日だった」

　そして、文博は私の何を見てきたのだろう。

　数ヶ月の時を経てから知らされた真実は、私達がちゃんと向き合ってこなかったのだということを、痛いほどに突きつけた。今更後悔に苛まれたりはしないけど、それでも情けなさは込み上げてきた。

「瑠花なら、絶対に引き止めてくれると思ってたんだよ。だから……」

　あの夜のことが、鮮明に蘇ってくる。

「あの日、見ず知らずの男に口を挟まれてすぐにリングを外した瑠花を前にして、俺はバカみたいに傷ついたんだ」

　あの日の私は文博とちゃんと向き合わなかったせいで、本当に大切なことに気づけなかったのだ……。

　今なら、よくわかる。傷ついたのは私だけじゃなかったんだ、ってこと。

「ごめんなさい……」

　その気持ちから素直にこぼれた言葉は、小さく震えていた。

「何言ってるんだよ……。謝るのは俺の方だろ？」

　向けられた笑みがとても柔らかくて、胸の奥が掴まれたように苦しくなる。

　そうだったね……文博は、こんなにも優しく笑える人だった。そんなところも、好きになった理由のひとつだった。それなのに……いつからか、それを忘れてしまっていた。

　もっとちゃんと話し合っていれば、お互いをずっと思いやれていたのかもしれない。だけど、私達が一緒にいた時間はもう過去のこと。だから、頭の中に浮かんだそんな〝れば〟や〝かも〟をそっと押し退ける。

　それから小さな深呼吸をして、文博に自嘲混じりの笑みを向けた。

「私達、もっとちゃんと向き合えば良かったのかもしれないね」

　今更彼とのことを悔やむつもりはないけど、ただ純粋にそう思った。

　気づくのが遅かったけど、今こうして気づけて良かった。だって――理人さんとは同じ過あやまちを繰り返したくはないと、とても強く思えたから。

「なぁ、瑠花……」

　ほんの少しだけすっきりとしたような気持ちになって、自然と笑みを浮かべながら文博を見つめた。

「何？」

　すると、彼はどこから出したのか、小さな箱を私の前に差し出した。見覚えのあるそれに目を大きく見開く。

「俺達、やり直さないか？」

　驚きのあまり言葉を失う私に、文博は真剣な表情でリングが入っている箱をそっと開けた。

「瑠花を傷つけておいて、勝手なことを言ってるのは、充分わかってるつもりだ」

　未だに黙ったままの私に、次々と言葉が投げかけられる。

　真剣な顔をしたままの文博が、私の瞳を真っ直ぐ見つめた。

「それでも、俺には瑠花が必要なんだ」

　低く落ち着いた声は、それが彼の本心なんだってことを、どんな言葉よりも雄弁に物語っていた。

　過去だと思っていたのは私だけで、文博の中にはまだ私がいた。だけど――。

「ごめんなさい」

　私の中には、もう他の人がいる。彼以外に心が囚われることはきっとない、と思えるほどに大切な人。文博のことは好きだったし、彼と別れてからまだたったの九ヶ月しか経っていないけど――そんなことなんて考えられないほど、今の私は理人さんのことを想っている。

「文博にはちゃんと伝わってなかったのかもしれないけど、付き合ってた時は本当に文博のことが好きだったよ。だけど……」

　俯きそうになるのを堪えて、深呼吸をしてから文博を見つめる。

「今は、すごく大切な人がいるの」

　迷いのない気持ちをはっきりと告げた時、今日初めて彼の瞳を真っ直ぐ見つめることができた気がした。

　悲しい訳でも辛い訳でもないのに、胸の奥が熱くなって今すぐにでも涙が溢れてしまいそうだった。だけど、眉を寄せながらも笑みを浮かべた文博を見て、何とかそれを堪えようと膝の上で拳をキュッと握る。

「そうか」

　彼は悲しげに、そして静かに呟いた。その直後にフッと漏らされたため息が、あっという間にテーブルに落ちる。

「……もしかして、あいつ？」

「え？」

「あの日、ラウンジで瑠花に声をかけてきた男」

　疑問形に近い形で紡がれた言葉だったけど、文博はすでに確信を抱いているのか、自嘲気味に笑っていた。文博はもうわかっているのかもしれないと感じた時、眉を寄せたままの彼がため息混じりに続けた。

「あの時……」

　やっぱり、全てを理解しているのだろうか。そんな風に感じさせるような、とても落ち着いた声音。

「あいつに瑠花を奪われるような気がしてたんだ」

　それは、私と文博の間をゆっくりと落ちていった。

「瑠花を見つめるあいつは、男の目をしてたよ」

　フッと苦笑した彼の言葉に、目を大きく見開く。

　文博の目にもそう見えてしまうほど、理人さんはすでにあの時から私のことを想ってくれていたのだろうか。おこがましいかもしれないけど、そんな風に思えて仕方なかった。

「今、幸せか？」

　突然の質問にキョトンとすると、文博はいつになく穏やかに微笑んで私の瞳を真っ直ぐ見つめている。それに応えるように、私も微笑んで見せた。

「幸せになるために、これから大切な人に会いにいくつもりよ」

　背筋を伸ばして告げた気持ちに、文博が小さな笑みを浮かべた。

「そうか」

　こんなにも穏やかに微笑み合ったのは、もしかしたら今この瞬間が初めてかもしれない。長い間一緒にいたのに、やっぱり私達はちゃんと向き合えていなかったのだと感じて……そんな過去に、ほんの少し、本当に少しだけ後悔を抱いた。

「頑張れよ、今度はもうすれ違わないように。……なんてな」

　冗談めかして笑った文博の言葉に、微笑んだまま眉を小さく寄せた。




　その後、すぐに店を出た。

「我ながら未練がましいと思うよ。別れてから九ヶ月も経ってるのに、その間ずっと瑠花のことを想ってたなんてな……」

　不意に告げられた想いに申し訳なく思ってしまったのは、私の中にはもう文博がいないから……。

「バカ、そんな顔するなよ……。余計に虚しくなる」

「ごめん……」

「言っておくけど、これでも結構すっきりしてるんだぞ？　瑠花に会うまではずっと落ち込んでたけど、今は思ってたほど辛くないし。なんて言うか……」

　微笑んだ文博が、一呼吸置いてからしみじみと続けた。

「ようやく、ちゃんと過去と決別できそうな気がしてるんだ」

　穏やかな陽気が降り注ぐ中で聞いた言葉に、私も心から共感できた。今はもう理人さんのことだけを想っているとは言え、文博とは二年も一緒にいたのにお世辞にも良い別れ方だとは言えないような最後だったから。

　私達は、気づかないうちにお互いを傷つけ合って――だけど、それでもお互いを想い合っていた。その事実を知ることができて、本当に良かった。お互いの気持ちを理解するまでに時間はかかってしまったけど。おかげで、私が考えていたよりもずっと自分にも悪いところがあったのだと気づけたし、それはきっとこれからに活かせるはず。

「ありがとう」

　笑顔で紡いだ言葉に、文博が面喰らったように苦笑をこぼした。

「相変わらずお人好しだな。浮気までした元カレに礼なんか言うなんて、お人好しにも程があるぞ」

　どこか呆れたような彼が、真っ直ぐな笑みを浮かべた。

「でも……それが瑠花のいいところでもあると思う。ありがとう、瑠花とちゃんと話せて良かったよ」

　その言葉に笑顔を返せば、文博は嬉しそうに笑ってくれた。

　その時、ふと視界に入ってきた物に目を小さく見開いた。

「それ、使ってくれてるの？」

「え？　……これのことか？」

　腕時計を見ながらこぼされた怪訝そうな声に頷いて、もう一度しっかりと確認する。

　それは間違いなく、文博と付き合って最初の彼の誕生日に私がプレゼントした物。

「あの日は違う物を着けてたでしょ？」

　再び腕時計に視線を遣った文博は、すぐにハッとしたような表情を見せた。

「たしか、あの日の少し前から調子が悪くて、修理に出していたんだよ」

「そうだったんだ……」

　あの時の私達をすれ違わせてしまった原因のひとつは、蓋を開けてみればあまりにも些細なことだった。

「もしかして、俺が捨てたと思ってたのか？」

「捨てた、って言うか……。いつもはその腕時計を着けてくれてたのに、あの日は違う物をしてたでしょ？　だから、もう本当にダメなんだ、って思って……」

「つくづくツイてないな、俺は」

　文博は自嘲気味にため息を落として、眉を寄せたままフッと笑った。

「でも、これで思い知らされたよ。俺達はどうしたってすれ違う運命だったのかもしれない、って……」

　確かに、そうだったのかもしれない。

「あいつに伝えてくれ。『瑠花を泣かしたら許さないぞ』って」

　少しだけ切なさを感じた私に、文博はどこか悪戯っぽく言った。

「バカ……」

　芽生えそうになった戸惑いを押し込めながら眉を寄せて笑うと、彼が柔らかく微笑んだ。

「幸せになれよ」

「文博もね」

　お互いの瞳を真っ直ぐ見つめた後、どちらからともなく踵を返した。

　過去と決別をしたからこそ、今日の青空のように笑顔で……。
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　大きく深呼吸をして、背筋をピンと伸ばす。予定よりも遅くなってしまったから理人さんには連絡を入れず、文博と別れたその足でマンションに向かうことにした。目の前にそびえ立つ綺麗な建物に、改めて理人さんの立場を思い知らされる。

　だけど、今はもう、そんなことで怯んだりはしない。英二さんや、理事長の言葉。そして、さっき文博と話したこと。それらを思い返せば、理人さんと向き合うことがどれだけ大切なことなのかが、痛いほどにわかるから。

　それをしっかりと胸に刻んで、握っていたスマホを操作してから耳に当てた。程なくして、無機質な呼び出し音が鳴り始める。その直後、マンションの玄関前にゆっくりと入ってきた黒い車が目の前で停まった。

　スモークガラスの窓のせいで車内は見えないけど、恐らくマンションの住人なのだろう。そんな風に考える最さ中なか、後部席のドアがどこか乱暴に開かれた。

　その瞬間に視界に飛び込んできたのは、相変わらず一瞬で目を引く秀麗な顔。だけど……その表情はいつになく余裕がなさそうに見え、スーツを纏う体も心なしか痩せた気がする。

「瑠花……」

　不安げに小さくこぼされた名前に胸の奥が締めつけられるのを感じて、やっとのことでスマホを耳から離した。

　沈黙が続く中でふと頭の中をよぎったのは、いつかの理人さんの言葉。

『君の心を手に入れるために、君をさらいにきた』

　なぜか今それを思い出した私は、深く考えるよりも先に口を開いていた。

「ちゃんと向き合うために来ました」

　真剣な声音と同じような眼差しを向けると、すぐに理人さんが不安と困惑の混じった表情を見せた。

「私も……本当の意味で、理人さんの心を手に入れたいです」

　だけど、続けてゆっくりと言うと、強張っていた彼の表情が僅かに緩んだ。それに釣られるように、私も理人さんの瞳を真っ直ぐ見つめながら微笑む。

「だから、今度は私から会いにきました」

「瑠花……」

　理人さんの声が、ほんの少しだけ切ない。

「それとも、もう遅いですか？」

　眉を寄せた私に、彼はすかさず首を横に振ってから小さな笑みを浮かべた。

「遅くなんかないよ。ありがとう、会いにきてくれて……」

　理人さんはすぐに相模さんから荷物を受け取り、私をエントランスへと促した。

「あの、良かったんですか？」

「ん？」

「もしかして、相模さんと部屋まで一緒に行くつもりだったんじゃ……」

「あぁ、大丈夫だよ」

　ぎこちない雰囲気の中、理人さんが私の不安を取り除くようにフッと笑う。

「元々、相模とはここで別れるつもりだったから」

　彼がそう言った後、フロントにいるドアマンが笑みを浮かべた。

「おかえりなさいませ」

　久しぶりに見るドアマンに妙な懐かしさを感じながら会釈をして、理人さんと一緒にエレベーターに乗り込んだ。




　程なくして着いた理人さんの部屋に、またしても懐かしさを感じた。まだ数えるほどしか来たことがないのにそんな風に思うのはおかしいのかもしれないけど、たぶんそれが適切な表現だと思う。

「何か飲む？」

「いえ」

　ガラスの向こうに広がっているのは、宝石箱のような光が消え、代わりに太陽の光が降り注ぐ街。いつもと違うその景色を見下ろしていると、荷物をベッドルームに置いて戻ってきた理人さんが私の隣に立った。

　訪れた一瞬の沈黙の後、ゆっくりと口を開く。

「英二さんと、青空園の理事長に会いました」

「……そう」

　理人さんは僅かに目を見開いてから、全てを悟るように呟いた。私は、そんな彼の両手を取ってギュッと握った。お互いの視線がぶつかった直後、ありったけの想いを笑みに変えた。

「私、理人さんのことがすごく好きです」

　それは理人さんにとっては予想外の言葉だったのか、彼は私を見つめてキョトンとしている。

「だから……どんなことでも、ちゃんと知りたいんです」

「瑠花……」

　揺るぎない覚悟を伝えるように、理人さんの瞳を真っ直ぐ見上げたまま答えを待つ。

　一呼吸置いてから、優しげな笑みがフッとこぼされた。

「俺も、瑠花に話したいことがたくさんあるよ」

　優しい目元が、確かな決意を宿している。そう思ったのは、気のせいなんかじゃないはず。

　だから、今ならきっと、ちゃんと向き合える。

「とりあえず座ろうか」

「はい」

　理人さんに促されてソファーに腰かける。

「何から話そうかな」

　それから少ししてポツリと呟いた彼が、私に戸惑いがちな笑みを向けた。

「英二と理事長からはどこまで聞いた？」

「えっと、ふたりとも肝心な部分には触れない感じだったので……」

「そっか。ごめん、ちゃんと俺から話すって約束していたのに……」

　申し訳なさそうな理人さんにどう返せばいいのかわからなかったけど、彼の罪悪感を少しでも和らげたくて首を横に振る。そして、上手く笑えなかったことを隠すように、ゆっくりと口を開いた。

「私と理人さんが出会う前から、理人さんは私のことを知っていたんですか？」

　ほんの少しだけ気まずそうにした理人さんが、小さなため息を漏らす。

「それを知っているってことは、大体のことは聞いていそうだね」

　彼はネクタイを緩めながら、眉を寄せて自嘲気味に微笑んだ。

「俺はね、養子なんだ。貴島の両親とは血が繋がっていない」

　突然告げられたのは、予想だにしていなかった言葉。

「……え？」

　それをすぐに理解できなくて、ようやく漏らした声は掠れてしまった。

「本当の両親は、俺が生まれてすぐに事故で亡くなっているんだ」

　驚く私を余所に、理人さんはまるで物語を読み聞かせるかのように、穏やかに語り始めた。

「家族三人で乗っていた車に、急に飛び出してきた子どもを避けようとした大型トラックが突っ込んできて、正面衝突してね……。車は大破、両親は救急車が来る前に息を引き取った。俺は母が覆い被さって守ってくれていたおかげで、幸いにも掠り傷程度だったらしい」

　彼の口調が普段とあまりにも変わらないから、余計に戸惑ってしまう。

「瑠花がそんな顔をすることはないよ。俺は平気だから」

「ごめんなさい……」

　優しく笑った理人さんは、私の謝罪を聞いて苦笑をこぼした。

「今日はやめておく？」

　そんな風に訊いたのは、きっと形だけ。私が首を横に振ると、理人さんがフワリと微笑んだ。

「最後までちゃんと聞きます」

　彼は私の気持ちを察するように頷いて、真剣な表情を見せた。

「生後一ヶ月にも満たなかった俺を引き取ってくれたのが、貴島の両親だよ。両親は、貴島の両親と青空園の理事長と友人だったらしくて、貴島の両親のたっての希望で俺は貴島の養子になったんだ」

　戸惑いを隠せないまま、耳に届く言葉を必死に理解しようと頭の中を整理する。

　明かされていくのは、あんなにも知りたいと思っていた理人さんの過去。それなのに……彼の話を聞く度に、胸の奥が静かに痛む。

「俺がそれを聞いたのは、二十歳の時だった」

　ゆっくりとこぼされた言葉に、英二さんの話を思い出す。

『あいつが二十歳の頃、親から告げられたことにショックを受けて自棄になってたことがあってさ』

　ふたりの話が繋がっていることに気づいて口を開こうとしたけど、理人さんはそれを制するように続けた。

「それまで本当の両親だと思っていた貴島の両親と血が繋がっていないことを知ったのはもちろんだけど、それを二十年間も隠されていたことがすごくショックだった」

　こんな時にまで落ち着いている彼の声が、胸の奥をギュッと締めつけた。

「子どもの頃からずっと祖父や父の仕事を見てきたから、自分が養子だってことを知るまではあたりまえのように貴島の会社を継ぐつもりだった。だけど……」

　その時の理人さんは、一体どれだけ傷ついたのだろう。

「血が繋がっていないと知った時、俺にはそんな資格なんてないと思えて……」

　計り知れない傷みに、思わず唇を噛み締めてしまった。

「ちょうど留学の話が出ていた時だったから、貴島の家を出ることを視野に入れて逃げるようにＬＡに留学した。当初は半年の予定だったんだけど、気持ちの整理がつかなくて、一年してから帰国したんだ」

「その間、ご両親とは……？」

「何通かの手紙と、一度の電話だけ。それも、当たり障りのない内容だったよ」

　その間、理人さんと彼の両親はどんな思いでいたのだろう……。二十年間ずっと〝親子〟として過ごしていたのに、そんな形でしか接することができなかったなんて……。

「これは、帰国してから聞いた話だけど、貴島の両親は子宝に恵まれなくて、養子を考えていたらしいんだ。そんな時にかねてからの友人夫婦が事故で亡くなって、身寄りのない俺だけが生き残った。だから、ふたりは俺を養子として迎えることに『迷いなんかなかった』って……」

　息を吐いた理人さんは、どこか遠くを見つめるように正面の壁に視線を遣った。

「それが幸せなことだってわかっていたけど、色々な感情が邪魔をして素直に受け入れられなかった」

　この時初めて苦しげな表情を見せた理人さんを少しでも守りたくて、彼の右手をそっと握った。私の気持ちを察するように微笑んだ理人さんは、私の手を優しく握り返してきた。

「情けない話だけど、自分が養子だってことを聞いてから留学するまでの間は結構荒れていて、家に帰らない時期があった」

　その温もりを感じながら、悲しげな微笑みをこぼした彼を見つめる。

「と言うよりも、両親とどんな顔をして会えばいいのかわからなくて帰れなかったんだ……」

　理人さんは再び私から視線を逸らし、ゆっくりと息を吐いた。

「そのうち、英二とふたりして夜中に出歩くようになってね。事情を知って見兼ねた間宮が、両親が所有しているマンションの一室を格安で貸してくれたんだ。英二は俺が留学している間もそこに住んでいて、俺が帰国してからは正式にそこを借りて、しばらくはまた英二と一緒に住んでいた」

『純粋に友達なんだよ、俺達』

　英二さんが話していた、間宮さんとの関係を思い出す。三人はきっと本当に純粋な友達なのだと思った時、理人さんが私に複雑そうな笑みを向けた。

「間宮には、留学中も色々と助けて貰ったんだ。それは英二も同じだし、俺達はただの友人以外の何でもない。だから、もし間宮との関係を誤解しているなら……」

「いえ」

　首を大きく横に振って、小さな笑みを見せる。

「英二さんからも間宮さんのことは友達だって聞いていたし、今の理人さんの話を聞いてそれがよくわかりました。だから、間宮さんとの関係はもう心配してません」

「そっか」

　理人さんは安堵の笑みを浮かべ、それからまたすぐに真剣な表情に戻った。

「英二は、俺が留学する前から今の仕事に就くことを望んで勉強を始めていたんだけど、俺の方はどうしても貴島の家を出る勇気がなかった」

〝勇気〟って言葉は本来ならもっと前向きに使われるはずなのに、今聞いたそれには悲しみが滲み出ていて切なくて堪らなかった。

「留学中に気持ちの整理を済ませるどころか、貴島の会社を継ぎたいと思う気持ちが強くなっていたんだ……。そのうち、自分でもどうすればいいのかわからなくなっていて、気づいたら上手く笑えなくなっていた」

　ふと脳裏によぎったのは、あの夜に与えられた台詞。

『しなくてもいい我慢をして手に入れたものは、きっと簡単に壊れてしまう』

　理人さんと出会った日にこぼされた意味深な言葉は、彼自身が経験したことだったのかもしれない。

　理人さんはきっと、自分の気持ちを必死に押し込めて。傷ついた心の痛みに耐えながら、自らの生き方を長い間考え続けて。その結果、壊れてしまった心が、理人さんから笑顔を奪ってしまったのだ。

　勝手にそんな想像をしただけで胸の奥が張り裂けそうなくらいに痛んで、とうとう涙を堪えることができなくなりそうだった。

　きっと、もう泣いてしまう。だけど――。

「そんな時に出会ったのが、瑠花――君だよ」

　理人さんの優しい声音にこぼれる寸前だった涙がピタリと止まって、思わず彼の顔を見つめた。

「え？」

　いつの間にか私を真っ直ぐ見つめていた理人さんは、いつもと変わらない柔らかい笑みを浮かべていた。

「俺の様子を見兼ねた英二に、青空園に行くことを勧められてね……」

　英二さんから聞いていたとは言え、理人さんの口から自分の名前が出てきたことに改めて驚いてしまう。

「自分が養子だってことを知るまでは両親と一緒に青空園に行くこともあったし、理事長なら何かアドバイスをくれるかもしれないとも思った」

　そんな私を余所に、彼は優しい笑顔で続けた。

「ただ、俺はなかなか行動に移せなくて、結局は英二に引っ張られる形で青空園に行ったんだ。八月のすごく暑い日で、子ども達は庭で水遊びをしていた」

　緩められたままの瞳が、更に柔らかな弧を描いた。

「その中に、瑠花がいたんだ」

　それはきっと、理事長が話してくれたあの日のこと。

「今よりもずっとあどけない笑顔の瑠花が、子ども達に囲まれていた」

　強い陽射しと、水しぶき。夏を連想させるそれらは、あの日の私が子ども達と浴びていたもの。ずっと忘れていた記憶なのに、今はその時の暑さすら鮮明に思い出せる気がした。

「無邪気に笑う瑠花を見て、なんだか久しぶりにホッとしたんだ」

　柔らかく緩められた瞳が、愛おしげに私を見つめる。

「理事長に会っても自分の気持ちを上手く吐き出せなくて、何をどう伝えればいいのかわからなかった。そんな状況だったのに、俺は庭にいる瑠花のことが気になっていてね……」

　理人さんは、綺麗な表情を崩してフッと笑った。

「そしたら……理事長は何を思ったのか、急に瑠花を呼んで、俺と英二を隣の部屋に押し込めたんだ」

『血の繋がりがなければ、本当の親子にはなれないと思う？』

　理事長の言葉が、頭の中をよぎる。

「その時はどうして理事長が瑠花を呼んだのかわからなかったけど、その疑問はすぐに解けたよ」

　理人さんが私の手を握り直し、優しく微笑んだ。

「〝他人だから愛せないなんて、絶対にない〟」

　程なくして耳に届いたのは、聞き覚えのある台詞。

「〝血の繋がりなんてなくても、きっと親子になれる〟」

　まるで録音していたかのように、理人さんは私が何年も前に紡いだ言葉を正確に再現した。

「瑠花のその言葉に、ハッとしたよ」

　彼は一度瞼を閉じてから、眉を寄せて自嘲気味に笑った。

「俺はただ両親と向き合うのが恐くて、血の繋がりがないことを理由に逃げていただけなんだ、ってことに気づいたんだ」

〝逃げる〟なんて厳しい言い方だとは思ったけど、黙ったまま耳を傾ける。

「両親はいつだって、どんなに些細なことでも褒めてくれた。悪いことをしたらきちんと叱ってくれて、でもその後には必ず優しく抱き締めてくれた。理不尽な理由で叱られたことなんて、一度だってない」

　まるで、幼い日に思いを馳せるように幸せそうに話した理人さんは、その表情に後悔を滲ませた。

「愛情がなければできないことなのに、俺は血の繋がりだけに気を取られていて、そんな大切なことを忘れてしまっていたんだ」

　理人さんと、彼の両親。その間には、お互いへの深い愛情があった。

「よく考えてみれば、血の繋がりがないことを理由に『お前に貴島の会社は継がせない』って言われてしまうのが何よりも恐かっただけだ、ってことに気づいて……」

　そして――。

「でも逆に言えば、それだけ貴島の会社を継ぎたいと思っているってことなんだとも気づいた」

　両親に対する尊敬の念や、心に抱いていた信念も。

　だからこそ、理人さんが両親と向き合う決意をしたのだということは、もう彼の口から聞かなくてもわかった。

「だから、その足で両親に会いにいって、自分の気持ちを伝えたよ」

　穏やかな声で紡がれた言葉に、思わず満面の笑みになるほどの喜びが溢れる。

「両親は、前と変わらずに俺を受け入れてくれた。いや、きっとそれまでよりも俺を大切にしてくれるようになったと思う」

　ようやく安堵を抱いたところで、理人さんがどこかおどけたように笑った。

「今じゃ、ビックリするくらいの仲良し親子だよ。落ち込んでる息子の恋愛話を聞きたがるようなね」

「それは、えっと……」

　戸惑いを見せる私に、微笑みが向けられる。

「瑠花とのことは付き合ってすぐに話していたんだ。だから、ずっと『会わせろ』ってうるさくてね。その矢先に間宮と鉢合わせして、瑠花を傷つけて……。こっちは落ち込んでるっていうのに、両親はおもしろがって色々と訊いてくるし……」

　ため息混じりに語られた内容に、口元が引き攣りそうになってしまった。

「わかっていたんだ」

「え？」

　不意にポツリと呟いた理人さんに小首を傾げると、彼が後悔を滲ませながら苦笑した。その表情があまりにも綺麗で、そのまま目が離せなくなる。そんな私の耳に、後悔や申し訳なさの混じった悲しげな声が届いた。

「瑠花に早く自分のことを話さないと、両親の時みたいになるかもしれないって」

「理人さん……」

「でも、言えなかった……」

　理人さんは小さくこぼした後、悩ましげに笑った。

「瑠花には、貴島の会社とか肩書きとかを全部取っ払った、ただの〝貴島理人〟を見て欲しかったから」

　彼が頑なに自分のことを隠していた理由は、私が考えていたよりもずっと人間らしいものだった気がした。

　たとえば、最初から理人さんの立場を知っていたとしたら、私はこの恋に対してもっと躊躇っていたと思うし、慎重になっていただろう。今だって、彼との身分が違い過ぎることに不安も戸惑いもある。だから、理人さんができるだけ素性を隠そうとしていた理由も、今ならわからない訳じゃない。だけど――。

「私は……」

　それでも、私だって一言くらいは言わせて貰いたい。

「私は、理人さんが普通の会社員だろうと御曹司だろうと、好きになっていましたっ！　そりゃあ、普通なら出会うことすらなかっただろうけど、私は理人さんだからこそ好きになったんですっ!!」

　綺麗な顔をキッと睨んで放った想いは、どうしても一言では収まり切らなかった。

「あの時に声をかけてくれたのが理人さんじゃなきゃ、きっと文博と別れる決心もつかなかったし、あんなに早く立ち直ることもできなかった。あの夜に手を差し延べてくれたのが、理人さんだったから……理人さんだからこそ、私の傷を癒やせたんです！」

　一気にまくし立てた私に、理人さんは目を見開いている。それに構わず、更に口を開いた。

「優しい声も、柔らかい笑顔も、温かい手も……こっちが恥ずかしくなるくらいの甘い言葉とか、ヤキモチ焼いた時の拗ねた顔とか、ちょっと不器用なところとか……」

　どれくらいの言葉を並べれば、この想いが伝わるのかがわからない。

「もう、とにかく全部が大好きなんですっ!!」

　だからこそ、ただただ夢中で思い浮かぶ限りの言葉を口にしていた。

　いつの間にか立ち上がっていた私は、理人さんを見下ろす形になっている。肩でしていた呼吸を何とか整え、ゆっくりと唇を動かした。

「だから、もっと私を信じてくれても良かったのに……」

　綺麗な表情を見つめながら、やっとの思いで胸の中に押し込めていた苦しみを吐き出した。理人さんは眉をグッと寄せ、私の瞳を真っ直ぐ見つめている。

「うん、ごめん……」

「理人さんのバカ……。理人さんなんてハゲちゃえ」

「それは酷いな」

　子ども染みた悪口を呟いて、瞳に涙を溜めたまま真っ赤になっているであろう顔で睨めば、理人さんが申し訳なさそうにしながらも苦笑をこぼした。その直後、腰にゆっくりと腕が回された。

「ごめん。何度でも謝るよ。だから、泣かないで」

　そうこぼした理人さんは、私なんかよりもずっと苦しそうで。

「瑠花に泣かれると、どうすればいいのかわからなくなるんだ」

　私を見つめる瞳は、今にも涙を浮かべてしまいそうだった。

　傷ついたのは、きっとどちらも同じ。それはよくわかっているからこそ、謝罪の言葉なんて望んでいない。だけど――。

「理人さんの気持ちを教えてくれなきゃ、許してあげません」

　今だからこそ理人さんに甘えたくて、彼の首にそっと腕を回した。耳元でフッと笑いがこぼされた直後、迷うことなく優しい声音が落とされる。

「愛してるよ」

　その言葉に胸の奥が熱くなって、涙がポロリとこぼれ落ちた。

「瑠花を初めて見た時からずっと、君が幸せになることを願っていたんだ」

　そっと体を離した理人さんの手が、私の頬を優しく撫でた。

「瑠花が第一日曜日に青空園に行くようになったことを理事長に聞いてからは、瑠花のことを一目でも見たくて仕事中でもわざわざ青空園の前を通ったこともあった」

「え……？」

「我ながら、ストーカーみたいだって思うよ」

　自嘲気味に笑った理人さんが、私の瞳を真っ直ぐ見つめる。

「それでも瑠花の笑顔が見たくて、いつだってその笑顔が消えないことを祈っていた。理事長から瑠花に恋人がいるらしいって聞いた時は、〝その誰か〟が瑠花を幸せにしてくれることを願おうとした。だけど……」

　それから一度瞳を伏せた彼の右手が、私の左手をゆっくりと包む。

「あの日……今にも泣き出してしまいそうな顔をした瑠花を見て、できることなら俺が幸せにしたいと思ったんだ」

　そして、左手の薬指を撫でた理人さんは、そのまま指を絡めて手を握った。

　次に絡んだのは、視線。再び真っ直ぐ見つめられて、瞳を逸らせなくなる。

「一度傷つけてしまった以上、『一生傷つけない』なんて無責任なことは言えない。だけど、何よりも大切にする。だから……」

　絡み合った視線から、ふたり分の想いが溢れ出す。

「瑠花、君にずっとそばにいて欲しい」

　その言葉を理解して迷わずに頷こうとした時、理人さんが柔らかい笑みを見せた。

「俺も同じだよ。瑠花だからこそ、こんなにも好きになったんだ」

　胸の奥から、愛おしさが溢れ出す。

　好きで、好きで、堪らなく好きで。本当は、〝好き〟なんて言葉だけではちっとも足りなくて。できることなら、ずっとずっと一緒にいたいと思う。

「理人さん……」

　だから、大切な人の名前を噛み締めるように紡いで、理人さんの瞳を真っ直ぐ見つめたまま続けた。

「ずっと、私のそばにいてください……」

「うん」

　理人さんは膝の上に私を乗せて抱き締め、耳元に唇を寄せた。

「過去を話せたら、瑠花に真っ先に伝えたかったことがあるんだ」

　顔を上げようとした私を制するように、彼が腕に力を込める。

「ありがとう。俺が瑠花に出会ったあの日、俺は瑠花の優しさに救われたんだ」

　いつか理人さんが言ってくれた『瑠花のその気持ちで笑顔になっている子は、きっとたくさんいるよ』という言葉は、ずっと前から彼自身が感じてくれていたことだったのかもしれない。それを示すような笑顔に、心がじんわりと温かくなる。

　だけど、私は体を離してから首を横に振って、理人さんを見上げた。

「私は何もしてませんよ」

「そんなことないよ。あの日……もし瑠花に出会わなければ、俺は今もずっと両親とすれ違ったままだったかもしれないんだから」

　それも否定しようとしたけど、柔らかい笑みを浮かべた理人さんに制されてしまう。

「瑠花がどう言おうと、俺の心を救ってくれたのは他の誰でもない、瑠花なんだよ」

　彼はやっぱり優しい声音で、そんな言葉をくれた。

　理人さんはいつも、私には勿体ないくらいの言葉を惜しみないほどに与えてくれる。自分自身にそんな価値があるなんてちっとも思えないのに、心をくすぐる柔らかな嬉しさを隠せなくて自然と口元が綻んでいた。

「青空園に行ったあの日に出会ったのが瑠花じゃなかったら、間違いなく今の俺はいなかった。不器用な性格にうんざりすることもあるけど……それでも結構好きなんだ、今の自分が」

　理人さんがそんな風に言える、今の彼を作った過去のほんの一部にでも私が存在していたことに、言葉にはできないほどの喜びを感じる。

「私はすごく好きですよ、今の理人さん」

　その気持ちを込めてフワリと微笑めば、理人さんがとても幸せそうな笑みを見せた。

「瑠花には敵わないな……」

　どこか困ったように笑いながらも幸せそうに呟かれた言葉の意味がわからなくて、思わず小首を傾げてしまう。

「正直に言うと、このままずっと会えないかもしれないと思っていたんだ」

　それを否定できなかったのは、ずっと理人さんから逃げていたから。

「それなのに会いにきてくれて、そのうえこんなに嬉しいことばかり言って貰えるなんて、英二と理事長に感謝しなきゃいけないね」

　嬉しい言葉なら私もたくさん貰ったけど、最後の台詞には心底共感して微笑みながら頷く。

　それから少しの間反芻し、やっぱりちゃんと話しておきたくてゆっくりと口を開いた。

「さっき、文博に会ったんです」

　訪れた沈黙の中、理人さんが目を小さく見開いた。そんな彼に誤解をされてしまわないように、文博が私に会いにきた経緯を話したうえで、さっきの会話の一部始終を説明した。

「文博と会う前から、理人さんに会いにくることは決めていました。でも……」

　そして、自分の気持ちをしっかりと紡いでいく。

「文博と別れた一番の原因はお互いが向き合わなかったことなんだって気づいたからこそ、理人さんとは同じ過ちを繰り返したくない、だから何があってもちゃんと向き合おうって、もっともっと強く思えたんです」

　真剣な表情の私に、理人さんが優しい笑みを浮かべた。

「彼に会えて良かったと思う？」

「はい。あんな形で終わるよりも、ずっと良かったと思います」

　私の真意を探るような表情をしていた理人さんが、程なくしてフッと破顔して頷いた。

「うん、そうだね」

　優しい表情は、きちんと理解してくれたことを物語っている。それなのに――。

「二年近く付き合っていたのにあんな終わり方は悲しいし、ちゃんと誤解が解けてお互いに前に進めるのはすごくいいことだと思う。ただ……」

　そこで話を止めた理人さんが、なぜか眉を寄せて微笑んだ。

「妬けるね」

「え？」

「俺にこんなことを言う資格がないのはわかってる。でも、瑠花の口から元カレの名前が出るのも、それが呼び捨てだってことにも、とてつもなく妬けるよ」

　ため息混じりに悩ましげに笑う理人さんがあまりにも綺麗で、思わず息が止まりそうになる。

　理人さんは、一体どれだけ私の心を占領するつもりなのだろう。ヤキモチなんて焼いてくれなくても、私はもう彼のことだけしか見えていないのに。理人さんでいっぱいになっている心を、まだ足りないと言わんばかりに埋めようとしてくるなんて。

「私が好きなのは、理人さんだけなんですよ……？」

「うん、それはわかっているつもりだよ。俺も同じ気持ちだからね」

　理人さんは頷いた後、苦笑をこぼした。

「ただ、ずっと瑠花が恋しくて堪らなかったのに、やっと会えた瑠花の口から俺以外の男の名前が出てくるのは、すごく悔しいんだ」

　本当に悔しげな彼が、いつもよりも余裕のなさそうな表情で笑う。

「だから……もっともっと、瑠花の近くに行きたい」

　――好き。

　そのたった二文字を声にする時間すら惜しくて、精一杯の想いを込めて理人さんにギュッと抱きついた。その直後、シトラスの香りに包み込まれる。

「瑠花」

　優しい声音に胸の奥がキュンと鳴くのを感じて、こんな気持ちを感じさせてくれる存在をこの瞳に刻みたくて、私の体を抱き締める理人さんの首元からゆっくりと顔を上げた。

　昨日まではあんなにも恋こいしいと感じていた人が、今は目の前にいる。それだけで、私の世界は幸せで満ち溢れていく。

　絡み合う視線から伝わるお互いの気持ちを、もっともっと近くで確かめたい。だから……きっと、今はもう言葉なんていらない。

　そう感じた直後、どちらからともなく唇を重ねていた。










Diamond,18　王子様の元へ




　冷たい風が身に染みる日々が続き、今日から十二月に入った。クリスマスカラーに彩られた街はいつもに増して華やかで、ただ歩いているだけでもワクワクして笑みがこぼれてしまう。

　理人さんとは、あれからずっと穏やかな日々を過ごしている。彼は相変わらず仕事で忙しいみたいだけど、そんなことはおくびにも出さずにいつも時間を作ってくれている。

　今日もデートに誘われ、電話で『久しぶりにゆっくりできるから』と言っていた理人さんの言葉を楽しみにし過ぎて、そのことを告げられた数日前からとにかく顔が緩みっ放しだった。散々心配をかけていたさゆりに呆れられてしまうほどに……。もちろん、彼女はそれ以上に喜んでくれてはいるのだけど。




「瑠花さん、こっちよ！」

　理人さんとの待ち合わせ場所の駅に着くと、なぜか予想もしていなかった人がいた。

「間宮さん!?」

「こんにちは」

　瞬きを繰り返して驚く私にフフッと笑った間宮さんは相変わらず綺麗で、同性なのにドキドキしてしまいそうになる。

「話は後にしましょう。今日はすごく寒いから、とにかく車に乗って」

　笑顔の彼女に強引に引っ張られ、半ば押し込められるようにしながらメタリックホワイトの車の後部席に乗り込んだ。

「あっ、こんにちは」

「お久しぶりです、瑠花さん」

　運転席に座っていた甲斐さんに挨拶をすると、彼は振り返って笑みを浮かべた。

　実は、間宮さんとは理人さんと話し合った数日後に会う機会があって、その日をキッカケに何度か会っていた。元々は、私と理人さんをすれ違わせてしまったのは自分の責任だと感じた間宮さんが、私に『謝罪をしたい』という理由で会うことになったのだけど……。その時に、なぜか私のことを気に入ってくれたみたい。別れ際に連絡先を交換することになって、今ではよく間宮さんに誘われてふたりきりで会ったりもしているほど。

　理人さんとすれ違ってしまった時は、ふたりの仲を誤解したりもした。だけど――あの夜にたまたま聞いた間宮さんの〝一晩中一緒にいた〟とほのめかすような台詞は、彼女と理人さんからの説明で私の勘違いだったということがわかったのだ……。
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　理人さんに連れられて、間宮さんに会うことになった日――。

　間宮さんからの謝罪に恐縮しながらも、気になっていたことを思い切って尋ねた。

「私と貴島君が、一晩中ふたりきりで？」

「はい。たぶん、そんな感じのことを話していたと思うんですけど……」

　理人さんと間宮さんが、無言で顔を合わせた。

　それからしばらくの間、ふたりは眉を寄せて考え込んでいた。勘違いであって欲しいけど、間宮さんは理人さんとふたりきりで過ごしたようなことを言っていたし、彼もまた、普通にその会話をしていた。ふたりの仲を疑う気はもうないけど、どうせならすっきりしたい。

「あっ！」

　そんな気持ちで答えを待っていると、不意に間宮さんが声をあげた。

「それって、甲斐と一緒に貴島君の家にデザイン画を取りにいった日のことじゃない？」

「デザイン画？」

「えっと、『Monモナ amourムール』ってブランド、ご存知かしら？」

「あ、知ってます。雑誌にもよく載っていますし、ＣＭも流れていますよね」

「それ、うちのブランドなの」

「えっ!?」

　巷ちまたで『Mon amour』と言えば、普通のＯＬには敷居は高いものの、女性に大人気のブランド。間宮さんが令嬢だとわかってはいたけど、さすがに驚いた。

「間宮……」

「少しくらいなら話してもいいじゃない。大丈夫、ちゃんとわかってるから」

　眉を寄せた理人さんを、間宮さんが意味深な笑顔で制した。

「それで、今度うちと『Edelstein』が一緒に仕事をすることになって、あの日は貴島君にチェックして貰っていたデザイン画を取りにいったのよ」

　彼は、どこか諦めたような笑みを浮かべた。

「あの前日は徹夜だったから、貴島君と一緒だったけど……。他にも何人もの社員やデザイナーがいたし、貴島君とふたりきりになる時間なんて一度もなかったわよ？」

「へ……？」

　キョトンとした私に、間宮さんが気まずそうに苦笑をこぼす。

「私もなんて言ったのかまでは、よく覚えていないんだけど……。どちらにしても、瑠花さんが誤解するような言い方をしちゃったみたいね。本当にごめんなさい……」

　申し訳なさそうに頭を下げようとした彼女を咄嗟に制し、急いであの夜の記憶を手繰り寄せる。

『昨日は楽しかったわ。私としては、今夜も昨日みたいに朝まで一緒に過ごしたいところなんだけど――』

　そういえば、間宮さんは〝ふたりきりで過ごした〟なんてことは言っていなかった。

　状況が状況だっただけに、捉え方によってはそう取れなくもない。だけど、少なくともこの件に関しては私の勘違いだというのがわかって、みるみるうちに冷や汗が出た。

「すっ、すみませんっ！　あの、私……たぶん思い切り勘違いしていました！」

「瑠花さん」

　慌てて頭を下げて必死に謝ると、今度は間宮さんが私の肩をそっと押して、顔を上げるように促した。

「誤解は解けたかしら？」

「はい」

　優しい笑みを向けられて、思わず小さくなってしまう。

「あの、本当にすみません」

　そんな私に、間宮さんが首を横に振った。

「謝らないで、元々は私が軽率なことをしたのがいけなかったんだから。少し考えればわかることなのに、あの時はちょっと冷静じゃなくて……」

「え？」

　言葉を濁した間宮さんに小首を傾げると、今度は理人さんが口を開いた。

「甲斐って人、覚えてる？」

「あ、はい」

　あの日、エントランスに駆け込んできた男性を思い出して頷いた。

「甲斐さんは元々は間宮の付き人なんだけど、今は『Mon amour』の専属デザイナーで、間宮の恋人でもあるんだ」

　間宮さんを見ると、彼女は頬をほんのりと赤らめていた。

「あの日、間宮は仕事の用事で家に来たんだけど、その前に甲斐さんと喧嘩をして頭に血が上っていたらしい」

　呆れたように笑った理人さんに、間宮さんが居た堪れなさそうに俯いた。

「本当にごめんなさい……」

　幼い子どものようにバツの悪そうな顔をした彼女に、思わずフワリと笑みが漏れてしまう。甲斐さんが間宮さんの恋人だということには驚いたけど、彼女の顔を見れば彼への想いが伝わってきた。

「あの、もう気にしないでください。正直に言うと、間宮さんに恋人がいてホッとしました。もし間宮さんが理人さんのことを好きだったら……って、実はずっと不安だったんです」

　素直な気持ちを告げると、ふたりが目を見開いた。

　程なくして、隣にいた理人さんがなぜか頬を赤らめながら私から視線を逸らし、目の前にいた間宮さんは突然立ち上がった。

「なんて健気なの！」

　それから、言い終わるよりも早く手を伸ばした彼女に、ギュッと抱き締められた。

「可愛い！」

「え？」

「本当に可愛過ぎるわ！」

「あっ、あの……」

　ギュウッと抱き締められて苦しくなりながらも、何とか間宮さんを見ようと顔を上げる。

「でも、安心して！　私達が付き合うなんて、何があっても絶対にあり得ないから！　私と貴島君って仕事では意見が合うんだけど、それ以外ではまったくと言ってもいいくらい気が合わないから、付き合うなんて考えられないもの！」

「俺だって考えたこともないよ」

　仕事以外では気が合わないと言ったふたりの意見は見事に一致していたけど、とりあえず間宮さんの抱擁から逃げることに必死だった。

「あんまり触るな、間宮」

　見兼ねた理人さんが助けてくれたものの、今度は彼の腕の中に収まってしまう。

「あら、本当に独占欲が強いのね。木藤君が言っていた通りだわ」

「英二から何を聞いたんだよ？」

「そうね、それはもう色々と……。貴島君の情けない話とか、貴島君がすごくウジウジしていたこととか、貴島君がこの世の終わりみたいな顔していたってこととか。それから――」

「もういい……」

　プライベートの時には、理人さんが間宮さんのことを呼び捨てにするのも、彼女が彼のことを〝君〟づけで呼ぶことを知ったのも、この日だった――。




　＊　＊　＊




「ねぇ、瑠花さん。貴島君からは本当に何も聞いていないの？」

「あ、はい」

　車が走り出してから尋ねてきた間宮さんは、私の答えを聞いて呆れたように苦笑をこぼした。

「今日はね、『Edelstein』のレセプションパーティーがあるの。それで、貴島君は瑠花さんも招待したかったみたいなんだけど、『普通に誘ってもきっと断られる』って言うから、私が一役買おうと思ったんだけど」

「瑠花さん、すみません。お節介な奴で」

「ちょっと、逞たくま！　お節介って何よ！」

「何だよ、本当のことだろ？　何か間違ってるか？」

〝パーティー〟という言葉に固まった私を余所に、間宮さんと甲斐さんが言い合いを始めた。

　私が想像できるパーティーなんて、年末にうちの会社で行われているものくらい。ホテルのパーティールームを借りて開催するだけあって豪華ではあるけど、周りを見渡せば同僚ばかりのそれは、言わばただの忘年会。それ以外で思い浮かぶのは、せいぜい子どもの頃に家で開いたお誕生日会か、青空園のクリスマスパーティーだけ。

　不安になりながらも間宮さんと甲斐さんを見れば、ふたりともドレスアップしている。ワインレッドのマーメイドドレスに身を包んだ彼女は、いつも以上に綺麗で華やかだった。理人さんとのデートだから私もできる限りのオシャレはしてきたつもりだけど、この中にいるだけでも場違いなのはもはや言うまでもない。

「あの……私、パーティーなんて行けません」

　未だに言い合いを続けているふたりに何とか訴えると、間宮さんが何事もなかったかのようにニッコリと微笑んだ。

「大丈夫よ。今日はお得意様へのご報告みたいなもので、パーティー自体は二時間もしないうちに終わるはずだから」

「そういう問題じゃなくて」

　思わず自分のワンピースに視線を落とすと、間宮さんが再び微笑んだ。

「ドレスのことなら心配しないで。こっちで用意してあるから。ね、逞？」

「はい」

「でも……」

「そんなに畏まることはないし、私も一緒だから安心して」

　間宮さんに笑顔を向けられても不安だらけで安心なんてできなかったけど、結局は彼女に押し切られてしまった。




　甲斐さんが運転する車が停まると、なぜか楽しそうにしている間宮さんに促されて後部席から降りた。

「こっちよ、瑠花さん」

　連れてこられたのは『Mon amour』の本店で、彼女に引っ張られて店内に入ったけど、ごくごく普通のＯＬの私が安易に買えるような物はないはず。

「あっ、あの、間宮さん」

　スタッフに何か指示をしていた間宮さんに声をかけると、満面に笑みを浮かべた彼女とスタッフに引っ張られてフィッティングルームに連れていかれてしまった。

「じゃあ、始めましょうね。瑠花さん、ちょっとごめんなさい」

「へっ？　……きゃっ！」

　間宮さんの言葉をキッカケに、あっという間に着ていた服を剥がされてしまった。慌てて両手で胸元を隠そうとしたけど、手際良く作業を進める間宮さんとスタッフに制され、気がつけば着替えさせられていた。

「ほら、瑠花さん。鏡を見て」

　鏡に映る私は、オフホワイトのサテンドレスに身を包んでいる。胸元に黒いレースがあしらわれたドレープラインの膝丈のドレスは、私が着ても違和感がないように思えた。

「逞、お願い」

　満足げに微笑んでいた間宮さんは、フィッティングルームのドアを開けると、その前で待っていた甲斐さんを呼んだ。

「うん、ドレスはこれでいいな。後は、この間出した薔薇のコサージュを持ってきて。カラーは……そうだな、とりあえず八番を」

　彼は私を一目見た後、そばにいたスタッフに手早く指示を出した。

「瑠花さん、ちょっと失礼します」

「あ、はい」

　戸惑いながらも小さく頷くと、甲斐さんがドレスのウエスト部分や裾を隈なく確認した。

「バッグは？」

「もちろん、用意してあるわよ」

「ピアスも、コサージュに合わせて出したやつを持ってこさせて」

「えぇ」

　理人さんから、甲斐さんが『Mon amour』の優秀なデザイナーだと言われていることは聞いていたけど、実際に指示を出す姿を見ればそれがよくわかった。

「どこか苦しかったりしませんか？」

「大丈夫です」

「じゃあ、あっちでヘアメイクをして貰うわね。瑠花さん、こっちよ」

　甲斐さんの質問に答えた直後、また間宮さんに引っ張られて更に奥へと連れていかれた。




「こんな感じでよろしいですか？」

　あれよあれよと言う間にヘアメイクが終わり、鏡に映る自分を見て言葉を失った。

　一見、無造作に巻かれていったように見えていた髪は、上品な緩いウェーブに。そして、自分には似合わないと思っていたブラウン系のアイシャドーでナチュラルに彩られた目元を筆頭に、顔全体も落ち着いた雰囲気に仕上がっている。

「えぇ、さすがね」

　その経過をずっとそばで見ていた間宮さんが、とても満足げな表情で頷いた。

「ご苦労様。ありがとう」

　彼女はヘアメイクをしてくれた女性に笑みを向けた後で、鏡越しに私と視線を合わせてフフッと笑った。

「瑠花さん、とっても可愛いわよ。ううん、綺麗って言った方がいいわね。きっと、貴島君もビックリするわ」

　さすがはプロ、と言うべきなのか……。まるで魔法にかけられたお伽話のお姫様のように、鏡に映る私は別人みたいだった。

　女の子なら、誰でも一度はお姫様に憧れるものだろう。もちろん私にだってその経験はあるし、正直に言えばそれは一度や二度のことではない。だから、今の状態に戸惑いながらも、心がとても弾むのがわかった。だけど――。

「あの……こんな高級なドレス、私……」

　所詮、私は普通のＯＬ。庶民の私にとっては、『Mon amour』のワンピースをたった一着購入するだけでも、それなりの覚悟が必要になる。ましてや身に纏っているのが高級そうなドレスとくれば、せっかくの素敵な魔法も素直に喜べなかった。

　私の言いたいことを察してくれたのか、間宮さんが柔らかい笑みを浮かべた。

「大丈夫よ。これは貴島君に頼まれたことだから、瑠花さんは何も心配しないで」

「でも……」

「それに、貴島君が綺麗になったあなたを見て驚くところ、見たくない？　彼、きっととっても喜ぶと思うわよ」

　間宮さんの言葉に、思わず想像してしまう。

　喜んでくれるのかな……？

　不安半分、期待半分……。複雑な心境になりながらも、脳裏には理人さんの笑顔が浮かぶ。そんなことを考えた私には、もう悩む余地がなくなってしまう。

「貴島君のこと、喜ばせてあげたいでしょう？」

　フフッと笑った間宮さんに戸惑いを残しながらも頷くと、彼女はさっき以上に満足げに微笑んだ。

「あの、間宮さん、甲斐さん。本当にありがとうございます」

　頭を深々と下げると、間宮さんと甲斐さんが顔を見合わせた後で私に笑みを向けた。

「お礼なら貴島君に言ってちょうだい。私達は、ただ頼まれたことをしただけなんだから」

「そうですよ。それに、このドレスをリクエストされたのは、貴島さんですから」

「え？」

　甲斐さんの言葉に瞬きをすると、間宮さんが私の手にバッグを持たせた。

「だから、お礼は貴島君に言って。ね？」

「はい」

「じゃあ、行きましょう。パーティーが始まる前に、王子様の驚いた顔を見なきゃ」

　悪戯っぽく笑った間宮さんに促され、私達は再び甲斐さんの車に乗ってパーティー会場へと向かった。










Diamond,19　キールの意味




　綺麗なドレスを身に纏ったことでしばらくの間は気分が高揚していたけど、パーティーの会場になっている高級ホテルに着いた瞬間、慣れない場所に踏み入れることへの不安でいっぱいになった。

「こっちよ、瑠花さん」

「は、はい」

　床に敷かれたワインレッドの絨毯は毛足が長く、八センチもの高さがあるピンヒールを履いた私の足音を飲み込む。

「ほら、瑠花さん。あなたの恋人がお待ちかねよ」

　前を歩いていた間宮さんの言葉で顔を上げると、視線の先に理人さんがいた。

　秀麗な姿が一層際立つ、上品なダークスーツ。それを自然に着こなす理人さんは、やっぱりどこかの王子様なんじゃないかと思う。彼は私達の元に歩いてくると、柔らかい笑みをこぼした。

「綺麗だ、瑠花」

「えっ……！」

「予想していたよりもずっと綺麗だから、驚いたよ」

　頬がカァッと熱くなって心臓が跳ね上がり、思わずそれを隠すように俯いてしまう。理人さんの顔を見れずにいると、間宮さんがフフッと笑った。

「本当に綺麗でしょう？　貴島君には勿体ないわね。ひとりでいたら、きっと男性から声がかかるわよ」

「そんな……」

　慌てて否定をしようと顔を上げると、理人さんが苦い表情をしていた。

「……瑠花、誰にもついていかないようにね」

「行く訳ないじゃないですか。私、そんなに子どもじゃありませんよ」

　くすぐったさを隠して拗ねた表情を見せる私に、理人さんは困ったように苦笑を浮かべた。

「でも、瑠花さんがひとりになることはあるのよね」

「え……？」

　こぼされた言葉に不安を感じて間宮さんを見ると、彼女は申し訳なさそうにしながら続けた。

「今日は多数の会社の方々が参加されるから、私や逞も多少は挨拶をしたりしなきゃいけないのよ。その間は、どうしても瑠花さんと一緒にいられないから……」

　困ったような顔をした間宮さんの言葉に、不安が心を覆い尽くす。ただでさえ慣れない場所に来て緊張しているのに、ひとりで過ごすなんて考えられない。

「心配しなくてもいいよ、瑠花。英二も呼んでるから」

「英二さんを？」

「あら、そうだったの」

「不本意だけど、虫除けにはなるだろ」

　理人さんは、本当に不本意そうな顔をしていた。




　程なくしてスーツを身に纏った英二さんが到着し、理人さんは英二さんに散々私のことを頼んでから、ひと足先にパーティーが行われる会場に入った。続いて、挨拶回りをするという間宮さんと甲斐さんも会場に入り、英二さんとふたりきりになった。

「まだ少し時間があるから、俺達はもう少ししてから行こうね」

「はい」

　英二さんはフロントを通り過ぎ、その奥のソファーに私を促した。隣同士で腰かけると意外と彼との距離が近く、更にはソファーの高級感があいまって緊張が芽生える。

「あの……」

「ん？」

「あの時は、本当にありがとうございました」

　何とか緊張を紛らわせようと心掛けながら、英二さんに会ったら真っ先に伝えたかった言葉を口にした。

「もしかして、カフェに行った時のこと？」

「はい」

「それなら、もう何度もお礼を言って貰ったと思うんだけど」

「でも、面と向かってはまだ言えてなかったから」

　キョトンとした英二さんに微笑むと、彼がどこか呆れたような、それでいて嬉しそうな笑みをこぼした。

「律儀だね」

　英二さんと会えたのは、彼が理人さんのことを話してくれた日以来。本当はもっと早くに会ってお礼を言いたかったけど、理人さんの仕事が忙しくて三人の予定がなかなか合わず、結局は英二さんには電話でお礼を言ったきりになっていた。もう二ヶ月半ほど前のこととは言え、理人さんと私のために行動してくれた英二さんには、どうしても直接お礼を言っておきたかったのだ。

「もう充分だよ、瑠花ちゃん」

　穏やかな声音が耳に届き、優しげな瞳が緩められる。

「君の気持ちはよくわかったから。それより、そろそろパーティーが始まるから行こう」

　英二さんは柔らかく微笑んで、私をパーティー会場に促した。

　会場にはすでにたくさんの人がいて、立食式になっている。テレビでしか観たことのない光景に呆然としていると、英二さんが私の背中をポンと叩いた。

「そんなに緊張することないよ」

「でも私、浮いてませんか？」

「大丈夫、誰よりも可愛いから」

「また、そんな冗談……」

「本当だよ。でもあんまり言うと、また理人に怒られるかな」

　冗談めかして笑った英二さんのおかげで、少しだけ緊張が解れた。




「瑠花ちゃん、これ美味しいよ」

「あ、本当ですね」

　英二さんのフォローのおかげで何とかリラックスして過ごせるようになった頃、マイクのスイッチの入る音が響いた。

「皆様、本日はお忙しい中、『Edelstein』のレセプションパーティーにお越し頂き、誠にありがとうございます。この度、私共は……」

　低く落ち着いた声が、スタンドマイクを通して会場内に響く。小さなステージがある会場の前方に視線を遣った私は、そこに立っている男性を見て瞬きを繰り返した。

　一瞬、見間違いかと思った。だけど、そこで挨拶をしているのは、間違いなく青空園で会ったことがある男性。会話らしい会話をしたことはないけど、顔を合わせたことや挨拶を交わしたことは何度かあった。

「『Edelstein』の社長で、理人の父親だよ」

　驚きながら隣にいる英二さんを見上げると、彼がクスッと笑った。

「会ったこと、あるんじゃない？」

　よく考えれば、理事長と理人さんの両親は友人だと言っていたし、青空園で会っていてもおかしくはない。

　だけど……私と同じようにボランティアで来ていると思っていた男性がまさか『Edelstein』の社長だったなんて思ってもみなかったから、英二さんの言葉に驚きを隠せなかった。

　その時、ふと思い出したのは、理人さんの父親だと知ったばかりの男性の隣にいつもいた、優しげな女性。それが誰なのか、なんて……。もはや、考えるまでもない。

「あの……もしかして、理人さんのお母様も……」

「あぁ、青空園で理人の父親に会ってるなら、母親にも会ったことがあると思うよ。あのふたりってすごく仲が良くてさ、プライベートは大体いつも一緒にいるから」

「私、てっきりボランティアで来られてるご夫婦かと……」

「まぁ、普通はそう思うだろうね。それに、あながち間違ってないし」

　英二さんがあまりにもあっけらかんと話すから、私も開き直って笑うしかないのかもしれない。

　頭の中がパンクしそうになっていた矢先、ステージ上に理人さんが現れた。

「では、私の息子であり後継者でもある理人からも、ご挨拶をさせて頂きます」

　その言葉の後でスタンドマイクの前に立った彼が、真っ直ぐ前を見据えた。

「この度、我社はかねてより親交のある『Mon amour』さんに多大なるご協力を頂き、来年一月よりウェディング事業に参入することが決定致しました。このウェディング事業を『Edelsteinエーデルシュタイン Weddingウェディング』とし、今後は我社の基盤となっているジュエリー事業と同様に、力を入れていくつもりです」

　理人さんの言葉に、会場内がワッとざわめいた。

　いつもの柔らかい声音とは違う、低く凛とした声。強い意志を秘めた、真っ直ぐな瞳。

　改めて見つめた理人さんは、さっきまで私に笑みを向けてくれていた人とは思えないほど、とても遠い世界の人に思えた。

「まずは、その第一号店を東京に、次いで国内の数ヶ所に支店を展開していき、現段階では国内はもちろん、アメリカ、イタリア、カナダの式場やチャペルでの式が可能となります」

　それは、私が想像しているよりもずっと、すごいことなのだろう。

「更に来年度には、リゾート地であるグアムやバリにも展開していく所存です」

　理人さんがそこまで話すと、舞台脇で待機していた相模さんが彼にグラスを渡した。

　視線の先にいる理人さんが、さっきよりもずっと遠くに感じる。どうしようもない距離に寂しさを覚えて、俯こうとした時――。

「『Edelstein Wedding』のコンセプトは、〝キール〟です」

　理人さんの凛とした声が、マイクを通して響いた。

　飲み慣れてはいないけど、記憶に深く刻まれたカクテルの名前。それが私の視線を釘づけにするのは、至って簡単なことだった。

　理人さんの手によって僅かに傾けられたワイングラスの中で、透き通るように美しい赤が揺れる。それに惹かれるように前を見つめていると、彼と目が合った。

　ほんの一瞬、まるで時間が止まったかのように思えた。

　周りにはたくさんの人がいるのに、理人さんの瞳は私を真っ直ぐ見つめている。その視線に囚われたまま瞬きすらできずにいると、程なくして彼が瞳を緩めてフワリと微笑んだ。

「キールのカクテル言葉は、〝最高のめぐり逢い〟です」

　それは私がよく知っている、あの柔らかくて優しい笑みだった。

〝最高のめぐり逢い〟

　そのたった一言だけが綺麗に耳に残って、胸の奥を甘く優しくくすぐる。

　視界を占める理人さんは、相変わらず優しく笑っている。

「『Edelstein Wedding』で式を挙げたカップルが、最高のめぐり逢いで結ばれたふたりとなりますように。そして……」

　たとえば、理人さんと出会ったあの日に彼が与えてくれたキールに、その意味が込められていたのだとしたら。そして――理人さん自身が、そのカクテルにつけられた言葉のように私達の出会いもそうであるように、と願ってくれていたのだとしたら。きっと、こんなにも幸せで、こんなにも素敵なことはないと思う。

　前を見つめたままの私に、理人さんが優しい笑みを浮かべている。そう感じるのは、私の思い違いではないはず。

「私達の出会いが、最高のめぐり逢いでありますように」

　優しく、優しく紡がれた言葉。その言葉すらも私に向けられたものだと理解した直後、今すぐにでも理人さんの腕の中に飛び込んでしまいたくなった。

「それらの願いを込めて、ひとつひとつのウェディングプランを大切にプロデュースさせて頂きたいと思っています」

　彼から視線を外せずにいる私の前に、ワイングラスがスッと差し出された。その中で揺れる赤い液体が何なのか、考えるまでもない。英二さんからワイングラスを受け取ると、彼がフッと穏やかに微笑んだ。

　再びステージのある前方に視線を遣ると、理人さんが挨拶を終えたところだった。

「乾杯」

「あ、はい」

　同じ色の液体が揺れるワイングラスを傾けた英二さんに頷いて、自分のグラスを傾けてからゆっくりと口をつける。

　どうしてだろう……。あの夜に初めて飲んだキールは辛口に思えて、どちらかと言えば苦手な味だった。それなのに……たった今、舌に触れたこのカクテルには甘さすら感じてしまう。

　理人さんの言葉を噛み締めるように、キールを喉に流し込んでいく。

「パーティーはまだ終わらないから、飲み過ぎないようにね」

「気をつけます」

　理人さんのそばに行きたい私の気持ちを見透かしてなのか、英二さんはフワリと笑っていた。




　十九時に始まったパーティーは、二十一時前になってもまだ賑わっていた。パーティーが始まってからは、理人さんはもちろん、間宮さんや甲斐さんとも一度も会話をしていない。

「瑠花ちゃん、疲れたんじゃない？」

「大丈夫です」

　笑顔を見せたものの、慣れないピンヒールで立ち続けているのは、実は結構辛かった。

「ねぇ、瑠花ちゃん。俺、コーヒーが飲みたいんだけど、下のティーサロンでも行かない？」

　すると、英二さんが私の気持ちを見透かすように、そんな提案をしてくれた。

「じゃあ……」

「行こう。ここのティーサロン、コーヒーも紅茶も美味いんだよ」

　英二さんは微笑みながら、私の背中をそっと押した。




　パーティー会場を抜け出して向かったのは、一階にあるティーサロン。

「本当に美味しいです」

「でしょ？」

　英二さんが注文してくれた紅茶を一口飲んだ私に、彼が得意気に笑って見せた。その表情にやっと肩の力が抜けた私は、ずっと訊けなかったことを口にする。

「あの……一般人の私なんかが、こんなに豪華なパーティーに参加しても良かったんでしょうか？」

「専務が直々に招待したんだから、問題ないよ。大体、俺だって一般人なんだし」

「あっ、すみません」

「なんで謝るの？」

「だって、英二さんは私のせいで……」

　そこで口籠もると、英二さんがどこか呆れたように破顔した。

「俺は理人に頼まれただけだし、瑠花ちゃんがそんなに気を遣う必要なんてないよ」

「でも……」

「大体、〝私のせい〟じゃなくて、〝私のため〟って言って欲しいな。それに俺、瑠花ちゃんのためだったらどこにでも行くよ？」

　冗談めかして悪戯っぽく笑った英二さんに、私も釣られて微笑んでしまう。

「もう……。また、そんなこと言って……」

　そんな風に言いながらも、彼の優しさがとても嬉しかった。

「あれ、信じてない？　心外だな、俺は結構本気なのに。何なら理人なんかやめて、俺と付き合っ――痛っ！」

「木藤君！　あなた、またそんな軽率なことばかり言って！」

　不意に英二さんの後ろに間宮さんが現れたかと思うと、彼女が彼の背中をバシッと叩いた。

「間宮！　お前、その令嬢らしくない性格どうにかしろよ！」

　痛そうに顔をしかめた英二さんが、間宮さんの隣に立つ甲斐さんに同情の顔を向けた。

「甲斐さんも、こいつが彼女なんて苦労するね」

「ちょっと、木藤君！」

「あ、わかりますか？　俺の苦労……」

「わかる、わかる。甲斐さんほどじゃないけど、俺も間宮との付き合いは結構長いから」

「もう！　ふたりとも失礼よ！」

　子どもみたいなやり取りを始めた三人を前に、目を丸くする。ただ、言い合っているように見えても仲が良いのは一目瞭然で、フフッと笑ってしまった。

「あ、ごめんなさい。三人とも仲良しなんだなって思ったら、つい……」

　三人の視線を感じて慌ててそう言うと、顔を見合わせた皆がクスクスと笑い出した。

「瑠花さんって、本当に可愛いわね。やっぱり貴島君には勿体ないと思うわ」

「同感」

「ふたりとも、そんなこと言っていたら貴島さんに怒られますよ」

　今度はなぜか意気投合した英二さんと間宮さんを、甲斐さんが苦笑しながら窘めている。私は〝可愛い〟と言われたことが恥ずかしくて、そんな三人を前に顔を隠すように俯いて小さくなっていた。

「それより、ふたりも何か頼めば？」

「ここの紅茶はとても魅力的だけど、実は上のバーで瑠花さんを待っている人達がいるのよ」

「え？　私ですか？」

「えぇ。ほら、行きましょう」

「……そういうことか」

　小首を傾げた私の手を引いた間宮さんの後ろで、英二さんが全てを見透かすようにフッと笑った。




「いらっしゃいませ」

　一階のティーサロンから二階にあるバーに移動し、店内の入口で出迎えてくれたウェイターに甲斐さんが待ち合わせをしていることを告げると、すぐに中に案内された。

　重厚感のあるテーブルや椅子に、ひっそりと配置された暖炉。それらが落ち着きを醸し出しているのに反し、壁にはカラフルなタペストリーや絵画が飾ってある。シックだけど、どこか遊び心のある店内は独特の雰囲気があった。

　あまりキョロキョロする訳にはいかないけど、つい内装に見入ってしまう。前を行くウェイターの後ろを英二さんと甲斐さん、その後に私と間宮さんが続いた。

「こちらのお席になります」

　ウェイターの声で英二さんと甲斐さんが左右に離れ、同時に視界が開けた。

　目を見開いた私に、柔らかい笑みが三つ向けられる。ひとつは、理人さんのもの。そして、残りの二つは彼の両親のもの。

「初めまして、じゃないわね。こんばんは、瑠花さん」

「あっ……！　こ、こんばんは……」

　優雅に微笑む綺麗な女性は、青空園で何度か会ったことがある人。戸惑いながらも慌てて頭を下げると、その女性にフフッと笑われてしまった。

「実は理人の母だったの、なんて自己紹介はおかしいかしら？　こんな風にお会いするなんて思ってもみなかったけど、あなたに会えてとても嬉しいわ。さぁ、座って」

「瑠花、おいで」

　緊張で立ち尽くしていた私は、理人さんに笑顔で促され、彼が引いてくれた椅子に座った。

「理事長からよく話は聞いていたんだけど、お顔を見るのは久しぶりかな。瑠花さんとこんな風にお会いするなんて、なんだか不思議な気がしますね」

「は、はい……」

　理人さんとよく似た口調の男性に、ただ小さく頷くことしかできない。

　ついさっき理人さんの両親だと知ったふたりとはまだ数えるほどしか会ったことがないし、何よりも彼の両親だとは知らなかった。私の記憶が正しければ、最後にふたりに会ったのは理人さんに『木漏れ日亭』に連れていって貰った日だったはず。

「そんなに緊張しないで、瑠花さん。私達は理人の恋人があなただと知って、とても喜んでいるのよ」

　あまりの状況にどうすればいいのかわからずにいると、理人さんのお母様が優しい笑みを浮かべた。青空園では挨拶を交わす程度だった彼のお母様は、柔らかく微笑みながら続けた。

「私達ね、あなたのことは以前からとても気に入っていたの。理事長からもすごく優しいお嬢さんだと聞いていたし、青空園で会うあなたのことをいつも温かいお嬢さんだと思っていたから」

　緊張と驚きで言葉を失う私を、理人さん達は笑顔で見つめている。

「だから、理人からあなたとお付き合いしていると聞いた時は、本当に嬉しかったのよ。とても不器用な子だけど、これからも理人のことをよろしくお願いします」

　理人さんのお母様の言葉に皆がクスクスと笑い出し、理人さんだけがバツの悪そうな顔をしていた。そんな雰囲気の中、自分には勿体ないくらいの言葉を貰った私は、こんなにも嬉しいのに笑顔を見せる余裕がない。

　私は、なんて幸せ者なんだろう……。

　赤の他人から見れば、自惚れていると笑われるかもしれない。だけど……こんなにもたくさんの温もりと優しさに囲まれていることがわかった今は、たとえ自意識過剰だと言われてもそう思わずにはいられなかった。

　嬉しいのに胸の奥が熱くて、瞳には涙が溢れ出す。

「もちろん、これからは私達ともお付き合いして頂けたら嬉しいわ」

　優しい声音で紡がれた言葉に笑顔で頷きたくて、何とか涙を堪えて小さく微笑んだ。

「私の方こそ……よろしくお願いします」

　感謝の気持ちでいっぱいになった私は、心からそう言って頭を下げる。すると、理人さんと彼の両親がとても嬉しそうな笑顔を見せ、それに釣られるように英二さん達も優しい笑みを浮かべた。
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　一時間ほどバーで過ごした後、理人さんの「そろそろ出ようか」という一言で解散することになった。

「ねぇ、瑠花さん。今度、ぜひ家に遊びにいらっしゃい。ね？」

「はい、ありがとうございます」

「楽しみに待っているよ」

「はい」

　バーを出てすぐに理人さんの両親とそんな言葉を交わし、皆が乗り込んだエレベーターに乗ろうとした時――。

「瑠花はこっちだよ」

　後ろから回された腕が私の腰をガッチリと掴み、行く手を阻まれてしまった。

「えっ？」

「瑠花さん、おやすみなさい」

「おやすみ、瑠花ちゃん」

　突然のことに目を見開いた私は、エレベーターのドアが閉まる直前に間宮さんと英二さんを筆頭にかけられた言葉に、返事すらできなかった。

「えっと……」

　理人さんと一緒だから別に不安はないけど、自分の置かれている状況が把握できなくて必死に頭の中を整理する。

　その間に私の手を引いた彼は、無言のまま隣のエレベーターに乗り込んだ。

「あの、帰らないんですか？」

「今夜は瑠花と一緒に過ごしたいんだけど」

「え？」

「……ダメ？」

　密室の中、耳元で落とされたのは甘美な囁き。

　ずるい……そんな風に訊かれて、断れる訳がないのに……。そんな風に訊かれなくても、私が一緒に過ごしたいと思っていることをわかっているくせに……。

　秀麗な顔で柔らかく微笑む理人さんは、きっと誰よりも狡猾なんじゃないか、なんて思えた。

「この日のために今週はずっと徹夜続きだったし、もう部屋も取ってあるから、瑠花に断られると困るんだ」

　そんな風に言いながらも平然と笑う彼には、ちっとも困っている様子はない。やっぱりずるいと思うのに、それよりも溢れる幸せに柔らかい笑みがこぼれる。

「私も、理人さんと一緒に過ごしたいです」

　瞳を緩めた理人さんがいつもよりもかっこよく見えるのは、まだパーティーの余韻が残っているからなのかもしれない。そんなことを考えていると唇にキスをひとつ落とされて、胸の奥がキュンと鳴いた。

「そんな顔されたら、このまま襲いたくなる」

「な……っ！」

　続けて耳元で低く囁かれ、頬がカッと熱くなってしまう。




　てっきりそのまま部屋に行くのかと思っていたら、理人さんから最上階にあるバーに誘われた。

「せっかくだから、ふたりで飲み直そう」

「はい」

「さっきの店もいいけど、最上階のバーはまた違う雰囲気でオススメなんだ」

　ウェイターに案内された窓際の席は〝Reservedリザーブ seatシート〟のカードが置かれていて、周辺の夜景どころか、遠くのベイブリッジまで一望できる。予約してくれていたことにも、この煌びやかな景色にも、驚きを隠せない。あまりの感動で目を瞬く私を見つめる理人さんは、やっぱり微笑んでいた。

「お待たせ致しました」

　しばらくして運ばれてきたのは、華奢なワイングラス。その中で揺れる赤い液体が何なのか、なんてことは考えなくてもわかった。

「理人さん」

「ん？」

　首を僅かに傾げた理人さんに、小さな笑みを向ける。

「出会ったあの日のキールに理人さんの想いが込められていたと思うのは、私の自惚れなんかじゃないって思ってもいいですか？」

　すると、彼がフワリと破顔して、ワイングラスに手を伸ばした。

「あのキールには、毒を仕込んでおいたんだ」

「毒……？」

「瑠花が俺を好きになってくれる毒。しかも、永遠に解毒できないほどに強いものを」

　そんな素敵な毒なら、どのみち私は自ら望んで飲んでいたに違いない。

「あの夜の出会いは、〝最高のめぐり逢い〟になった？」

「はい」

　そんな私に投げかけられた質問には迷わずに大きく頷いて、それから満面に笑みを浮かべた。

　パーティー会場でも口にしたカクテルで乾杯をして、理人さんが再び同じ物を注文してくれた。そして、夜景をゆっくりと堪能しながらお互いに二杯目のカクテルを飲み終えた頃、彼が腕時計に視線を落とした。

「そろそろ部屋に行こう」

「はい」

　いつの間にか会計を済ませてくれていた理人さんと店を出て、エレベーターに乗り込む。そこで財布を出そうとしたら柔らかい笑みで制されて、結局はいつものようにお礼を言った。




　最上階のフロアにはバーや婚礼専用のパーティー会場しかないらしく、私達を乗せたエレベーターは下へ向かう。あっという間に二階分のフロアを過ぎて着いたのは、このホテルの宿泊フロアの中では最上階にあたる場所だと、エレベーターを降りたところで教えて貰った。

　部屋の前に着くと、理人さんはカードキーでドアを開け、おもむろに振り返って微笑んだ。その笑みがなぜか意味深で、数回瞬きをしてしまう。

「おいで」

　一瞬キョトンとしてしまった私の手を引いた理人さんが、進んだ先にあるドアをそっと開けた。

　すると、甘さを孕んだ香りがフワリと鼻をくすぐって……。直後に視界に広がった景色に、目を見開いて言葉を失った。

　窓一面に広がる、宝石をちりばめたような目映い夜景。そして、淡いピンクの薔薇。猫足のソファー、チェストの上、小さなサイドテーブル。更には、キングサイズのベッドの上にまで惜し気もなくちりばめられた茎のないピンクの薔薇が、その美しさを主張するように咲き誇っている。

『Mon amour』でかけて貰った魔法に、理人さんが用意してくれた夜景とピンクの薔薇に囲まれたお城。

　それはまるで、夢のような出来事。

　お伽話に憧れていた子どもの頃の私が見たら、きっと瞳をキラキラと輝かせるだろう。もちろん、今の私の胸の中にだって感動と幸せが溢れている。

「綺麗……」

　やっとのことで言葉を発すると、理人さんが柔らかく微笑んだ。

「気に入ってくれた？」

「はい」

　笑顔で頷いた後で、眉を小さく寄せる。

「でも、一生分の幸せを使い果たしたかもしれません……」

　少しだけ心配になって冗談めかして呟くと、理人さんはクスッと笑ってから壁にかけてある時計に視線を遣った。

「今日は、一生忘れられない日にしたかったんだ」

　ゆっくりと言葉を紡いだ彼に、微笑みをこぼしながら口を開く。

「こんなに素敵な日を忘れられる訳――」

「瑠花」

　だけど、私の言葉は言い終わる前に優しく遮られ、目の前の綺麗な顔がフワリと笑みを浮かべた。

　訪れた、一瞬の沈黙。

　カチリ、時計の長針が零時を指す。子どもの頃に読んだお伽話なら、タイムリミットが訪れて素敵な魔法が解けてしまう切ない時間……。

　それなのに、私にかけられた魔法はちっとも解けなくて――。

「二十五歳の誕生日、おめでとう」

　見開いた瞳の中で相変わらず優しく微笑む理人さんが、言葉を失ったまま彼を見つめていた私の体をそっと抱き締めた。

　理人さんは私の額にそっとキスを落とした後、どこからか取り出した華奢な箱を開けた。同時に視界に入ってきたのは、ネックレス。

「薔薇……？」

　その先端に付いているピンクの宝石が薔薇のように見えて呟くと、理人さんがとても嬉しそうに笑った。

「うん、よくわかったね。ピンクの薔薇の花言葉は〝温かい心〟だって知って、瑠花にピッタリだと思ったんだ」

　その言葉で、部屋にちりばめられたピンクの薔薇の意味を理解する。

　私はきっと、理人さんが思ってくれているほどの温もりを持っている訳じゃない。

「だから、瑠花の誕生日には、ピンクの薔薇に因んだ物をプレゼントしたかったんだ」

　それでも、彼の言葉が本当に嬉しかった。

「実は、もうひとつ渡したい物があるんだ」

　ネックレスを着けてくれた理人さんが、そんなことを口にした。

　こんなにもたくさんの幸せを貰ったのに、これ以上何をくれるというのだろう。そう思いながら小首を傾げると、理人さんが私の手を引いて窓際に歩み寄った。

「見て」

　視界を占めるのは、目映い光。改めて夜景をプレゼントしてくれたのだと、笑みを浮かべる。

「本当に綺麗……。宝石みたいな夜景ですね」

　大きな窓一面を占領する輝きを余すことなく瞳に映したくて、ゆっくりと視線を動かしていく。その直後、窓台の隅の小さな光に気づいた。

　目の前に広がる宝石箱の中でひっそりと、だけど何よりもキラキラと輝いている高貴な宝石。それは間違いなく、ガラスよりもこちら側にあった。

「見つけた？」

　窓台の隅を見つめたまま言葉を失った私の耳に届いたのは、どこか嬉しそうな声音。きっと最初からそこにあったのだろうけど、夜景や薔薇に気を取られていてちっとも気がつかなかった。

「これ……」

「宝石箱の中に、本物を隠しておいたんだ」

　悪戯っ子のようにフッと笑った理人さんを見つめると、彼が小さな箱からその宝石が付いた物だけを取り出した。

「二度目の夜に交わした約束を、やっと果たせるよ」

　頭の中で鮮明に蘇るのは、二度目の夜に会った時の理人さんの言葉。

『俺ならきっと、君に似合う最高のリングを見つけ出してあげられるよ』

　彼の綺麗な指先で掴まれているのは、幾重にも輝きを放っているダイヤのリングだった。

「ねぇ、瑠花」

　優しい声が、私の名前を愛おしげに紡ぐ。

「君だけのために作ったリングを、受け取ってくれる？」

　柔らかい笑みとともにこぼされた、想いが満ち溢れた言葉。嬉しくて堪らないのに夢なんじゃないかと疑って、何も言えなかった。

「念のために言っておくけど、これは誕生日プレゼントじゃないよ？」

　理人さんは、そんな私の気持ちを察するように冗談めかして笑った後、私の瞳を真っ直ぐ見つめた。

「永遠に、俺のそばにいて欲しいんだ」

　あぁ、ほら……私は、なんて幸せ者なんだろう……。

　言葉にできないほどの幸せに、胸の奥が静かに震えている。やっぱり、今日だけで一生分の幸せを使い果たしてしまったに違いない。

　言葉を失ったままの私の顔を、理人さんがゆっくりと覗き込む。

「返事を聞かせてくれると嬉しいんだけど」

　フワリと落とされた笑みが、どうしようもなく優しくて。私を包む全てのものが、あまりにも綺麗過ぎて。幸せ過ぎる心が涙を溢れさせ、喉の奥が熱を持つ。

　それでも想いを伝えたくて口を開けば、温かい雫が頬を伝った。

「愛してる……」

　涙混じりの言葉に精一杯の想いを乗せて、理人さんの瞳を真っ直ぐ見つめる。

「だから、永遠に私のそばにいてください……」

　貰ったばかりの台詞をほぼそのまま返して、涙で濡れたままの顔で微笑む。

「じゃあ、受け取ってくれる？」

　その言葉に迷うことなく大きく頷くと、理人さんが私の左手を取った。彼の左手に乗せられた私の左手の薬指に、ゆっくりとリングがはめられる。

　真ん中で存在を主張するダイヤモンドの左下には、そっと寄り添うようなピンク色の宝石。

「ダイヤモンドと、ピンクダイヤモンドだよ。ピンクの薔薇をイメージして、デザインしたんだ」

　穏やかに破顔した理人さんにまた幸せを感じる反面、何も返せないことへの寂しさを抱く。

　だからせめて、この想いの丈を伝えようと背伸びをして彼の首に腕を回した。

　それから、形の綺麗な唇に引き寄せられるように口づけた。そっと触れるだけの、静かなキス。

「愛してるよ、瑠花」

　程なくしてゆっくりと唇を離すと、幸せそうに微笑んだ理人さんが私の耳元でそんな囁きを落とした。

「私、理人さんには貰ってばかりですね」

「そんなことないよ」

「ううん、いつだって貰ってばかりです。今までだって、たくさんの幸せを貰ったのに……」

　心に刻まれているのは、そっと抱き締めたくなるような愛おしい記憶ばかり。

「今日もまた、数え切れないくらいの幸せを貰いました」

　そこまで話した後で、ドレスのお礼を言っていないことに気づいた。

「それと、このドレスも……理人さんからのプレゼントだって聞きました。本当にありがとうございます」

「俺がプレゼントしたかっただけだよ。それに……」

　満面の笑みを浮かべた私を見て、理人さんが唇の端だけを上げてフッと笑った。

「男が女に服をプレゼントするのは、それを脱がせるためだよ」

「え？」

「覚えておいて」

　悪戯に細められていた瞳が、今度は雄の光を宿して私を射る。その意味を理解した時、私からその先をねだるように唇を重ねた。

　しっとりとしたキスを交わし、再び引き寄せられるように唇を近づける。一度チュッと鳴ったリップ音が、何度も響き始めた。

〝好き〟と言葉にするよりも、キスをしたくて。〝愛してる〟と伝えるよりも、そばに行きたくて。今はただ、お互いの肌を隔てる布がもどかしい。

　キスをしながらベッドに倒れ込んだ時、理人さんのネクタイが私がプレゼントした物だと気づいて自然と笑みがこぼれ、また心が幸せで満ち溢れた。

　数年前の理人さんが、私を見つけてくれたことも。文博に別れを告げられたあの夜に、私が理人さんと出会ったことも。今こうして、体を繋げようとしていることも。ただただ幸せで、神様が与えてくれた運命だと思う。

「瑠花……」

　優しく私を欲する声は甘く、それでいて狂おしいほどの愛を伝えようとする。与えられるそれに嬌声を漏らし、私もその想いに応えるように目の前の体に必死にしがみつく。

「愛してる」

　眉間にシワを寄せて秀麗な顔を歪ませ、私のなかに入ってきた理人さんの体温は溶けてしまいそうなほどに熱くて……。波打つ真っ白なシーツの上でどこかにさらわれてしまいそうになりながらも、心の中はやっぱり愛と幸せで満たされていた。

　優しい温もりに包まれながら重怠い瞼をゆっくりと開けると、ぼんやりとした視界に映ったのは綺麗な顔。前にもこんなことがあったな、なんて思っていると、額にそっとキスが落とされた。

「ハッピーバースデー、瑠花」

　昨夜のことを思い出して抱いた恥ずかしさとくすぐったさよりも勝った幸せが、ごく自然と柔らかい笑みを作る。

「それと、おはよう」

「おはようございます」

「よく眠れた？」

「はい。理人さんは眠れましたか？」

「残念ながら……。瑠花の寝顔が可愛過ぎて、ちっとも眠れなかったよ」

「えっ？」

　冗談とも本気ともつかない台詞に心臓が跳ね上がった直後、理人さんが心底楽しげに喉の奥でクッと笑った。

「お風呂を沸かしておいたから、一緒に入ろうか」

　甘い笑顔に釣られて頷いてしまいそうになったところで、ハッとして慌てて首を横に振る。

「いっ、一緒なんて無理ですっ!!」

「大丈夫、ここのバスルームは広いから」

「そういう問題じゃっ……！」

　理人さんはフッと笑うと、必死に首を横に振る私の体をスッと抱き上げた。不安定な体勢に驚きつつも、辛うじて手にしていたシーツで咄嗟に体を隠す。

「今更、隠さなくてもいいのに」

「いえ、あの……」

　平静を取り戻そうにもカクカクと揺れるのが恐くて、つい理人さんの首にしがみついてしまった。

「瑠花、もしかして誘ってる？」

　悪戯な笑みを浮かべた彼に、頬がカァッと熱を帯びた。

　逃げる暇もなくバスルームに連れ込まれた私は、床につけた足が震えていることに気づく。

「ごめん。また、無理させ過ぎたかな？」

　申し訳なさそうにしながらも楽しげに笑う理人さんに、顔を真っ赤にすることしかできなかった。

「お詫びに洗ってあげるよ」

「大丈夫ですから、理人さんはご自分の体を洗ってください！」

「俺は朝方にシャワーを浴びたから、大丈夫だよ」

　爽やかな笑顔でしれっと言い放った理人さんに、目を小さく見開きながら絶句してしまう。

「遠慮しないで。ね？」

「いえ！　本当に大丈夫ですから！」

　半ば強引に理人さんを泡塗れのバスタブに押し込み、くれぐれも私の方を見ないようにと念押しをして、何とか髪と体を洗った。




「……まだ怒ってる？」

　困ったような微笑みが、私に向けられる。

「別に怒ってる訳じゃ……」

　お風呂から上がって私の髪を乾かしてくれた理人さんから視線を逸らし、未だに熱を帯びたままの頬を隠すように俯いた。

「その顔は、恥ずかしさのせいだと解釈してもいいのかな？」

　クスクスと笑った彼は、無言のまま少しだけ顔を上げた私の唇にキスを落とし、フワリと微笑んだ。

「ほら、朝食にしよう。今日は瑠花と行きたいところがあるんだ」

「行きたいところ？」

「うん」

「どこですか？」

「瑠花が笑顔になれるところだよ」

　理人さんは意味深な笑顔を見せると、この話を終わらせるかのようにテーブルに促した。




　朝食を済ませた後、理人さんから「間宮からの誕生日プレゼントだよ」と渡された『Mon amour』のワンピースに目を見開き、すぐに彼女にお礼の電話をしてからそれに着替えた。

　程なくしてチェックアウトを済ませ、未だに行き先を教えてくれないことを怪訝に思う私を乗せた理人さんの車が、賑やかな街を走り出した。

「そういえば、今日が自分の誕生日だってこと、昨日はすっかり忘れてました」

「え？」

「だって、突然パーティーに参加することになったと思ったらその後もサプライズだらけで、ビックリしてばかりだったから……。でも、理人さんに一番最初にお祝いを言って貰えて、すごく嬉しかったです」

　前を向いたまま嬉しそうに笑った理人さんの横顔に、私まで釣られて微笑む。

　それからも他愛のない話をしている間に、見慣れた場所に到着した。




　着いた場所は、青空園。

　確かに私が笑顔になれる場所ではあるけど、ここに来た理由がわからなかった。

「どうして青空園なんですか？」

「瑠花にエンゲージリングを渡したら、最初にここに来たかったんだ。青空園は、俺が瑠花に出会った場所だからね」

「要するに俺の自己満足だよ」と笑った理人さんに、笑みを浮かべて首を横に振る。

　私達の顔を見たら、理事長はどんな顔をするだろう。そんなことを考えながら、差し出された手をそっと握る。

　温かい右手に重ねた私の左手の薬指には、ダイヤのリング。

　理人さんと出会った日には寂しげだったその場所には、今はたくさんの愛おしい幸せが詰まっている――。




　＊　＊　＊




　リングをはめた左手の薬指――。

　その場所を見つめる私に向けられたのは、優しい瞳。

　あの夜に出会ったあなたがダイヤモンドよりも輝いて見えたのは、〝最高のめぐり逢い〟の証だったのかもしれない。

　だから……。

　たくさんの〝愛してる〟を抱いて、私はこれからもあなたと生きていく――。
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あとがき




　はじめまして、河野美姫です。

　この度は、「甘い誓いのくちづけを」をお手に取っていただき、本当にありがとうございます。携帯小説に出会って、早数年。拙いながらもひっそりと書き続けてきた私が、まさか人生で二度目の書籍化に恵まれるとは夢にも思っておらず、それが憧れのベリーズ文庫で実現できるなんて喜びもひとしおでした。

　これもひとえに、いつも温かく応援してくださっている方々のお陰です。




　本作は、シリアスな作品を立て続けに書いた後に生み出したもので、その反動からなのか「とにかく甘ったるいくらい甘々にしたい」と思っていました。

　サイト版の表紙には「オトナ女子だって夢のような恋がしたい！」とまで書き、理人にはできる限りの甘さと私が思い描く女性達の理想を詰め込んだのです。

　もちろん現実ではこんな人に出会えることはないでしょうが、「恋愛小説だからこそ味わえるときめきを感じていただければいいな」と思いながら書き上げました。

　その結果、私の作品の中では一番と言えるほどの反響があり、二年前に『恋愛小説大賞』（スターツ出版主催）で佳作という名誉もいただきました。そして、今回このような機会をいただき書籍という形になったこの作品は、私の大切な宝物です。




　携帯小説を書き始めてから、私が作品創りをするにあたってずっと思っているのは、「読んでくださった方に笑顔に繋がる〝何か〟を感じていただければいいな」ということです。たとえどんなに些細なことであってもそんな気持ちが伝わっていれば、作者としてとても嬉しく思います。




　最後になりましたが、今回の書籍化にあたり優しくご指南くださった編集担当の森上様、私のイメージよりも遥かに素敵なカバーイラストを描いてくださったよしのずな様、この書籍化に携わってくださった全ての方々、そしていつも応援してくださっている読者様と今これを読んでくださっているあなたに、精一杯の感謝の気持ちを込めて……。

　本当にありがとうございました。


河かわ野の美み姫き
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